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平成30年4月1日改訂

章 章項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

1節 一般事項 1.3.11 発生材の処理等 *アスベスト含有建材は、大気汚染防止法の改正（平成26年6月1日施行）に基づき、適正に対応すること
1.1.1 適用範囲 １．この特記事項以外は下記に準拠する。但し、本工事に関係しない事項は適用しない。 １．引き渡しを要するものは監督職員の指定する場所に整理し、発生物件調書を作成し、施設管理者へ引き渡す。

１）愛知県財務規則 ２．引き渡しを要しないものはすべて場外に搬出し、下記建設副産物の項及び関係法令等に従い適正に処理する。
２）工事請負契約書 ３．本工事で発生する産業廃棄物のうち愛知県内の最終処分場に搬入する産業廃棄物については、愛知県産業
３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築木造工事標準仕様書 （平成28年版） 　　廃棄物税が課税されるので適正に取り扱うこと。
４） 〃 公共建築工事標準仕様書（建築工事編） （平成28年版） ４．PCBを使用している機器材料は、適切な容器に収めた上で引渡しを要する。撤去した機器のﾒｰｶｰ名・型番・ 愛知県建設副産物

５） 〃 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） （平成28年版） 　　製造年月日を記載したリストを作成して発注者へ提出する。 ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ実

６） 〃 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） （平成28年版） ５．次の物品はPCBの混入が疑われるため、専門の分析機関に依頼し、その有無を確認する。 施要綱、同関係様

７） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） （平成28年版） 　　　昭和47年以前の建築物：ポリサルファイド系コーキング 式、CREDAS様式、

８） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編） （平成28年版） 　　　平成元年以前の製造機器：蛍光灯安定器、ｺﾝﾃﾞﾝｻ、ﾘｱｸﾄﾙ、ｺﾝﾃﾞﾝｻ用放電ｺｲﾙ、 再資源化等報告

９） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） （平成28年版） 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　変圧器(絶縁油中の濃度0.5mg/kg以下のものは対象外) 書、は次の愛知県

10） 〃 建築物解体工事共通仕様書 （平成24年版） 　　上記以外においても、PCB混入の恐れがある場合は、監督職員と協議の上、確認すること。 建設企画課HPか

11）関係法令及び諸工事基準 ら入手することが

12）愛知県建築工事品質管理要領 * 建設副産物 １．発生材については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「資源の有効な利用の促進に関する法律」及び できます。

　　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建設リサイクル法」という。）その他関係法令の規定 要綱、様式

この特記仕様書において、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」は以下【建築工事標準仕様書】という。 　　を遵守し「愛知県建設副産物リサイクルガイドライン実施要綱」（以下「リサイクルガイドライン」という。）に基づき、 http://www.pref.

２．特記事項の適用優先順位　１． （又は○）　　２．※　　　　 　　適正に処理する。 aichi.jp/soshiki/

　　ただし 　 　（又は○）と 　※　　 のある場合は共に適用する。 １ ２．事前に建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」と言う。）に登録及び必要事項を入力し、COBRISより kensetsu-kikaku/

３．設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質問書の提出によって確かめるものとする。 　　出力される、「リサイクルガイドライン」に定める計画書（①、②）を監督職員に提出する。 recycle-guideline.

1.1.3 官公署その他への * 工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係組織への必要な届出手続等を遅滞なく行う。 ① 再生資源利用計画書（実施書）（CREDAS様式1） html

届出手続等 ② 再生資源利用促進計画書（実施書）（CREDAS様式2）　
1.1.4 工事実績情報の登録 * 請負代金額が500万円以上の工事は、(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)の工事実績情報システム 章 ３．工事完了時に「リサイクルガイドライン」に定める実施書（①、②）の内容をCOBRISに登録及び工事登録証明 COBRIS

１ 　(CORINS)に、工事実績情報の登録を、その内容について監督職員の確認を（JACICの様式「登録のための確認 　　書を作成し、監督職員に提出する。  http://www.

　のお願い」に従って）受けた上、行う。（受注時、変更時、竣工時）また、登録後にJACICが発行する「登録内容確 ４．建設リサイクル法第9条第1項の対象建設工事に該当する工事は、再資源化等が完了したとき、同法第18条第  recycle.jacic.or.

　認書」を、監督職員へ提出する。 　　１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。  jp/index.html

1.1.7 別契約の関連工事 ５．産業廃棄物管理表（以下「マニフェスト」という。）集計表を作成し、監督職員に提出する。また、マニフェスト伝票
項　　　　　　　　目 　備　　　考 項　　　　　　　　目 　　　備　　　考 　　は整理して保管し、必要に応じて検査員等に提示する。マニフェスト集計表は任意様式とし、交付した全てのマ 再資源化等報告書

章 　　ニフェストについて、交付年月日、交付番号、車両ナンバー、廃棄物の内訳（ｔまたは ）、マニフェスト返却日（  http://www.pref.

設備スリーブ箱入 ※ ※ ※ ※ 水槽・その他マンホール ※ 　　B2票、D票、E票）が記載され、受注者の社印を押したものとする。  aichi.jp/kensetsu

同上用構造体補強 ※ 厨房機器接続 ※ ※  -kikaku/gijyutsu/

　〃　　　　防水処理 ※ 化粧棚及び鏡 *撤去・更新時の *「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」（平成27年4月1日施行）に基づいて行うこと。  kentiku-tebiki

天井・壁埋込器具切込補強 ※ 天井下地共 実験台設備接続 一 フロン等の取扱い  300401.pdf

設備機器基礎・防水処理 ※ 防水処理又は配管 ワイランド用受台 ※ *分別収集 *　　※ する（「リサイクルガイドライン別表３」による） ・　しない
設備機器用アンカーボルト ※ ※ ※ ※ 機器類に伴うもの 防煙シャッター、同用煙感知器 *再資源化施設への *工事に伴い発生する指定副産物のうち、次のものは再資源化施設へ搬出する。
（外部）空気取入・換気ガラリ ※ 防火戸自閉装置及び ※ 搬出 　※ コンクリート塊　　　　　※ アスファルトコンクリート塊　　　　　※ 建設発生木材　　　　　・ （　　　　　　　　）
（内部）空気取入・換気ガラリ ※ 各間の配線

換気扇取付枠 ※ 同上盤までの電源送り ※ 4節 材　　　料
一 建物内外配線配管ピット蓋 ※ 排煙口開放装置 ※ 般 1.4.1 環境への配慮 * 「愛知県環境物品等調達方針」（http://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000009402.htmlを参照。）別記

建物内排水溝 ※ 排煙口手動開放装置 ※ 　  2(24)に掲げられた一般資材、建設機械等の選定に当たっては、事業ごとの特性、必要とされる強度や耐久性、
たて樋接続用横引管 ※ 消火栓組込発信器類及び取付 ※ 　  機能の確保、コスト等に留意しつつ、品目ごとの判断の基準を満足するものを使用するものとする。
発電機用 冷却用給水排水 ※ 減圧水槽以降 不燃性ガス消火設備への電源送り ※ 1.4.2 材料の品質等 １．本工事に使用する資材等は、品質が規格値を満足しかつ価格が適正である場合には、県内産の優先使用に
〃 燃料用油配管 ※ 燃料小出槽以降 同上制御盤及び制御配線 ※ 　　努めるものとする。　　

般 〃 通気管 ※ 電動黒板・電動バリマスク ※ 共 ２．本工事において愛知県内で産出された木材（愛知県内で産出された木材を使用した製材加工品を含む。以下、
〃 オイルタンク ※ への電源送り 　　「県産材」という。）を使用する場合は、以下による。

動力制御盤及び配線 ※ 受水槽・高架水槽基礎 ※ * 県産材を使用する部位は、設計図書で定められた部位のほか、次のとおりとする。
自動制御盤及び配線 ※ ※ 　〃　　・　　〃　　　架台 ※ 　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
自動制御盤への電源送り ※ 天井・壁改め口 ※ 　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

共 ファンコイルへの電源送り ※ 床・改め口 ※ 通 * 使用する県産材は、愛知県産材認証機構に登録された認定事業者（以下、単に「認定事業者」という。）が「あい あいくる材認定資材

液面電極体リレー及び配線 ※ 汚水桝 ※ 汚水処理槽流入側 　 ち認証材」として証明し、出荷したものとする。 一覧、愛知県あいく

床排水金物 ※ 槽入口汚水桝を除く * 受注者は、工事現場に搬入した県産材が「あいち認証材」であることの確認を、出荷事業者が交付する、認定事 る材率先利用方針,

流し台排水金物 ※ 雑排水桝 ※ 　 業者登録番号等（図－１）が明記された出荷伝票等により行う。 その他提出書類の

　　〃　　　設備接続 ※ 雨水桝 ※ * 受注者は、出荷伝票に記載された出荷事業者が認定業者であることの確認を、愛知県産材認証機構が運営管 様式等、は次の

通 事 　 理するＷebページ（http://www.aichi-wood.com）にて公表される認定事業者一覧により行う。 愛知県建設企画課

1.1.8 疑義に対する協議等 * 設計図書について監督職員と協議を行った結果、設計図書の訂正又は変更を行う場合の措置は、契約書の規定 HPから入手するこ

によるほか「愛知県建設部設計変更事務取扱要領」（平成28年4月1日適用）に定めるところによる。 図－１ とができます。

　（http://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/gijyutsu/H28sekkeihenkouyouryou.pdf） http://www.pref.

2節 工事関係図書 aichi.jp/site/aicle/

事 1.2.1 実施工程表 * 概成工期  ・ 有（　　　年　　　月　　　日）　　　　　　※ 無
1.2.2 施工計画書 * つり足場を使用するすべての工事において、つり足場の組立・解体作業中の墜落・転落による労働災害防止の H22.7.23付22建企 項 *再生資源の利用の * 使用する資材は、リサイクル資材の率先利用を図るため、「愛知県あいくる材率先利用方針」を遵守し、あいくる

　方法等の記入及び愛知労働局労働基準部安全課長事務連絡（平成22年7月6日）の注意事項を 第332号建設企画 指定 　 材として認定されている資材の利用に努める。
  ふまえた施工計画書を作成し、監督職員に提出する。 課長通知 　1）愛知県あいくる材率先利用方針第3のAAｸﾞﾙｰﾌﾟ及びAｸﾞﾙｰﾌﾟの認定資材を優先的に使用する。

1.2.4 工事の記録 １．本工事は電子納品の対象工事とする。   2）指定材一覧
項 ２．対象となる成果品の作成については、「愛知県電子納品運用ガイドライン（案）」及び「愛知県デジタル写真管理 　　 施　工　場　所 品　　　　目 　　　規　　　　格 　　　　　再生原料等の指定

　　情報基準（案）」に基づくものとする。（http://www.pref.aichi.jp/site/cals/densinohin.htmlを参照。） ・指定しない ・
　　ただし、電子納品チェックリストについては、他の書類に同様の内容を記載した場合、省略できるものとする。 ・指定しない ・
３．成果品の提出部数については、電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）２部とする。   3）あいくる材の指定があるものについて、それ以外のものを使用する場合は、監督職員の承諾を要する。
４．受注者は、電子納品に必要なハード及びソフト環境の整備を行うものとする。また、検査時（中間検査、完了検 *再生資源の利用の * 工事完了時にあいくる材の使用実績をリサイクルガイドライン様式8「あいくる材使用状況報告書」及び様式9「あ
　　査）に写真情報の閲覧機器を準備するものとする。 報告  　いくる材使用実績集約表」を電子データで監督職員に提出する。
５．その他、電子納品に関する詳細な取扱いについては、発注者、受注者協議の上、決定する。

　工事写真 * 工事写真の撮影時期、内容、枚数等は下記のとおりとする。 5節 施　　　工
　１）着手前　　工事の着手に先だち、敷地、隣地及び周辺道路、建築物、工作物等の現況を撮影する。 1.5.2 技能士 * ※ 適用する ・　適用しない

2）工事中　　①黒板（白板）に所定事項を明記し、工事の進捗状況を撮影、記録すると共に、　特に施工後隠ぺい 適用職種 標準仕様書　工事種別 標準仕様書　工事の細分 資格 （技能検定における選択作業） 備　　　　考

                       又は埋設される部分は、被写体に幅広テープを添え撮影する。 ※ 鉄筋工事 加工及び組立て １級鉄筋技能士 適用工事は下記による

                       記載事項：件名（工事名）、名称（工種）、位置、工程、備考、撮影年月日 ※ コンクリート工事 型枠 １級型枠施工技能士 ※延べ5,000㎡

　　　　　　　　　②監督職員の指示により、適宜提出する。 ※ 床コンクリートこて仕上げ １級左官技能士 　以上の工事

　　 ※ デジタルカメラの撮影素子の有効画素数は100万画素を標準とする。 ※ アスファルト防水 ・その他特に必要と

　　 ※ デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得た上で、「デジタル ※ シート防水 　認められる工事

       　工事写真の小黒板情報電子化について」により行うことができる。 ※ 塗膜防水

竣工写真 * 竣工時　　外部（カラー　　4　　箇所）　　　　内部（カラー　15　　箇所） ※ シーリング

*　その他必要と認められる技能検定の職種及び作業の種別（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3節 工事現場管理
1.3.1 施工管理 * 主任技術者・監理技術者の設置その他の主任技術者・監理技術者に関する制度の運用については、

　「監理技術者制度運用マニュアル」（平成28年12月19日付け国土建第352号国土交通省土地・建設産
　業局建設業課長通知）によるものとする。

1.3.3 電気保安技術者 * 　 ・ 適用する　　　　　　・ 適用しない

1.3.5 施工条件 * 1） 施工時間　　　　時間制限　　※ 有　　・ 無　　　　 2）　部位別の施工順序　　　　・　有　　　　　※ 無
3） 工事車両の駐車場所　　場所制限　　　※ 有　（駐車場所：　※ 敷地内　　・（　　　　　　　））　　　　　・ 無　
4） 資機材置場所　　　置場制限　　※ 有 （置場所： ※ 敷地内　　　・（　　　　　　　））　　　　　・ 無
5） その他　 （　　　　　　）

No.1a No.1b

平針住宅集会所建設工事

設　計
Ｈ29年3月 愛知県建設部建築局公営住宅課
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章 章

1.5.5 施工の検査等 *　見本施工 ・ 行う ※ 行わない *選択備品 ・ パソコン ・ プリンター ・ ＦＡＸ ・ 複写機
1.5.9 化学物質の濃度測定 * 下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監 *受注者事務所、 *受注者事務所（設ける場合） ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外

　督職員に報告すること。 材料置場その他 材料置場 ※ 構内 ・構外
* 測定する室/測定箇所 （集会室（1）　/　集会室（2））　　（業務所　/湯沸室（1））　　（　ホール　/　　　　　） 仮設物の設置場所 その他仮設物 ※ 構内（従業員宿舎除く） ・構外
* 測定方法 ※ パッシブ型採取法 ・ 文部科学省「学校環境衛生の基準」による ・（　　　　　　　） ２ * 建設工事名称板及び *建設工事名称板 ・ 設ける ※ 設けない ・他工事と共同設置
* 対象物質 ※ ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン ・（　　　　　　　） 　建設現場標識の設置 *建設現場標識 ※ 設ける ・ 設けない ・他工事と共同設置

6節 工事検査及び技術検査 章 900以上 1,200以上
 1.6.2 技術検査 *中間技術検査 ・行わない ・行う （実施回数：　　　　　　、実施時期： 　　　　　　　　　　）
7節 完成図等

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

1.7.1 完成時の提出図書 * 工事完了前に次の図書を作成し監督職員に提出する。 仮 ○ ○ ○ セ ン タ ー 建 設 工 事 〃 工事名 ○○センター建設工事
1) 完成原図（施工図を除く） １部 2） 完成図（施工図を除く）の２つ折り製本 １部 工　　期 平成○○年○○月○○日まで

以
上

3） 完成図（施工図を除く）及び契約図のＡ3版２つ折り製本（合本作成） ２部 設 工 期 平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 発　注　 者 愛知県建設部建築局公共建築課

4） 契約図の２つ折り製本 １部 5） 保全に関する資料 １部 工事監理者 ○○建築設計事務所

6） 施設台帳の作成又は整備 (高等学校及び特別支援学校を除く) 7） その他必要書類 １部 工 発 注 者 愛 知 県 公 共 建 築 課 工事施工者 ○○建設株式会社 1
,0
0
0
以

8） 契約図・完成図（施工図を除く）のPDFﾌｧｲﾙ（公共建築課PDFﾌｧｲﾙ作成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる）　 CD-RまたはDVD-R   2部 工 事 監 理 者 ○ ○ 設 計 事 務 所 ○○電気設備(株)

1.7.2 完成図 * 完成図の種類は下記とする。 事 工 事 施 工 者 ○ ○ 建 設 株 式 会 社
　１．配置図　　　２．平面図・求積図　　　３．仕上表　　　４．施工図　　　５．その他監督職員の指示するもの ○ ○ 電 気 設 備 株 　建　設　現　場　標　識　（例）

１ *原図作成方法 ※CAD作成し紙出力 紙の種類 ※PPC用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｻﾝﾄﾞ和紙 同等品 ・ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ 建　設　工　事　名　称　板　（例）
サイズ ※ 設計原図と同じ ・ （　　　　　　　　　） *工事ＰＲ看板 ・ 設置する ※ 設置しない （愛知県建設部「ＰＲ看板設置要綱」による）

ＣＡＤデータ ・ 提出しない ・  提出する（　・ 愛知県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）に基づく　　・ 監督職員との協議による  ) PR看板を設置する場合は、設置状況報告書を監督職員に提出する。
CAD図面の作成にあたっては国土交通省「建築CAD図面作成要領（案）」に基づいて作成する。 2節 土工事

 その他 【建築工事標準仕様書 ３章による】
章 * 光熱水費 * 建物引き渡しまでの電気、水道、ガス等の料金（基本料金、電気主任技術者委託料を含む）は、協議の上、各工 2節 根切り及び埋戻し

事受注者が負担する。  3.2.3 埋戻し及び盛土 *埋戻し及び盛土 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 [表3.2.1]
* 現場代理人 * 現場代理人においては、受注者との直接的な雇用関係があること。 *建設発生土の利用指定 ・ 無 ・ 有　　（　　　　　　　　　）からの建設発生土を利用するものとする。
* 火災保険等加入 *建築工事又は建設工事の保険の種類は、建設工事保険とする。期間は、工事資材の現場搬入の日から工事  3.2.5 建設発生土の処理 *処分にあたっては「リサイクルガイドライン」に基づき、適正に処理する。
方法等 目的物の引渡しの日までとする。（特に定めのない限り、契約上の工事完成期日経過後１４日間とする。） *処分地の指定 ※ 無（自由処分） ・ 有   （　　　　　　　　　）に搬出し、利用するものとする。

保険金受取人（被保険者）は、受注者とする。 3節 山留め *山留めの存置 ※ 無 ・ 有
* 事故報告 * 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督職員に速 3節 地業工事

　やかに提出すること。 【建築工事標準仕様書 ４章による】
* 工事中の安全管理 * 南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨の「南海トラフ地震に関連 2節 試験及び報告書

する情報」（臨時）が発表された場合、受注者は、継続的に地震関連情報の収集に努め、工事中の建築物等及び  4.2.1 一般事項 *この節に示す試験によらない試験 ※ 行わない ・ 行う（　　　　　）
一 仮設物に対し、必要な安全対策措置が実施されているかの確認、及び作業員や必要に応じ第三者に対する安全  4.2.2 試験杭 *位置 ※ 図示による 本数 ※ 図示による ・ （　　　）本 寸法  （　　　　）m

の再確認を行うなど、有事に際しての備えを行うこと。  4.2.3 杭の載荷試験 *杭の載荷試験 ・ 水平載荷試験 ・ 鉛直載荷試験 ・ しない
* 工事の下請負 * 受注者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。 ３ 試験位置 ※ 図示による 本数 ※ 図示による ・ （　　　）本 載荷荷重 （　　　）kN

１）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 試験の方法 （　　　　　　　） 報告書の記載事項 ※ 4.2.5（a）（b）による　 ・（　　　　　　　）
２）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。  4.2.4 地盤の載荷試験 *平板載荷試験 ・ 行う ・ 行わない

般 ３）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。 章 載荷荷重（　　　　　）kN 試験位置 ※ 図示による ・（　　　　　　　）
４）下請負者が愛知県の競争入札参加資格者である場合には、愛知県建設工事等指名停止取扱要領に基づく 試験の方法（　　　　　　　） 報告書の記載事項 ※ 4.2.5（a）による ・（　　　　　　　）
　　指名停止期間中でないこと。 3節 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業
５）下請負者は、「愛知県が行う調達契約からの暴力団排除に関する事務取扱要領」に掲げる排除措置の措置  4.3.1 適用範囲 *工法 ・ 打込み工法 ・ セメントミルク工法 ・ 特定埋込杭工法
　　要件に該当しない者であること。  4.3.2 材　　料 *杭の種類 ・ ＰＨＣ杭 ・ SC杭 ・ ＰＲＣ杭 ・（　　　　　　　）

共 * 施工体制 * 施工体制については「施工体制の適正化に向けての現場点検の手引き（案）」によること。 土 *杭の寸法、継ぎ手の箇所数、杭先端部の形状 ※ 図示による ・（　　　　　　　）
* 施工体制台帳 * 建設業法第24条の７第１項の規定により作成した施工体制台帳（同項の規定により記載すべきものとされた事  4.3.3 打込み工法 *設計支持力（　　　　　）kN/本

　項に変更が生じたことに伴い新たに作成されたものを含む。）の写しを監督職員に提出すること。 *施工法の種類 ・ 打撃工法 ・ プレボーリング併用打撃工法
　（公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第15条） ・ プレボーリングの掘削深さ　 （　　　　　　） プレボーリングの掘削径 （　　　　　　　）

* 施工体系図 * 下請契約を締結する場合においては、下請金額に関わらず施工体系図を作成し、工事現場の工事関係者及び *推定支持力の算定方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　　　　）
通 　公衆が見やすい場所（仮囲いなど）に掲示する。 *水平方向の位置ずれの精度 X方向（　　　　）㎜ Y方向（　　　　）㎜

* 各種調査への協力 * 本工事が、公共事業労務費調査、共通費実態調査等の対象工事になった場合は必要な協力をすること。 地  4.3.4 セメントミルク工法 *支持地盤 位置 （　　　　　　　） 種類 （　　　　　　　）
* 本工事における木材利用状況に関する調査に協力すること。 *アースオーガーの支持地盤への掘削深さ （　　　　　　）m

* 工事コスト調査の * 本工事が低入札価格調査制度の調査対象工事となった場合は、工事完了時等に愛知県が行う工事コスト調査に *杭の支持地盤への根入れ深さ （　　　　　　）m
　協力 　協力しなければならない。なお、コスト調査における作業内容等については別途、監督職員の指示によること。 業 *水平方向の位置ずれの精度 X方向（　　　　）㎜ Y方向（　　　　）㎜

事 　また、本工事の一部を下請けする場合は、下請負者についても工事コスト調査等の協力を得ること。  4.3.5 特定埋込杭工法 *工法　　　（　　　　　　　　）
* 工事費内訳明細書等* 契約約款第3条第1項の規定による「工事費内訳明細書及び工程表」は、発注者から請求があった時に提出すること。 *水平方向の位置ずれの精度 X方向（　　　　）㎜ Y方向（　　　　）㎜
* 騒音・振動対策 * ｢建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官房技術審議官通達）」及び関連法規の規定を厳守し施工する。 ・ *支持地盤 位置 （　　　　　　　） 種類 （　　　　　　　）

　また、騒音規制法、振動規制法の規制の対象となる作業（特定建設作業）及び下記に指定した建設機械については、  4.3.6 杭の継手の工法 *杭の継手の工法 ・ アーク溶接 ※ 無溶接継手（工法　　　　　）
　「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設大臣告示）により指定された建設機械を使用する。  4.3.7 杭頭の処理 *杭頭処理の方法（切断する場合） ・ 外圧方式 ・ ダイヤモンドカッター方式 ・ （　　　　　　　　）

項 作業名： 建設機械名： 基 6節 砂利、砂及び捨コンク
作業名： 建設機械名： リート地業等

* 排出ガス対策型 *排出ガス対策型建設機械の適用　 ※ 有り ・ なし  4.6.3 砂利及び砂地業 *厚さ ・ 60㎜ ・ （　　　　　）㎜
　建設機械 （対象機種：バックホウ、車輪式トラクターショベル、ブルドーザー、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット、 礎  4.6.4 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業 *捨コンクリート厚さ ・ 50㎜ ・ （　　　　　）㎜

　　　　　　　　ローラー類、ホイルクレーン（いずれもディーゼルエンジン出力7.5～260KW）） *強度 ・ 18N/ ・ （　　　　　）N/ スランプ ・ 15 ・ 18
（対象規制値：排出ガス対策型建設機械指定要領（国土交通省総合政策局）の別表１（１次基準値））  4.6.5 床下防湿層 *床下防湿層 ・ 適用しない ・ 適用する 範囲（　　　　　　　　）

*貨物自動車等の車種 * 工事場所が「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の規制対象地域内においては、「貨物自動車等の車種規制非適合車の使用 工 4節 基礎工事
　規制非適合車の使用 　抑制等に関する要綱」（愛知県：http://www.pref.aichi.jp/kankyo/taiki-ka/car/yoko/）に基づき、対象地域外 【建築工事標準仕様書 ５章、６章による】
　抑制等に関する要綱 　からの流入車も含め、車種規制非適合車の使用抑制に努めるものとする。 2節 材　　料
* 特定特殊自動車の * 受注者は、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって、燃料を購入して使用するときは、当該特定特殊自動車の 事  5.2.1 鉄　　筋 *鉄筋 ※ JIS G 3112（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼） ・ 建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたせん断補強筋
　燃料 　製作等に関する事業者または団体が推奨する軽油（ガソリンスタンド等で販売されている軽油をいう）を選択しなければなら *種類の記号 ・ SR235 ・ SR295 ・ SD295A ・ SD295B ・ SD345 ・ SD390 [表5.2.1]

　ない。また、監督職員から特定特殊自動車に使用した燃料の購入伝票を求められた場合、提示しなければならない。  5.2.2 溶接金網 *JIS G 3551（溶接金網）の規格品 網目の形状 （　　　　　　） 寸法（　　　　　） 鉄線の径（　　　　　）
　なお、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたっては、下請負者等に関係法令等を遵守させるものとする。 3節 加工及び組立

* 薬液注入工法 * 薬液注入工法により地盤の改良を行う場合は、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」（建設  5.3.2 加工 *90°未満の折曲げの内法直径 （　　　　　　　）
　省事務次官通達）による。  5.3.4 継手及び定着

* 石綿含有仕上塗材の* 既存の壁等に対して作業（仕上塗材の除去・補修、コア抜きやアンカーボルト打設作業など仕上塗材の破断を伴う * 継手 *種類 ・ 重ね継手 ・ ガス圧接 ・ 機械式継手 ・ 溶接継手
除去・補修、 　全ての作業）をする場合は、既存壁等の石綿含有仕上塗材使用の有無を確認し、石綿が含有されている場合は、除 *継手位置 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
既存壁等への作業 　去工法、作業方法等について関係法令所管部局及び監督職員と協議の上、適切な石綿飛散防止措置を講じること。 *鉄筋の重ね継手長さ ※ 表5.3.2による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

2節 縄張り、遣方、足場その他 * 定着 *鉄筋の定着工法及び長さ ※ 表5.3.4による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
 2.2.4 足場その他 * 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（平成21年4月24日厚生労働省労働基  5.3.5 鉄筋のかぶり厚さ・間隔 *土に接する部分の軽量ｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さ （　　　　　　　　）

２ 準局長　基発第0424002号）に規定する「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感の *耐久性上不利な箇所（塩害を受けるおそれのある部分等）のかぶり厚さ （　　　　　　　　）
ある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は *機械式継手及び溶接継手の場合のあき （　　　　　　　　）

章 変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は２の（３）  5.3.7 各部配筋 * 基礎及び基礎梁の配筋 （直接基礎、基礎接合部の補強、基礎梁主筋の継手、定着及び余長、基礎梁のあばら筋 等）
手すり先行専用足場方式により行う。 ・各部配筋参考図による ・図示による
*屋根面からの墜落事故防止対策として、必要に応じて、JIS A8971（屋根工事用足場及び施工方法）に基づき、建

仮 方作業台、渡り廊下、墜落防護さく等の足場及び装備機材を設置する。
3節 仮設物

設  2.3.1 監督職員事務所、 *監督職員事務所 ・ 設ける　（　　　　）㎡程度 ※ 設けない
受注者事務所等 *標準仕上げ （床） 合板張り又はビニル床シート張り

工 （内壁・天井） 合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り
（屋根） 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

事 * 監督職員事務所 *標準備品 机、いす、書棚、行事予定表、ゴム長靴、雨合羽、保護帽、懐中電灯、寒暖計、安全帯、
　の備品 衣類ロッカー、受注者加入の電話子機、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具
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章 章

4節 ガス圧接 1節 一般事項
 5.4.9 圧接完了後抜取試験 * ※ 超音波探傷試験 ・ 引張試験  9.1.3 表面仕上げ *機械加工の適用箇所及び種別
 5.5.2 機械式継手 *種類 （　　　　　　　　） 工法 （　　　　　　　　） ・ 図示による ・ 施工箇所

*機械式継手の工法、品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等 　種　別 ※ B種 [表9.1.1]
※ 1.2.2[施工計画書]による品質管理で定める ・ （　　　　　　　）

 5.5.3 溶接継手 *溶接継手の工法、品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等 2節 材　　料
※ 1.2.2[施工計画書]による品質管理で定める ・ （　　　　　　　）  9.2.1 一般事項 * 含水率 下地材 ※ A種 ・ B種 造作材 ※ A種 ・ B種

 9.2.2 木　　材 * 製材 　箇　所 　樹　種 　寸　法 　等　級 　形　状 　含水率
【6章 コンクリート工事】 「製材のJAS」による製材
1節 一般事項
 6.1.2 基本要求品質 受注者は、レディーミクストコンクリートを用いる場合の工場選定は以下による。 ・ 図示による

(1) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造している工場（工業標準化法の一部を改正する法律（平成16年6月9日公布）に基づき
国に登録された民間の第三者機関（登録認証機関）により製品にＪ Ｉ Ｓ マーク表示する認証を受けた製品を製造している
工場）で、かつ、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を実施する能力のある技術者（コンク
リート主任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる、全国品質管理監査会議の策定した 「製材のJAS」以外の製材 　箇　所 　樹　種 　寸　法 材面の品質 乾燥処理 防虫処理 難燃処理 　含水率
統一監査基準に基づく監査に合格した工場（以下｢ マークを取得した工場｣という。） から選定し、JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸ
ｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）に適合するものを用いなければならない。 ・ 図示による

３ (2) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造し、 マークを取得した工場が工事現場近くに見当たらない場合は、使用する工場につい
て、設計図書に指定したコンクリートの品質が得られることを確かめたうえ、その資料により監督職員の確認を得なければなら

章 ない。なお、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を実施する能力のある技術者（コンクリート主
任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる工場から選定しなければならない。

*造作用集成材 　箇　所 　樹　種 　寸　法 見付材面の等級 化粧薄板の厚さ

2節 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類及び品質 ９ 「集成材のJAS」による造作用集成材
 6.2.1 コンクリートの種類 *気乾単位容積質量による種類 ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート

*適用箇所及び施工時期 ・ 図示による
土 寒中コンクリート 適用箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 施工時期 ※ 監督職員と協議 ・ （　　　　　　　）

暑中コンクリート 適用箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 施工時期 ※ 監督職員と協議 ・ （　　　　　　　）
・ 無筋コンクリート 適用箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 施工時期 ※ 監督職員と協議 ・ （　　　　　　　） 章

「集成材のJAS」以外の造作用集成材 　箇　所 　樹　種 　寸　法 見付材面の品質 化粧薄板の厚さ　含水率
地 *コンクリートの種別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 [表6.2.1] ※15％以下

*大臣認定コンクリート（建築基準法第37条第2号） （　　　　　　　） ・ 図示による
業  6.2.2 コンクリートの強度 * 設計基準強度（Fc） ・ 普通コンクリート （　24　）N/ ・ 軽量コンクリート （　　　）N/ ・ 図示による

 6.2.4 ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨｰ及びｽﾗﾝﾌﾟ *コンクリートの荷卸し地点におけるスランプ ※ 表6.2.1による ・ （　　　　　　　）
・  6.2.5 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り * 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ ・ A種 ・ B種 ・ C種 [表6.2.4]
3節 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料及び調合 * 造作用単板積層材

基  6.3.1 コンクリートの材料 * セメント ※普通ポルトランドセメント ・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(Ａ種) ・ シリカｾﾒﾝﾄ(A種) ・ フライアッシュｾﾒﾝﾄ(A種) 「単板積層材のJAS」による造作用単板積層材 　箇　所 　厚　さ 表面の品質  防虫処理
* 適用箇所 高炉セメントＢ種 （　　　　　　　） フライアッシュセメントＢ種　（　　　　　　　　　）

礎 * 骨材 フェロニッケルスラグ細骨材 ・ 使用する ※ 使用しない ・ 図示による
銅スラグ細骨材 ・ 使用する使用する ※ 使用しない

工 電気炉酸化スラグ骨材 ・ 使用する使用する ※ 使用しない 木
再生骨材Ｈ ・ 使用する ※ 使用しない 「単板積層材のJAS」以外の造作用単板積層材 　箇　所 　厚　さ 表面の品質 　含水率 防虫処理

事 * 砕石、砕砂、細骨材、骨材のアルカリシリカ反応性による区分 ※ Ａ ・ Ｂ ※ 14％以下
* 混和材料混和剤 種類 ･ AE剤 ･ AE減水剤 ・ 高性能AE減水剤 ・ 使用しない ・ （　　　　　　　　） ・ 図示による
混和材 種類 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅰ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅱ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅳ種） ・ 高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 ・ ｼﾘｶﾌｭｰﾑ ・ 膨張剤

 6.3.2 コンクリートの調合 * 6.3.2(2)(ⅵ)①～③以外の混和材料　　種類 （　　　　　　　）　　　使用方法 （　　　　　　　）　　　使用量 （　　　　　　）
工  9.2.3 合板等 *下地用合板

5節 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの品質管理 *アルカリ総量 3.0㎏/ 以下とする。 普通合板 厚さ ※5.5㎜ ・ （　　　　）㎜ 接着の程度 ※1類 ・ （　　　　　　　）
 6.6.3 打継ぎ *打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地 ※ 幅20㎜以上、深さ10㎜以上 （9.7.3による） ・ （　　　　　　　　） ・図示による ・ 板面の品質 ※ 2等以上（広葉樹）　　 ※ C-D以上（針葉樹） ・ （　　　　　　　）

*上記以外の箇所の目地 ※ 幅10㎜以上、深さ10㎜以上 （9.7.3による） ・ （　　　　　　　　） 防虫処理 ・　行う ・　行わない
 6.6.4 打込み *コンクリートの打込みは、監督職員の立会いを受ける。ただし、監督職員の指示により報告にかえることができる。 構造用合板 厚さ ※ 12㎜ ・ （　　　　）㎜ 接着の程度 ※1類（湿潤箇所を除く） ・ （　　　　　　　）

・図示による ・表板の樹種　（　　　　　　　） 等級 ※ 2級以上 ・ （　　　　　　　） 強度等級 （　　　　　　　）
8節 型　　枠 事 板面の品質 ※ C-D以上 ・ （　　　　　　　） 防虫処理 ・ 行う （　　　　　　　） ・ 行わない
 6.8.3 材　　料 *せき板の種別 材料 ※ 合板 ・ （　　　　　　　　） 塗装 ・ 有 ・ 無 *化粧ばり構造用合板 厚さ （　　　　）㎜ 接着の程度（湿潤箇所を除く） （　　　　　　　）

合板を用いる場合 厚さ ※ 12㎜ ・ （　　　　　）㎜ ・図示による ・ 化粧単板の樹種名 （　　　　　　　　）
* 断熱材を兼用した型枠材 ・ 使用する（使用箇所：（　　　　　　）） ・ 使用しない 防虫処理 ・　行う ・　行わない
* 配管用等スリーブの材種及び規格等 ※ 6.8.3（i）（2）（ⅰ）～（ⅳ）による ・ （　　　　　　　　） *天然木化粧合板 厚さ （　　　　）㎜ 接着の程度 （　　　　　　　）

11節 寒中コンクリート * 適用期間　　 ※ JASS5による「打込日を含む旬の平均気温が4℃以下の期間 ・ （　　　　　　　　） ・図示による ・化粧単板の樹種名 （　　　　　　　　）
 6.11.2 材料及び調合 * 積算温度を元に定める場合 （　　　　　　　　　） 防虫処理 ・　行う ・　行わない
12節 暑中コンクリート * 構造体強度補正値（S） ※ 6N/ ・ （　　　　　　　　） *特殊加工化粧合板 厚さ （　　　　　）㎜ 接着の程度 （　　　　　　　） 表面性能及び化粧加工方法 （　　　　　　　）
14節 無筋コンクリート *設計基準強度 ※ 18N/ ・ （　　　　　　　　） ・図示による ・ 防虫処理 ・　行う ・　行わない

* スランプ ※ 15cm ※ 18cm ・ （　　　　　　　　） *パーティクルボード 厚さ ※ 15㎜ ・ （　　　　）㎜ 表裏面の状態による区分 （　　　　　　　）
* 適用箇所 ※ 6.14.1（ｅ）（1）～（5） ※ 捨コンクリート ・ （　　　　　　　　） ・図示による ・ 曲げ強さによる区分、接着剤による区分 ※ 13Pタイプ ※ 13Mタイプ ・ （　　　　　　　）

難燃性による区分 （　　　　　　　　　）
1節 一般事項 *構造用パネル 等級 （　　　　　　　　　） 厚さ ・ （　　　　）㎜
 4.1.1 総　　則 *複数の構工法を適用する場合の部位ごとの構・工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
2節 防腐・防蟻処理  9.2.4 接合具等 *釘 ※ JIS A5508による表面処理された鉄又はステンレス鋼の釘 ・ 左記以外の釘 （　　　　　　　　）

４  4.2.1 防腐・防蟻処理 *適用部材及び処理の種類 釘打ち工法 下張材に対する釘の打込み本数 （　　　　　　　　） 斜めに釘を打ち込む場所 （　　　　　　　　）
・ 図示による 造作材化粧面の釘打ち ※ 隠し釘打ち ・ 釘頭埋め木 ・ つぶし頭釘打ち ・ 釘頭現し
・ 適用部位 *木ねじ ※ JIS B 1112又はJIS B 1135によるｽﾃﾝﾚｽ製の木ねじ ・ 左記以外の木ねじ （　　　　　　　　）

章 処理の種類
処理の種類 （１） 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材 3節 耐候性･防腐･防蟻･防虫処理

（２） 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 保存処理性能区分 ・ K2 ・ K3 ・K4  9.3.1 耐候性処理 *屋外に使用する仕上げ木材への木材保護塗料塗り 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 【建築工事標準仕様書 表18.14.1】
インサイジング ・ K2する ・ K3しない  9.3.2 防虫処理 * 防虫処理 ・ 行う ・ 行わない

（３） 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理 処理の方法 ※ 4.2.1(3)(ⅱ)による ・ （　　　　　　　）
木 （４） ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理 4節 屋根回り
 4.2.2 地盤に接するRCによる *最下階の床下に床組を行う場合の地盤に接する床下 ・ RC造のべた基礎  9.4.1 軒先・けらば回り * 部材名 鼻　隠　し 破　風　板 広小舞・登りよど 面　戸　板

床下の防蟻処理 ・ 基礎梁と配筋により一体とした厚さ100㎜以上の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 樹　種
造 配筋 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 寸　法
 4.2.3 地盤土壌の防蟻処理 *地盤の土壌への薬剤による防蟻処理 ・ 行わない ・ 行う （薬剤：　　　　　　　　、使用量：　　　　　　　　　）
 4.2.4 防腐措置 *床下換気　方法 ・ ねこ土台 ・ 換気孔

工 *小屋裏換気　方法（4.2.4（ｃ）） ・ (ⅰ) ・ (ⅱ) ・ (ⅲ) ・ (ⅳ) ・(ⅴ)
換気口の大きさ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

3節 防火被覆処理
事  4.3.1 適用範囲 *耐火被覆処理 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による
 4.3.2 防火被覆材 *耐火被覆材料 （　石こうボード　　） 耐火被覆材厚さ （　21＋21　　　　）
 4.3.3 接合部等 *柱若しくは梁を接合する継手又は仕口の接合金物の被覆処理 （　行う　　　　）

ボルト、ドリフトピン等の接合具の防火被覆処理 ・ 行う （　　　　　　　　　　） ・ 行わない

５～８章
９枚目以降　適用する工法による
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 9.4.2 屋根下地 * 部材名 瓦棒葺屋根用心木 屋根通気垂木 *屋根の構造用面材の上部に通気層を設ける場合 部位又は工法 ― ― 竿縁天井板張り 格縁天井板張り
樹　種 部材名 断　熱　材 下地用合板 ９ 部材名 畳下地板 畳　寄　せ 竿縁 天井板 格縁 鏡板
寸　法 厚　さ 樹　種

種　類 ― 章 寸　法
厚　さ ― ―

 9.4.3 軒天井下地 * 部材名 野　　　縁 野　縁　受　け 下　地　板 木
樹　種  9.10.1 柱 *背割不要の処理を行った製材 ※ 使用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）
寸　法 工  9.10.5 天井回り *格縁天井板張り 格縁の面 ※ 大面取り ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

特殊吊金具 ・ 使用しない ・ 使用する （　　　　　　　　） ※ 図示による
事  9.10.7 床の間回り *床の間 製材等 樹種及び寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

5節 外部開口部回り * 部材名 窓取付け下地材 窓取付け受材 出入口取付け下地材 出入口取付け受材 掛軸用金物 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
 9.5.1 建具回り 樹　種 *床脇棚 製材等 樹種及び寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

寸　法 2節 FRP系塗膜防水
 10.2.2 材　　料 *ルーフドレン ・ FRP系塗膜防水用ルーフドレン ・ 鋳鉄製

 9.5.2 建具回り木製枠 * 部材名 枠　　　材 額　　縁　　材 　　　下　枠　の　材　料  10.2.4 施　　工 *下地の構造 根太掛 樹種、寸法及び防腐・防蟻処理 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
 9.5.3 外部額縁 樹　種  種類 ・ ステンレス 根太 樹種、寸法及び防腐・防蟻処理 ※ 杉45×55@300、K2 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）

寸　法 ・ 花こう岩による石材（　　　　　　） 構造用合板 厚さ、防虫処理、表板の樹種等 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
 寸法 10 下地用合板 厚さ、防虫処理、表板の樹種等 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
 形状 釘の留付け間隔 ※ 150㎜間隔 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）

木ねじの留付け間隔 ※ 150㎜間隔 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
6節 内部開口部回り * 部材名 出入口枠材 窓 枠 材 章 防火板の設置 ・設置しない ・設置する （ ※ ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 10㎜ ※ 図示による ・（　　　　　　））
 9.6.1 建具回り木製枠 樹　種 *防水層の下地 平場の勾配 ※ 1/100以上 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
 9.6.2 内部窓回り 寸　法 *防水層の下地水張り試験 ・ 行う ・ 行わない

箇　所 防 3節 シーリング
 10.3.2 材　　料 *種類 ※ 被着体に応じたもの（表10.3.1） ・ （　　　　　　　） 施工箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

7節 内部床回り 水  10.3.3 目地寸法 *目地寸法 ※ 10.3.3（ａ）（1）～（3）による ・ （　　　　　　　）
 9.7.1 内部床下地 *下地用床材 ・ 下地用合板 （ 厚さ ※ 12㎜ ※ 図面による ・ （　　　　　　　　））  10.3.5 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験 * 接着性試験 ※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験

９ ・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ （ 強度及び接着剤による区分 ・ 13Pﾀｲﾌﾟ ・ 13Mﾀｲﾌﾟ ・ （　　　　　　　　）） 工 4節 透湿防水ｼｰﾄ等工事
（厚さ ※ 15㎜ ・ （　　　　　　　　））  10.4.2 防水テープ *防水テープ 両面粘着防水テープ　幅 ※ 50㎜幅以上のもの ・ 図示による ・ （　　　　　　　）

*仕上げ用下地用床板（下地用合板） 厚さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 事  10.4.3 施　　工 *バルコニー手すりの工法 ※ 10.4.3（b）（9）①～⑤による ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
 9.7.2 内部床板張り * 部材名 床　　板　　用　　製　　材 上　が　り　が　ま　ち　材 笠木の固定方法、材料及び仕上げ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
 9.7.3 上がりがまち 樹　種 5節 ケイ酸質系塗布防水

寸　法  10.5.1 適用範囲 *【建築工事標準仕様書　9章6節による】 表9.6.1以外の適用部位 （　　　　　　　　　）
章 厚　さ 防水層の種別及び工程 ※ C-UI ・ C-UP [表9.6.2]

箇　所 9.6.4（1）～（3）以外の下地処理 （　　　　　　　　　）
※ フローリングは本工事特記仕様書18章による。 11章 石工事

【建築工事標準仕様書　10章による】
8節 外壁回り * 部材名 胴　　　縁 ラ  ス  下  地  板 通　気　胴　縁 通気胴縁(仕上材継目、出入隅) 1節 一般事項
 9.8.1 外壁下地材料 樹　種 ※ 杉 ※ 杉  10.1.3 施工一般 *石材の割付 ※ 10.1.3（a）（1）、（2） ・ （　　　　　　　　）

寸　法 ※ 厚さ12㎜、幅75㎜ *粗面仕上げの場合の合端の見え隠れ部分の仕上げ （　　　　　　　　　）
間　隔 ― ― ― *粗面仕上げの場合の地中その他の材料等にのみ込みとなる部分の仕上げ （　　　　　　　　　）
防腐、防蟻  10.1.5 清　　掃 *ワックス（床用） ・ 使用する ・ 使用しない ・ （　　　　　　　　）
処理の適用 2節 材　　料

*ﾗｽ下地板 釘の種類及び寸法 ※ 9.8.1(b)(1)③による ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）  10.2.1 石　材 * 天然石 *品質 床用 ・ 1等品 ※ 2等品 ・ 3等品
木 *下地用合板 釘の種類、寸法及び留付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） その他 ※ 1等品  ・ 2等品 ・ 3等品

*通気金物 材質、形状及び寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） *種類 （　　　　　　　　　）
 9.8.2 外壁通気工法下地 *通気胴縁工法 特殊な場合の接合部と留め付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） *形状、寸法 ・ （　　　　　　　　） ※ 正方形に近い矩形（0.8㎡/枚以下）

補強胴縁の方法及び高さ（積雪地域） ※ 9.8.2（3）（ⅷ）③による ・ （　　　　　　　　） *表面仕上げ 適用箇所
横通気胴縁 胴縁の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） （表10.2.1及び表10.2.2） 仕上げの種類

 9.8.3 外壁板張り * 工　法 押縁下見板張り 南京下見板張り 横羽目板張り・縦羽目板張り 目板付縦羽目板張り 敷目板張り ジェットバーナーの場合のバフ仕上げ ・ 有 ・ 無
工 部材名 押縁、下見板 下見板 羽目板 目板、羽目板 敷目板 * テラゾ *種石の種類 ※ 大理石 ・ （　　　　　　　　） 種石の大きさ ※1.5～12㎜ ・ （　　　　　　　　）

樹　種 11 *テラゾブロック 形状区分 ※ 図示による 仕上げ面区分及び寸法 ※ 図示による
寸　法 *テラゾタイル 寸法区分 ※ 図示による

*表面仕上げ ・粗磨き ・水磨き ・本磨き
 9.8.4 外壁造作 * 部材名 付け土台 雨　押　え 見切り縁 笠　　木 外部回り縁  10.2.2 取付け金物 *外壁湿式工法及び内壁空積工法用受金物

樹　種 節 材質 ※ SS400 ・ （　　　　　　　　） 形状、寸法 ※ L-75×75×6、L=100又は150 ・ （　　　　　　　　）
事 寸　法 *乾式工法用金物 ・ スライド方式 ・ ロッキング方式

*特殊部位用金物 引金物、だぼ、かすがい、受金物 ※ 10.2.2（a） ・ （　　　　　　　　）
 9.8.5 ひさし * 部材名 陸  ひ  さ  し 霧除けひさし 腕木ひさし（しころひさし） ファスナー ※ 10.2.2（b）に準ずるスライド式（通しだぼ） ・ （　　　　　　　　）

樹　種 吊金物 ※ SUS304　径6㎜　L=80㎜の加工物 ・ （　　　　　　　　）
寸　法 化粧吊ボルト ※ SUS304　M10　化粧ナット付 ・ （　　　　　　　　）

石 アンカー ※ 10.2.2（d）（1）、（2） ・ （　　　　　　　　）
*霧除けひさし 持ち送り板の形 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） *あと施工アンカー 材質  （　　　　　　　　） 寸法 （　　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　）
*腕木ひさし（しころひさし） えぶり板の繰形 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） * 10.2.2(a)～(ｅ)以外の金物 ※ 監督職員と協議（見本又は証明となる資料等を提出） ・ （　　　　　　　　）

9節 内部壁  10.2.3 その他の材料 *取付け用モルタル、既調合の目地用モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材、金物固定に使用する充填材等
 9.9.1 内壁下地 *内壁に木下地を設ける場合 樹　　種 寸　　法 間　　隔 工 ※ 石材施工業者指定製品（実績等の資料を監督職員に提出） ・ （　　　　　　　　）
 9.9.2 内壁板張り 胴　　縁 *ドレンパイプ（外壁湿式工法） 材質 （　　　　　　　　　）

3節 外壁湿式工法
* 工　法 横羽目板張り・縦羽目板張り 目板付縦羽目板張り 敷目板張り  10.3.2 材　　料 *石材の厚さ ※ 有効25㎜以上 ・ （　　　　　　）㎜

部材名 羽目板 目板、羽目板 敷目板 事 *石裏面処理 ・ する ・ しない 裏打ち処理 ・ する ・ しない
樹　種  10.3.3 施　　工 *下地ごしらえ ※ 流し筋工法 ・ あと施工アンカー工法 ・ あと施工アンカー・横筋流し工法
寸　法 * 一般目地 目地幅 ※ 6㎜以上 ・ （　　　）㎜ シーリング材 ・ 用いる ・ 用いない

*伸縮調整目地の位置 ※ 表11.1.1による ・ （　　　　　　　　）
 9.9.3 内部造作 * 部材名 幅 木 回 り 縁 *伸縮調整目地のシーリング材の目地寸法 ※ 9.7.3（a）（3）による ・ （　　　　　　　　）

樹　種 4節 内壁空積工法
寸　法  10.4.2 材　　料 *石材の厚さ ※ 有効20㎜以上 ・ （　　　　　　）㎜
箇　所 *石裏面処理 ・ する ・ しない 裏打ち処理 ・ する ・ しない

 10.4.3 施　　工 *下地ごしらえ ・ あと施工アンカー工法 ※ あと施工アンカー・横筋流し工法
 9.9.4 天井下地 * 部材名 吊木受け 吊　　　木 野　　　縁 野縁受け 板野縁 * 一般目地 目地幅 ※ 6㎜以上 ・ （　　　）㎜ シーリング材 ・ 用いる ・ 用いない

樹　種 * 伸縮調整目地の位置 ※ ６m程度ごと ・ （　　　　　　　　）
寸　法 *伸縮調整目地のシーリング材の目地寸法 ※ 9.7.3（a）（3）による ・ （　　　　　　　　）

 9.9.5 天井板張り * 工　法 敷目天井板張り 打ち上げ天井板張り
部材名 敷目板 天井板
樹　種
寸　法

10節 和室の造作 * 部材名 柱 敷　　　居 か　も　い 塗込め貫
樹　種
寸　法

No.4a No.4b
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5節 乾式工法 *特殊工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
 10.5.2 材　　料 *石材の厚さ 外壁 ※ 有効30㎜以上 ・ （　　　）㎜ 内壁 ※ 有効25㎜以上 ・ （　　　）㎜  13.3.7 横葺の工法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　）

*だぼ用穴の位置 ※ 10.5.2（b）（1） ・ （　　　　　　　　） *特殊工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
11 *石裏面処理 ・ する ・ しない 裏打ち処理 ・ する ・ しない  13.3.8 立平葺の工法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　）

 10.5.3 施　　工 *建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 （　　　　　　　　） *吊子の工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 特殊工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
*目地幅 ※ 8㎜以上 ・ （　　　）㎜ 目地のシーリング仕上げ ※ 9章7節［ｼｰﾘﾝｸﾞ］による ・ （　　　　） 4節 折板葺

章 6節 床及び階段の石張り  13.4.2 材　　料 *折板 形式 ※ 重ね型 ※ はぜ締め型 ・ （　　　　　　　）
 10.6.2 床の石張り *石材の厚さ ・ （　　　）㎜ 石裏面処理 ・ する ・ しない 山高 （　　　　　　　　　） 山ピッチ （　　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　　）

*一般目地幅 屋外 ※4㎜以上 ・ （　　　　　　　　） 屋内 ※ 3～6㎜ ・ （　　　　　　　　） 耐力 ・ 1種 ・ 2種 ・ 3種 ・ 4種 ・ 5種 材料 ※ 鋼板製（表13.2.1による） ・ （　　　　　　　）
*目地にシーリング材 ・ 用いる ・ 用いない *軒先面戸板 ・有 ・無

石 *伸縮調整目地の位置 ※10.6.2（e）（2）（ⅰ）による ・ （　　　　　　　　） 13 *断熱材張り 種別 （　　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　　） 防火性能 （　　　　　　　　　）
 10.6.3 階段の石張り *石材の厚さ ・ （　　　）㎜ 石裏面処理 ・ する ・ しない *ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑを留め付ける下地材の材質、形状及び寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

*一般目地幅 屋外 ※4㎜以上 ・ （　　　　　　　　） 屋内 ※ 3～6㎜ ・ （　　　　　　　　） 章  13.4.3 工　　法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　）
工 *伸縮調整目地の位置 ※10.6.2（e）（2）（ⅰ）による ・ （　　　　　　　　） 5節 粘土瓦葺

 13.5.2 材　　料 *粘土瓦 製法による区分 （釉薬かわら　） 形状による区分 （　桟かわら　　） 寸法による区分 （　　F型　　　）
7節 特殊部位の石張り 産地 ※ 愛知県産 ・ （　　　　　　） 役物瓦の種類 （片流れ棟瓦、軒先瓦、袖瓦　）

事  10.7.1 適用範囲 * 取付工法 ・ 外壁湿式工法 ・ 内壁空積工法 ・ 乾式工法
 10.7.2 アーチ、上げ裏等 *石材の厚さ （　　　　　）㎜ 石裏面処理 ・ する ・ しない * 瓦桟木 材質 ※ 杉 ※ ひのき ・ （　　　　　　　） 寸法 ※ 幅21×高さ15（㎜）以上 ・ （　　　　　　　）

　の石張り *裏打ち処理 ・ する ・ しない 一般目地幅 ※ 6㎜以上 ・ （　　　　　　　　） 屋 *防腐処理の方法 ・図示による ・ （　塗布　　　　　　）
*伸縮調整目地の位置 ※ 他の部位との取合い部 ・ （　　　　　　　　） *棟補強用心材 材質 ※ 杉 ※ ひのき ・ （　　　　　　） 寸法 ※ 幅40×高さ30（㎜）以上 ・ （　　　　　　　）

 10.7.3 笠木、甲板等の *石材の厚さ ・ （　　　）㎜ 石裏面処理 ・ する ・ しない 根 *防腐処理の方法 ・図示による ・ （　塗布　　　　　　）
石張り *取付け代（乾式工法） ※ 10.5.3（b） ・ （　　　　　　　　）  13.5.3 工　　法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　　　）

*石裏補強用モルタル（乾式工法） ・ する ・ しない 及 *木材以外の野地板の材料及び瓦桟木の留付け工法 ・図示による ・ （　　　　　　　）
 10.7.4 隔て板 *石材の厚さ ・ （　　　）㎜ ※ 40㎜ *瓦の取付け ※ 13.5.3(d)(1)、(2)による ・図示による ・ （　　　　　　　）
12章　タイル工事 び 棟の工法 ・ （　片流れ棟　　　）・ 冠瓦伏せ棟（13.5.3(1)） ・ のし一体棟（13.5.3(2)） ・ のし積み棟（13.5.3(3)）
【建築工事標準仕様書　11章による】 6節 スレート葺
1節 一般事項 *伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 目地の位置 ※ 表11.1.1による ・ （　　　　　　　　） と  13.6.2 材　　料 *屋根スレート 種類、寸法及び形状、棟・けらば等の役物並びに色彩等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
2節 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる  13.6.3 工　　法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　　）

陶磁器質ﾀｲﾙ張り * 適用箇所 形状・寸法 　工　法 耐凍害性の有無 　耐滑り性 標準色・特別色の別 い 7節 アスファルトシングル葺
12  11.2.2 材　　料  13.7.2 材　　料 *ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ 品質、形状、色調及び寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

工  13.7.3 工　　法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　　）
*軒先及びけらば等に曲面を設ける場合 ※ 図示による

事 8節 と　　い
章 *役物 ・有有 ・ 無 試験張り ・有有 ※ 無 見本焼き ・有有 ※ 無  13.8.2 材　　料 *といの材料 金属板 といに用いる金属板の種類及び板厚 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） [表13.8.1]

 11.2.7 施　　工 *ﾓﾙﾀﾙ塗りのｺﾝｸﾘｰﾄ素地面 ・ MCR工法 ・ 目荒し工法 ・ （　　　　　　　　） （耐酸被覆鋼板の場合の材質その他 ※ 図示による ・ （　　　　　　　））
*壁タイル張り工法 外装タイル ・密着張り ・改良積上げ張り ・改良圧着張り 谷どいの種類及び板厚 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
[表11.2.3] 内装タイル以外のユニットタイル ・マスク張り ・モザイクタイル張り 銅板 板厚 谷どい ※ 0.4㎜ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

3節 接着剤による その他とい ※ 0.35㎜ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
タ 陶磁器質タイル張り * 適用箇所 形状・寸法 　工　法 耐凍害性の有無 　耐滑り性 標準色・特別色の別 硬質塩化ビニル樹脂 種類、外形、厚さ、長さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

 11.3.2 材　　料  13.8.3 といの加工 取付け *集水器、あんこう 硬質塩化ビニル製集水器及びあんこうの形等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
14章　金属工事

イ 【建築工事標準仕様書　14章1節～3節による】
14 1節 一般事項

*役物 ・有有 ・ 無 試験張り ・有有 ※ 無 見本焼き ・有有 ※ 無 章  14.1.3 工　　法 * (b)あと施工アンカー    引抜耐力の確認試験 ※ 行う（14.1.3（b）（4）（ⅰ）～（ⅴ）　設計用引張強度（　　　　）） ・行わない
ル  11.3.4 シーリング材 *種類 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ※ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・ （　　　　　　　　） 2節 表面処理

伸縮調整目地、その他の目地 ※ 変成ｼﾘｺｰﾝ系 ・ （　　　　　　　　） 金  14.2.1 ｽﾃﾝﾚｽの表面仕上げ *種類 ※ ＨＬ仕上げ ・ （　　　　　　　）
 11.3.7 施　　工 *ﾓﾙﾀﾙ塗りのｺﾝｸﾘｰﾄ素地面 ・ MCR工法 ・ 目荒し工法 ・ （　　　　　　　　） 属  14.2.2 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳ *種別 ・ A-1種 ・ A-2種 ・ B-1種 ・ B-2種 ・ C-1種 ・ C-2種 ・ D種 [表14.2.1]

工 * 工法 ・ 内装壁ﾀｲﾙ接着剤張り ・ 外装壁ﾀｲﾙ接着剤張り ・ 図示による [表11.3.2] 工 ﾑ合金の表面処理 常温乾燥形の塗装 （　　　　　　　）
4節 陶磁器質ﾀｲﾙ型枠先付 事 *陽極酸化皮膜の着色方法 ※ 二次電解着色 ・ （　　　　　　　） 色合等  （　　　　　　　）
 11.4.2 材　　料 * 適用箇所 形状・寸法 　工　法 標準色・特別色の別  14.2.3 鉄鋼の亜鉛めっき *溶融亜鉛めっき種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 [表14.2.2]

事 *電気亜鉛めっき種別 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種
2節 下　　地
 15.2.3 ラス系下地 *ラス系下地の種類 ・直張りﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地 ・直張りﾗｽｼｰﾄ下地 ・通気構法単層下地 ・通気構法二層下地

ﾗｽ下地板 樹種 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
*役物 ・有有 ・ 無 試験張り ・有有 ※ 無 見本焼き ・有有 ※ 無 寸法 ※ 厚さ12㎜、幅75㎜ ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）
* ﾀｲﾙ型枠先付け面のせき板 ※ 6.8.3(b)(2) ※ 金属製ﾀｲﾙ先付け用ﾊﾟﾈﾙ ・ （　　　　　　　　） 15 防腐・防蟻処理 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

 11.4.3 ﾀｲﾙ型枠先付けの種類 *種類 ・タイルシート法 ・ 目地桝法 ・ 桟木法 釘の種類及び寸法 ※ 9.8.1(b)(1)③による ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
○ 本章共通事項 *雪止め ・ 設ける ・ 設けない ※ 図示による 建築基準法に基づく耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

2節 下地及び下葺 *材料 ラス 素材による区分、種類及び単位面積当たりの質量 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
 13.2.2 材　　料 *下葺材料 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材 章 ステープル 形状及び寸法 ※ L925T-S以上（リブラス） ※ L1019JｰS以上（波形ﾗｽ） ・ （　　　　　　　　）
 13.2.3 工　　法 *下地材料の種別、形状等（壁面に下葺材張りに必要な下地材） ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　） *通気構法二層下地 ラス 素材による区分、種類及び単位面積当たりの質量 ※ 2種波形ﾗｽ700 ・ （　　　　　　　　）
3節 金属板葺 *通気構法単層下地 ラス 素材による区分、種類及び単位面積当たりの質量 ※ 2種ﾘﾌﾞﾗｽ800 ※ 2種防水紙付きﾘﾌﾞﾗｽ800
 13.3.2 材　　料 *金属板、板及びコイルの種類 ※JIS G 3322の屋根用ｺｲﾙ（種類：　　　　　　　　、記号：　　　　　　　　　） ・ （　　　　　　　） 外張り断熱工法で断熱材の上に胴縁を施工する形式の通気構法を行う場合※ 図示による ・（　　　　　　）

塗膜の耐久性の種類 （　　　　　　） めっき付着量 （　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　） 換気口部の防水処置 ※ 10.4.3(b)(8)に準じる ・図示による ・ （　　　　　　　　）
13 *固定釘等 固定釘 13.3.2(b)(2)(ⅱ)によらない釘 ・図示による ・ （　　　　　　　） 左  15.2.4 木質系セメント板 *木質系セメント板 種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

木ねじ 13.3.2(b)(2)(ⅰ)によらない木ねじ ・図示による ・ （　　　　　　　）  15.2.6 小舞下地 *建築基準法に基づく耐力壁の指定 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
章 固定釘等の材質 ・図示による ・ （　　　　　　　）  15.2.7 木ずり下地 *木ずり用小幅板 樹種 ※ 杉の心去り材 ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）

固定釘の形状及び寸法 心木なし瓦棒葺（母屋に固定の場合） ・ （　　　　　　　） 3節 モルタル塗り
横葺 ・ （　　　　　　　） 官  15.3.2 材　　料 *セメント（床のﾓﾙﾀﾙこて仕上及び寒冷期の外部ﾓﾙﾀﾙ塗を除く）

屋 心木 樹種及び防腐・防蟻処理 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） ※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(A種) ・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ(A種) ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ(A種)
 13.3.3 加　　工 *通し吊子の各部分の寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 釘留め間隔 （　　　　　　　） *既調合モルタル ・使用する ・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(A種)使用しない

根  13.3.4 平葺（一文字葺）工法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　　） *既製目地材 ・使用する（形状：　　　　　　　　　　） ・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(A種)使用しない
*加工 はぜのつくり方 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 工  15.3.4 工　　法 *ｺﾝｸﾘｰﾄ面等への下地ﾓﾙﾀﾙ塗り 床塗りの目地の設置及び工法 ※ 15.3.4(b)(3)(ⅲ)による ・ （　　　　　　　　）

及 *一般部の葺き方 吊子の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） * ﾀｲﾙ張り下地等の均しﾓﾙﾀﾙ塗り 外壁ﾀｲﾙ張り下地等の均しﾓﾙﾀﾙの接着力試験 ・行う ・行わない
*各部工法 吊子及び釘の留付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 4節 せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り

び 軒先及びけらば 唐草の留付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）  15.4.3 調合及び塗厚 *上塗り ・既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ（上塗り用） ・しっくい塗り
 13.3.5 心木あり瓦棒葺工法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　　） 事 6節 しっくい塗り

と *一般部の葺き方 銅板以外 瓦棒及び釘の留付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）  15.6.2 材　　料 *既調合しっくい 製造所及び種類 ・ 図示による ・ （　　　　　　　　） ・ 使用しない
溝板及びキャップの留付け方法 ※ 13.3.5（ｃ）(1)(ⅲ)による ・ （　　　　　　　）  15.6.3 下　　地 *下地 ・ 木ずり ・ 小舞土壁塗り ・ せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ ・ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

い 銅板 瓦棒、吊子及び釘の留付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）
*各部工法 棟覆い 銅板以外 棟板の材質及び留付け釘の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）  15.6.4 調合及び塗厚 *調合及び各層の塗厚 ※ 表15.6.1及び表15.6.2による（木ずり下地） ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

工 銅板 通し付け子 留付け釘の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
軒先 唐草の留め付け間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

事 *特殊工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
 13.3.6 心木なし瓦棒葺工法 *建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法 （　　　　　　　）

*一般部の葺き方 釘打ちの間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
*各部工法 棟覆い 取付け釘の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

軒先 唐草の留め付け釘の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
屋根の流れ方向に平行な壁との取合い部 ・雨押えを付ける ・雨押えを付けない ※ 図示による

留め付け釘または吊子の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
No.5a No.5b
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章 章

7節 小舞壁塗り  16.7.2 材　　料 * 含水率 ・ A種 ※ B種 ・ C種 ［表16.7.1］
 15.7.2 材　　料 *のり 土壁用 ・ふのり ※ つのまた ・ぎんなんそう ・（　　　　　　　　） * フラッシュ戸の表面材の合板の種類及び品質等 ※ 16.7.2(b)(1)(ⅰ)～(ⅲ) ・ （　　　　　　　）

砂壁用 ・つのまた ※ ふのり ・こんにゃくのり ・にかわ ・合成樹脂系混和剤 ・（　　　　　　　　） * かまち戸の樹種 かまち（　　　　　　　　　） 鏡板の樹種 （　　　　　　　　　）
15 *色土 土物仕上げ用 種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） *ふすまの上張りの種類 （　　　　　　　　　）

大津仕上げ用 種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
*色砂 種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）  16.7.3 形状及び仕上げ * フラッシュ戸 表面板の厚さ ※ 表16.7.6による ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による

 15.7.4 塗　　厚 *塗厚 ※ 表15.7.8による ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） * かまち戸の見込み寸法 ※ 36㎜ ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による
章  15.7.5 工　　程 *小舞壁の工程種別 ※ A種 ・ B種 [表15.7.9] * ふすまの見込み寸法 ※ 19.5㎜ ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による
 15.7.7 土物仕上げ *工法の種類 ・ 土物仕上げ工法（ ・水ごね土物１工法 ・水ごね土物２工法 ・のりさし土物工法 ・のりごね土物工法） * 戸ぶすまの見込み寸法 ※ 30㎜ ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による

・ 砂壁仕上げ工法 ・ 切返し仕上げ工法 * 紙張り障子の見込み寸法 ※ 30㎜ ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による
 15.7.8 大津仕上げ *工法の種類 ・ 普通大津仕上げ工法 ・ 大津みがき仕上げ工法  16.7.4 工　　法 *フラッシュ戸の定規縁（引戸）の召合わせ框の形状 ・ 図示による ・ いんろう付き ・ （　　　　　　　） [表16.7.7]

左 *ふすま 縁の仕上げ （　　　　　　　　　）
8節 仕上塗材仕上げ
 15.8.2 材　　料 *仕上塗材の種類、仕上げの形状、工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） [表15.8.1] 8節 建具用金物

内装薄塗材及び内装厚塗材で吸放湿性を有する塗材 ・ 使用する ・ 使用しない ・ 図示による 16.8.2 材質、形状及び寸法 * 金物の種類及び見え掛り部の材質 ※ 表16.8.1による ・ （　　　　　　　）
官 複層仕上塗材の耐候性 ※ 耐候形３種 ・ （　　　　　　　　） ・ 図示による 表16.8.1中の＊印の適用並びに備考中の特記について ・ 図示による ・ （　　　　　　　）

複層仕上塗材の上塗材 種類 ※ 水系アクリルのつやあり ・ （　　　　　　　　） ・ 図示による [表15.8.2] * 樹脂製建具用丁番 ※ 表16.8.3による ・ （　　　　　　　）
防火材料の指定 ・ 有（　　　　　　　　　） ・ 無し ・ 図示による 16.8.3 取付け施工 * 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置 ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
*外装厚塗材Si、外装厚塗材Eの上塗材 ・ 適用する ・ 適用しない 16.8.4 鍵 * マスターキー ・ 製作する（　　　　　　） ・ 製作しない

工 *外装厚塗材Cの上塗材（ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の場合） （　　　　　　　） * 鍵 ※ 3本1組とし、室名札を付ける ・ （　　　　　　　） 鍵箱 ・ 要 ・ 不要
9節 自動ドア開閉装置

 15.8.4 下地処理 *その他の下地の場合 ・ （　　　　　　　　） ・ 図示による 16.9.2 性　　能 * スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値 ※ 表16.9.1による ・ （　　　　　　　）
 15.8.7 所要量等の確認 *所要量等の確認 ※ 表15.8.4による ・ （　　　　　　　　） ・ 図示による * スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値 ※ 表16.9.2による ・ （　　　　　　　）

事 16.9.3 機　　構 * 戸の開閉方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
9節 床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ * センサーの種類 ・ （　　　　　　　） ・ 図示による ［表16.9.3］
 15.9.1 適用範囲 *適用箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 16 凍結防止措置 ・ 要 ※ 不要
10節 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り 10節 自動式上吊り引戸装置
 15.10.1 適用範囲 *種類及び品質 ・せっこう系 ・セメント系 【建築工事標準仕様書 表15.4.1】 16.10.3 性能等 * 自動式上吊り引戸装置の性能 ※ 表16.10.1による ・ （　　　　　　　）

1節 一般事項 11節 重量シャッター
 16.1.3 防火戸 *防火戸の指定　　　※ 図示による 章 16.11.2 形式及び機構 * ｼｬｯﾀｰ種類 ・管理用ｼｬｯﾀｰ ・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ ・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ ・防煙ｼｬｯﾀｰ ・図示による

*自動閉鎖機構及び防火戸と連動させるもの ・ ヒューズ装置 ・ 熱感知器 ・ 煙感知器 * 耐風圧強度（管理用ｼｬｯﾀｰ、外壁用防火ｼｬｯﾀｰ） （　　　　　　　　　）
 16.1.4 建具見本の製作 *建具見本の作成 ・ 有 ※ 無 特殊な建具の仮組 ・ 実施する ・ 実施しない * 開閉機能による種類 ※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式
 16.1.6 その他 *防犯建物部品 ・適用する ・適用しない * シャッターケース（外壁用防火シャッター、屋内用防火シャッター及び防煙シャッター以外の場合） ・ 設置する ・ 設置しない
2節 アルミニウム製建具 16.11.3 材　　料 *ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板 種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 
 16.2.2 性能及び構造 *外部に面するアルミニウム製建具の種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・ （　　　　　　　） 枠見込み寸法 （　　70　　　　） ［表16.2.1］ めっき付着量　 ※Z12またはF12を満たす　 ・ （　　　　　　　） 

外部に面さない建具 ・ （耐風圧性：　　　　気密性：　　　　　水密性：　　　　　） ・ 図示による
*防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する（遮音性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による 12節 軽量シャッター
*断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する（断熱性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による 16.12.2 形式及び機構 * 開閉形式 ※ 手動式 ・ 上部電動式 （手動併用） ［表16.12.1］ 耐風圧強度 ・ （　　　　　　　） 

 16.2.3 材　　料 *網戸 ・設置する ※ 設置しない ・ 図示による 16.12.3 材　　料 * ｽﾗｯﾄの材質及びめっき付着量 ・JIS G 3312 （付着量　※Z06又はF06　 ・ （　　　　))
防虫網　　 ※ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・JIS G 3322 （付着量　※AZ90　 ・ (　　　　))

16 *シャッター ・ 建具一体型 ・ 後付け ・ 図示による ・ （　　　　　　　　） 16.12.4 形状及び仕上げ * ｽﾗｯﾄの形状 ・ インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形
スラット ・ アルミ製 ・ 塗装鋼板 ・ 図示による

*雨戸 鏡板等 ・ アルミ製 ・ 塗装鋼板 ・ 図示による 13節 オーバーヘッドドア
断熱性能 ・ 有 （　　　　　　　　） ・ 無 建 16.13.2 形式及び機構 * セクション材料による区分 ※ スチールタイプ ・ アルミニウムタイプ ・ ファイバーグラスタイプ

*雨掛り部分の建具枠回りのシーリング材 目地の寸法 ※ 幅10㎜、深さ10㎜以上 ・ 図示による ・ （　　　　　　　　） * 耐風圧性能（JIS A 4715) （　　　　　　　　　） 開閉方式 ※ バランス式 ・ チェーン式 ・ 電動式
章  16.2.4 形状及び仕上げ *建具の枠の形状 ・ 図示による ・ （　　　　　　　　） * 収納形式 ・ スタンダード形 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形 ・ バーチカル形

*構造 外部に面するアルミ製建具に取付けるもの ・ シャッター ・ 網戸 ・ 図示による 16.13.3 材　　料 * ガイドレールの材料 ※ 溶融亜鉛めっき鋼板 ・ ステンレス鋼板
*アルミニウムの表面処理 塗膜の種類（　　　　　　　） 色 ・標準色 ・ 特注色
*結露水の処理方法 （　下枠排水　　　　　　　　） 具 14節 ガラス

 16.2.5 工　　法 *水切り板 （　　　　　　　　　） ぜん板 （　　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　　） 16.14.2 材　　料 *板ｶﾞﾗｽ フロート板ガラス 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 
*内付け建具の止水 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 型板ガラス 品種 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 

3節 樹脂製サッシ 網入板ガラス 品種 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 
 16.3.2 性能及び構造 * 外部に面する建具 ・A種 ・ B種 ・ （   　　　　　） ・ 図示による ［表16.3.1］ 線入板ガラス 品種 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 

外部に面さない建具 ・ （耐風圧性：　　　　気密性：　　　　　水密性：　　　　　） ・ 図示による 工 合わせガラス 材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに合計厚さ （　　　　　　　　　） 
建 枠の見込み寸法 ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による 特性による種類 ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ-1類 ・ Ⅱ-2類 ・ Ⅲ類

* 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する（ ・T-A　　・T-B ） ・ 適用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　） ［表16.3.2］ 強化ガラス 材料板ガラスの種類による名称 （　　　　　　　　　） 
* 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する（ ・H-A　　・H-B　　・H-C ） ・ 適用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　） 特性による種類 ・ Ⅰ類 ・ Ⅲ類

［表16.3.3］ 熱線吸収板ガラス 材料板ガラスの種類 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 
 16.3.3 材　　料 *シャッター ・ 設置する ・ 設置しない ※ 図示による 事 性能による種類 ・ １種 ・ ２種

具 スラット ・ アルミ製 ・ 塗装鋼板 ・ 図示による 複層ガラス 材料板ガラスの種類 （　Low-E　　　　　　　　） 
* ガラス ・ 複層ガラス ・ 単層ガラス ・ 三重ガラス ・ （　　　　　　　） ※ 図示による 厚さの組み合わせ並びに複層ガラス厚さ （　18　21.8　　　　　　　） 
*雨掛り部分の建具枠回りのシーリング材 目地の寸法 ※ 幅10㎜、深さ10㎜以上 ・ 図示による ・ （　　　　　　　　） 断熱性、日射遮蔽性区分 ・ 1種（U1) ・ 2種（U2） ・ 3種(U3-1)

 16.3.4 形状及び仕上げ * 建具の枠の見込み寸法 ・ （　　　　　）㎜ ・ 図示による 表面色 ・ 標準色 ・ 特注色 ・ 3種(U3-2) ・ 4種（E4) ・ 5種（E5)
熱線反射ガラス 材料板ガラスの種類 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 

工  16.3.5 工　　法 *水切り板 （　　　　　　　　　） ぜん板 （　　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　　） 日射遮蔽性区分 ・ １種 ・ ２種 ・ ３種
耐久性区分 ・ Ａ類 ・ Ｂ類

4節 鋼製建具 倍強度ガラス 材料板ガラスの種類 （　　　　　　　　　） 厚さによる種類 （　　　　　　　　　） 
 16.4.2 性能及び構造 * 簡易気密型ドアセットの性能等級 ※ 表16.4.1による ・ （　　　　　　　） ・ 図示による * ガラス留め材 ・シーリング材 ・ガスケット （ ・グレイジングチャンネル形 ・グレイジングビード形　）

外部に面する建具の耐風圧性 ・ S-2 ・ S-3 ・ （　　　　　　　） ・ 図示による  16.14.3 ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等 *溝の大きさ ※　表16.14.1による（ｱﾙﾐﾆｳﾑ・鋼・ｽﾃﾝﾚｽ製建具） ・ （　　　　　　　） ・ 図示による
事 *防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する（遮音性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による  16.14.5 ガラスブロック積み *材料 ガラスブロック 表面形状　（　　　　　　　） 呼び寸法 （　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　）

*断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する（断熱性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による 壁用金属枠 （　　　　　　　） 補強材 （　　　　　　　）
力骨 材質 ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 (SUS304) ・（　　　　　　　） 寸法 ※ 径5.5㎜ ・（　　　　）

 16.4.3 材　　料 * 鋼板の適用 ・ JIS G 3302による（めっき付着量　※Z12またはF12　 ・ （　　　　　　　） ） 形状 ※ はしご形複筋及び単筋 ・（　　　　　　　）
・ JIS G 3317による（めっき付着量　※Y08　 ・ （　　　　　　　） ） 化粧目地モルタルの色 （　　　　　　　） シーリング材の種類 （　　　　　　　） 

 16.4.4 形状及び仕上げ * 鋼板類の厚さ ※ 表16.4.2による ・ （区分・使用箇所・厚さ：　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 図示による 金属製化粧カバー 材質 （　　　　　　　） 寸法 （　　　　　　　） 形状 （　　　　　　　） 
5節 鋼製軽量建具 * 工法 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 （　　　　　　　） 
 16.5.2 性能及び構造 * 簡易気密型ドアセット（気密性：A-2) ・ 適用する ・ 適用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　） 目地幅 平積み （　　　　）㎜ 曲面積み （　　　　）㎜

*防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する（遮音性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による 伸縮調整目地 幅 ： （　　　　）㎜ 位置 ： ＠（　　　）m以下ごと 壁用金属枠 間隔 ：（　　　　　）㎜
*断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する（断熱性等級：　　　　　　　） ・ 適用しない ・ 図示による 目地部の力骨の補強方法 　　※ ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による ・ 図示による ・ （　　　　　　　） 

 16.5.3 材　　料 * ビニル被覆鋼板 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
* カラー鋼板 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 図示による ・ （　　　　　　　）
* 召合せ、縦小口包み板等 ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ アルミニウム合金

 16.5.4 形状及び仕上げ * 鋼板類の厚さ ※ 表16.5.1による ・ （区分・使用箇所・厚さ：　　　　　　　　　　　　　　　　　）・ 図示による
6節 ステンレス製建具
 16.6.3 材　　料 * ステンレス鋼板 ※ SUS304 ※ SUS430J1L ※ SUS443J1 ※ SUS430 ・ （　　　　　　　）
 16.6.4 形状及び仕上げ * 表面仕上げ ※ HL ・ （　　　　　　　）
 16.6.5 工　　法 * 曲げ加工 ※ 普通曲げ ・ 角出し曲げ
7節 木製建具
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章 章

17章　塗装工事 *特殊加工化粧合板 化粧加工の方法 ・ ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ ﾌﾟﾘﾝﾄ ・ 塗装 ・ （　　　　　　）
【建築工事標準仕様書　18章による】 表面性能 （　　　　　　　　） 接着の程度 （　　　　　　　　） 
1節 一般事項 防虫処理 ・行う（　　　　　　） ・行わない
 18.1.3 材　　料 * 防火材料の指定 ・ 有（　　　　　　　　　　　　） ・ 無 *遮音シール材（軽鉄下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁） ・アクリル系 ・ウレタン系 ・ジョイントコンパウンド（JIS A 6914）
2節 素地ごしらえ 18  19.7.3 工　　法 *下地 ・軽量鉄骨下地 ・木造下地 ・ （　　　　　　）
 18.2.2 木部 *種別 ※ Ａ種（不透明塗料塗り） ※ Ｂ種（透明塗料塗り） ・ （　　　　　　　　　） *合板類の張付け種別 ・Ａ種 ※ Ｂ種 [表19.7.3]
 18.2.3 鉄鋼面 *種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 *せっこうボードの目地工法の種類 ・継目処理工法 ・突付け工法 ・目透し工法 [表19.7.5]
 18.2.4 亜鉛めっき鋼面 *種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 章

17  18.2.5 ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面 *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 8節 壁紙張り
 18.2.6 ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALC面等*種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種（下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ、ALCﾊﾟﾈﾙ面）　（ただし耐候性塗料塗りの場合は表18.2.6による）  19.8.2 材　　料 *種類 （　ビニル　　　　　） 防火性能 （　準不燃　　　） 

*種別 ・ Ａ種 ・ B 種 （下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ、押出成型ｾﾒﾝﾄ板面）  19.8.3 施　　工 *素地ごしらえ モルタル及びプラスター面 ・Ａ種 ※ Ｂ種 コンクリート面 ・Ａ種 ※ Ｂ種
章  18.2.7 せっこうボ－ド面等 *種別 ※ Ａ種（継目処理工法の場合） ※ Ｂ種（その他） ・ （　　　　　　　　　） 内 せっこうボード面 ・Ａ種 ※ Ｂ種

9節 断熱・防露
3節 錆止め塗料塗り  19.9.2 断熱材打込み工法 *材料（JIS A 9521　建築用断熱材）
 18.3.2 塗料種別 *亜鉛めっき鋼面錆止め塗料 ※ Ａ種 ・ B種 ※ Ｃ種（つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの場合） [表18.3.2] 装 ・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 種類（　　　　　） 厚さ（　　　　　　）
 18.3.3 錆止め塗料塗り *鉄鋼面錆止め塗料塗り 見え掛り部 ※ Ａ種 ・ B種 見え隠れ部 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.3.3] ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材（ｽｷﾝ層なし） 種類（　　　　　） 厚さ（　　　　　　）

*亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り 鋼製建具 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 その他 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.3.4] ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材 種類（　　　　　） 厚さ（　　　　　　）
塗 4節 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り 工 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 種類（　　　　　） 厚さ（　　　　　　）

 18.4.2 塗料の種類 *塗料の種類 ※ １種 ・ ２種 （JIS A 9511　発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材）
 18.4.3 木部 *種別 屋外 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 屋内 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.4.1] ・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 厚さ（　　　　　　） （ ・特号 ・１号 ・２号 ・３号 ・４号 ）

装  18.4.4 鉄鋼面 *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.4.2] 事 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材（ｽｷﾝなし） 厚さ（　　　　　　） （ ・１種 ・２種 ・３種 ）   （・ ａ ・ ｂ ）
5節 クリヤラッカー塗り(CL) *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.5.1] ・Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材 厚さ（　　　　　　） （ ・１種 ・２種 ）   （・１号 ・２号 ・３号 ・４号 ）
6節 NAD塗り *アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り　種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.6.1] ・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材 厚さ（　　　　　　） （ ・１種 ・２種 ）   （・１号 ・２号 ）

工 7節 耐候性塗料塗り(DP)  19.9.3 断熱材現場発泡工法*種類（建築物断熱用吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ（難燃性）） ※A種１ ・A種2 ・A種3 ・B種
 18.7.2 鉄鋼面DP塗り *鉄鋼面耐候性塗料塗り 上塗り塗料の等級 ・ １級 ・ ２級 ・ ３級 [表18.7.1] *吹付け厚さ （　　　　　　　　） ㎜
 18.7.3 亜鉛めっき鋼面DP *亜鉛めっき鋼面耐候性塗料塗り 上塗り塗料の等級 ・ １級 ・ ２級 ・ ３級 [表18.7.2]

事  18.7.4 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等DP塗り *ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗り　 種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 [表18.7.3]
1節 断熱・防露

8節 EP-G塗り  19.1.2 材　　料 *断熱材の種類、厚さ、使用量 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） [表19.1.1]
 18.8.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等EP-G塗 *ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り *防湿材 種類 厚さ ・JIS A6930によるもの ・JIS Z 1702によるもの（0.05㎜厚以上）

種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.8.1] ・ JIS K 6781によるもの（0.05㎜厚以上） ・ （　　　　　　　）
 18.8.4 鉄鋼面EP-G塗 *鉄鋼面つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.8.3] 19 *気密材 種類 厚さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
9節 ＥＰ塗り *合成樹脂エマルションペイント塗り 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.9.1] *防風材 材料 ※ JIS A 6111による透湿防水ｼｰﾄB ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
10節 ＥＰ－Ｔ塗り *ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.10.1] 章
11節 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC) *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.11.1]  19.1.3 施工部位 *断熱工事の施工部位及び外気等に接する開口部を断熱構造とする部位 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
12節 ﾗｯｶｰｴﾅﾒﾙ塗り(LE) *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.12.1]  19.1.4 断熱材、防湿層の施工 *断熱材の取付け 充填断熱工法 19.1.4(c)(1)(ⅰ)～(ⅲ)以外の取付けを行う場合 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
14節 木材保護塗料塗り(WP) *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表18.14.1] 外張断熱工法 19.1.4(c)(2)(ⅰ)～(ⅲ)以外の取付けを行う場合 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

〃 外張断熱材に防蟻処理を施す場合の処理の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
18章　内装工事 *防湿層の施工 防湿層の省略 ・ 有 ※ 無
【建築工事標準仕様書　19章による】 断 開口部等まわりの施工 断熱構造部分の床下及び小屋裏点検口 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
2節　ビニル床シート等張り （ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り） 設備配管まわりの施工 ・ 19.1.4(d)(10)(ⅱ)①による ・ 19.1.4(d)(10)(ⅱ)②による
 19.2.2 材　　料 * ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 種類 ※ ＦＳ ・ （　　　　　　　） 色柄 （　　　　　　　） 厚さ ※ 2.0㎜ （　　　　　　　　） 熱  19.1.5 各部位の工法 *床の施工 ※ 19.1.5(1)による（床に防湿ﾌｨﾙﾑ　・張る ・張らない　） ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

* ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 種類 （　木目調　　　） 厚さ ※ 2.0㎜ ・ （　3.0　　　　　）
* 特殊機能床材 帯電防止床シート 種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） ・ *天井の施工 ※ 19.1.5(3)による （ 天井断熱で天井点検口を設ける場合 ※ 図示による ・ （　　　　　　　））

帯電防止床タイル 種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
視覚障害者用床タイル 種類 （　　　　　　　　） 形状 （　　　　　　　　） （　　　　　　　　） 防 *屋根の施工 ※ 19.1.5(4)による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
耐動荷重性床シート 種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） （　　　　　　　　） *気流止めの施工 ※ 19.1.5(5)による （ 気密材の材料及び工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　）） ※ 図示による

18 防滑性床ｼｰﾄ、床ﾀｲﾙ 種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） 露 *気密措置 ※ 19.1.5(6)による （ 工法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）） ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
*ビニル幅木 厚さ ※ 1.5㎜ ・ （　　　　　　　） 高さ ※ 60㎜ ・ （　　　　　　　） *床下防湿 ※ 19.1.5(7)による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
*ゴム床タイル 種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） 、 *床下換気 ※ 19.1.5(8)による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
*接着剤（施工箇所の下地がセメント系及び木質系以外の場合） ・（　　　　　　　　） *小屋裏換気 ※ 19.1.5(9)による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

19.2.3 施　　工 * 19.2.3(a)(1)～(3)以外の下地の工法 （　　　　　　　） ユ *養生 ※ 19.1.5(10)による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
章 * 熱溶接工法 ・適用する ・ 適用しない

ニ
3節 カーペット敷き 2節 ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事
 19.3.3 材　　料 *織じゅうたん 種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 織り方 （　　　　　　　　） [表19.3.1] ッ【建築工事標準仕様書　20章による】

パイルの形状 （　　　　　　　　） 帯電性 ※ 人体帯電圧3ｋV以下 ・ （　　　　　　　） 2節 ﾕﾆｯﾄ工事等
*ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ ﾊﾟｲﾙの形状 （　　　　　　　　） ﾊﾟｲﾙ長 （　　　　　　　　） ト  20.2.2 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ *材料等 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ及び表面仕上げ材 寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ高さ （　　　　　　　　） 
*ニードルパンチカーペット 厚さ （　　　　　　　　） 耐震性能 （　　　　　　　　） 所定荷重 （　　　　　　　　） 帯電防止性能 （　　　　　　　　） 漏えい抵抗 （　　　　　　　　） 

内 *タイルカーペット 種類 ※ 第一種 ・ 第二種 パイルの形状※ ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・ （　　　　　　　） 及 試験方法 耐荷重性能 ※20.2.2(b)(2)(ⅰ) ・（　　　　　　　） 耐衝撃性能 ※20.2.2(b)(2)(ⅱ) ・ （　　　　　　　）
寸法 ※ 500㎜角 ・ （　　　　　　　） 総厚さ ※ 6.5㎜ ・ （　　　　　　　） ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能 ※20.2.2(b)(2)(ⅲ) ・（　　　　　　　） 耐燃焼性能 ※20.2.2(b)(2)(ⅳ) ・ （　　　　　　　）

*下敷き材 ※ JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種2号、呼び厚さ8㎜ ・ （　　　　　　　　　　） び 寸法精度 ※ 20.2.2(b)(5)による ・（　　　　　　　）
* 取付け用付属品 見切り材 材質 （　　　　　　　） 種類 （　　　　　　　） 形状 （　　　　　　　）  20.2.3 可動間仕切 *材料等 構造形式による種類 （　　　　　　　　） 構成基材の種類 （　　　　　　　　） 遮音性 （　　　　　　　　） 

押え金物 材質 （　　　　　　　） 種類 （　　　　　　　） 形状 （　　　　　　　） そ パネル表面仕上げ （　　　　　　　　） 
装  19.3.4 工　　法 * ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄの工法 ・ グリッパー工法 ・ 全面接着工法 パネル内に取り付ける建具 ・寸法（　　　　　　　　）形状（　　　　　　　　　） ・ 図示による

* タイルカーペットの敷き方 平場 ※ 市松敷き ・ （　　　　　　　） 階段 ※ 模様流し ・ （　　　　　　　） の  20.2.4 移動間仕切 *材料等 パネルの操作方法による種類 （平行方向移動式） パネル表面材 ・ （材質　MDF　　　　仕上げ　　クロス貼り　　　）
4節 合成樹脂塗床 *性能等 パネル圧接装置の操作方法 （メーカー仕様） 遮音性 （一般タイプ　） 
 19.4.3 工　　法 *仕上げの種類（弾性ウレタン樹脂系） ※ 平滑 ・ 防滑 ・ つや消し [表19.4.4] 他 ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ取付け下地の補強 ※ 20.2.4（c）(3)による ・ （　図示による　　）

*仕上げの種類（エポキシ樹脂系） （ ・ 平滑　・ 防滑 ） ・ 薄膜流し展べ ・ 厚膜流し展べ ・ 樹脂ﾓﾙﾀﾙ *工法 あと施工アンカー 材質 （　　　　　　　　） 寸法 （　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　　）
工 5節 フローリング張り の  20.2.5 トイレブース *材料 パネル表面材 ・メラミン樹脂系化粧板 ・ポリエステル樹脂系化粧板

 19.5.2 材　　料 *単層フローリング ・フローリングボード１等 ・フローリングブロック１等 ・モザイクパーケット１等 ・複合フローリング 脚部 ※ 幅木タイプ ・ （　　　　　　　）
工  20.2.6 階段滑り止め *材種 （　　　　　　　　） 形状 （　　　　　　　　） 寸法 （　　　　　　　　） 

 19.5.3 工法一般 *工法 ・釘留め（根太張り）工法 ・釘留め（直張り）工法 ・接着工法 *取付け工法 ※ 接着工法 ・埋込み工法
 19.5.4 釘留め工法 *樹種 ※ なら　 ・ （　　　　　　） 複合フローリングの種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種（根太張り工法の防湿処理　・　有　・　無） 事  20.2.8 黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ *黒板 種類 ※ 焼付け ・ （　　　　　　　） 色 ※ 緑 ・ （　　　　　　　）

事  19.5.5 接着工法 *樹種 ※ なら　 ・ （　　　　　　）  20.2.9 鏡 *厚さ ※ 5㎜ ・ （　　　　　　　）
*モザイクパーケット 樹種 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） 大きさ （　　　　　　　　）  20.2.10 表示 *衝突防止表示 対人衝突防止表示（ｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ） 形状 （　　　　　　　　） 寸法 （　　　　　　　　） 材質 （　　　　　　　　） 
*裏面の緩衝材 ※ 合成樹脂発泡ｼｰﾄ ・ （　　　　　　） *非常用進入口等 ・表示する ・表示しない ・ 図示による

*室名札、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ、案内板等の形状、材質、寸法、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等 ※ 図示による
 19.5.6 現場塗装仕上げ * 塗装 ※ ウレタン樹脂ワニス塗り ・ｵｲﾙｽﾃﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ塗り ・生地のままﾜｯｸｽ塗り  20.2.11 煙突ライニング *材料 煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材 ・ｿﾞﾉﾄﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ材 ・心材付き繊維積層ﾗｲﾆﾝｸﾞ材
6節 畳敷き 適用安全使用温度 （　　　　）℃
 19.6.2 材　　料 *種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種（畳床の記号：　　　　　　　　） [表19.6.1]
7節 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等張り
 19.7.2 材　　料 *種類 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　　　　）

*普通合板 表面の樹種 生地のまままたは透明塗料塗りの場合 ※ ﾗﾜﾝ程度 ・ （　　　　　　　）
不透明塗料塗りの場合 ※ しな程度 ・ （　　　　　　　）

板面の品質 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） 接着の程度 （　　　　　　　　） 
防虫処理 ・行う（　　　　　　） ・行わない

*天然木化粧合板 化粧板の樹種名 （　　　　　　　　） 接着の程度 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　　　　） 
防虫処理 ・行う（　　　　　　） ・行わない
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章 章

 20.2.12 ブラインド *材料 形式 ・横型 ・縦型
横型ブラインド 種類 ※ ギヤ式 ・ （　　　　　　　） 幅 （　　　　　　　　） 高さ （　　　　　　　　） 3節 路　　盤

スラット幅 ※25㎜ ・ （　　　　　　　） ｽﾗｯﾄの材質 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ （　　　　　　　）  22.3.2 路盤の構成及び仕上り *路盤厚さ （　100～200　　）　
19 ﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及びﾎﾞﾄﾑﾚｰﾙの材種 ※ 鋼製 ・ （　　　　　　　）  22.3.3 材　　料 *路盤材料 ※ RC-40（透水性舗装除く） ・ C-40 ・ CS-40 ・ （　　　　　　　） [表22.3.2]

縦型ブラインド 幅 （　　　　　　　　） 高さ （　　　　　　　　） 開閉方式 （　　　　　　　　） 
章 スラット幅 （　　　　　）㎜ 操作方法 ※ 2本操作コード方式 ・ （　　　　　　　） 4節 アスファルト舗装

スラット ・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ（焼付け塗装仕上げ） ・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ（防炎性能の特殊樹脂加工）  22.4.2 舗装の構成及び仕上り *構成及び厚さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）　
 20.2.13 ロールスクリーン *操作方式 （　　　　　　　　） 幅 （　　　　　）㎜ 高さ （　　　　　）㎜ *平坦性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度 ・ （　　　　　　　　　）　

*材種 （　　　　　　　　） 品質 （　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　）  22.4.4 配合その他 *加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の種類（表層） ・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) ・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) [表22.4.4]
断 *巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｴｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ、又は操作ﾁｪｰﾝその他材料 ※ 製造所の仕様による ・ （　　　　　　　）  22.4.5 施　　工 * シールコートの施工 ・ 行う ・ 行わない

 20.2.14 カーテン及び *形式、付属金物等 種類 ・シングル ・ダブル 形式 ・片引き ・両引き ・ （　　　　　　　）  22.4.6 試　　験 * アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
熱 　カーテンレール 開閉操作方法 （　手動　　　） 21

*きれ地 種別 （シャーカーテン　） 品質 （　プリント　） 特殊加工 （　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　） 5節 コンクリート舗装
・ レール、ブラケット 強さによる区分 ※ 10-90 ・ （　　　　　　　）  22.5.2 舗装の構成及び *構成及び厚さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）　

カーテンレール 材料による区分 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材 仕上り
防 仕上げ ※ アルマイト ・ （　　　　　　　） 形状 ※ 角形 ・ （　　　　　　　） 章  22.5.3 材　　料 *設計基準強度、スランプ及び粗骨材の最大寸法 ※ 表22.5.1による ・ （　　　　　　　）

*工法 ひだの種類 ・フランスひだ ・箱ひだ ・つまひだ ・プレーンひだ ・片ひだ *寒冷期の早強ｾﾒﾝﾄの使用 ・する ・しない 注入目地材 ※ 低弾性ﾀｲﾌﾟ ・高弾性ﾀｲﾌﾟ [表22.5.2]
露 暗幕用カーテンの重なり 両端 ※ 300㎜以上 ・ （　　　　　　　） 上部 ※ 300㎜以上 ・ （　　　　　　　）

召合せ ※ 300㎜以上 ・ （　　　　　　　）  22.5.4 施　　工 * ｺﾝｸﾘｰﾄ版の目地の種類及び間隔 ※ 表22.5.3による ・ （　　　　　　　　　）　

、3節 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工事 目地の構造 ※ 図22.5.1による ・ （　　　　　　　　　）　
 20.3.2 材　　料 *補強鉄線の径 ※ 3.2㎜以上 ・ （　　　　　）㎜

ユ  20.3.3 製　　作 *調合 コンクリートの設計基準強度 ※水ｾﾒﾝﾄ比55％以下、単位ｾﾒﾝﾄ量の最小値300kg/ を満たす調合強度 6節 カラー舗装
・ （　　　　　　　） 舗  22.6.2 舗装の構成及び仕上り *種類 ・ 加熱系 ・ 常温系

ニ *鉄筋の組立 配筋 ※ 配筋を定めた計算書による（監督職員へ提出する） ・ （　　　　　　　） *加熱系カラー舗装　 構成（　　　　　　　） 厚さ（　　　　　　　） 結合材の種類 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 ・石油樹脂系混合物
 20.3.4 養生その他 *取付け方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） *常温系カラー舗装 着色部の下部 ・アスファルト舗装 ・コンクリート舗装

ッ4節 間知石、ｺﾝｸﾘｰﾄ間知B積  22.6.3 材　　料 *加熱系混合物に添加する材料 ・着色骨材（　　　　　　　） ・自然石（　　　　　　　　）
 20.4.2 材　　料 *間知石 材種 （　　　　　　　　） 装  22.6.4 配合その他 *加熱系結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量 （　　　　　　　　） 

ト *コンクリート間知ブロック 種類 （　　　　　　　　） 質量区分 （　　　　　　　　） *ニート工法及び塗布工法の配合 （　　　　　　　　） その他 （　　　　　　　　） 
 20.4.3 工　　法 *間知石積み 積み方 ※ 谷積み ・布積み 目塗り （　　　　　　　　）  22.6.5 施　　工 *シールコートの施工 ・ 行う ・ 行わない

及 伸縮調整目地 材種 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　）㎜  22.6.6 試　　験 * アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
*ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ積み 積み方 ※ 谷積み ・布積み 目塗り （　　　　　　　　） 工

び 伸縮調整目地 材種 （　　　　　　　　） 厚さ （　　　　　）㎜ 7節 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
 22.7.2 舗装の構成及び仕上り *舗装構成 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 平坦性 ※ 著しい不陸がないこと ・ （　　　　　　　　　）

そ 3節 サイディング工事  22.7.5 施　　工 *シールコートの施工 ・ 行う ・ 行わない
 19.3.2 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事 *材料 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材 種類、形状、働き長さ・働き幅、厚さ、表面仕上げ、耐凍害性能及び防火・耐火性能 事

の ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 8節 ブロック系舗装
通気胴縁 樹種 ※ 杉 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　）  22.8.2 舗装の構成及び仕上り *コンクリート平板舗装の目地材 ※ 砂 ・モルタル

他 防腐処理 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による *舖石舗装の基層 ・アスファルト混合物 厚さ ※ 50㎜ ・ （　　　　　　　　）
*窯業系サイディングの張り方 ・ 縦張り ・ 横張り ・ 図示による ・コンクリート版 厚さ ※ 70㎜ ・ （　　　　　　　　）

の サイディングの取付け 建具上部で雨水の排水路を設ける箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） *平坦性 ※ 平板等間の段差3㎜以内 ・ （　　　　　　　　　）
換気口部の防水処理 ※ 19.3.2(c)(ⅲ)①～④による ※ 図示による ・ （　　　　　　　）  22.8.3 材　　料 *コンクリート平板 種類 ※ N300 ・ （　　　　　　　　　） 寸法 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による

工 換気口、接続パイプ及びパイプ受け ※ 19.3.2(c)(ⅲ)④による ※ 図示による ・ （　　　　　　　） * ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの種類、形状、寸法、表面加工等
金具留め工法の場合でVｏが42m/sを超える地域での補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 車道部 ※ 曲げ強度5.0Ｎ/ の普通ﾌﾞﾛｯｸ、厚さ80㎜ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 図示による

事 現場塗装用ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞで現場塗装を行う場合の下地処理及び仕上げ ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 歩道部 ※ 曲げ強度3.0Ｎ/ の普通ﾌﾞﾛｯｸ、厚さ60㎜ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 図示による
ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 ※ 幅10㎜、深さ５㎜（60分準耐火の場合は10㎜以下） ※ 図示による ・ （　　　　　　　） *舗装に用いる石材の種類、形状、寸法 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 図示による

 19.3.3 複合金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事 *材料 サイディング 種類、形状、有効幅、長さ、厚さ、表面材・しん材の種別及び防火・耐火性能 *ジオテキスタイル ・適用する（品質　　　　　　　　　　）　 ・適用しない
※ 図示による ・ （　　　　　　　）

通気胴縁 樹種 ※ 杉 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　） 10節 砂利敷き
防腐処理 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による  22.9.2 材　　料 *種別 通路 ※ A種 ・Ｂ種 建物周囲その他 ・Ａ種 ※ Ｂ種 [表22.9.1]

*複合金属サイディングの張り方 ・ 縦張り ・ 横張り ・ 図示による
22章　植栽工事

20章　排水工事 【建築工事標準仕様書　23章による】
【建築工事標準仕様書　21章による】 1節 一般事項
2節 屋外雨水排水  23.1.3 植栽地の確認等 *土壌 水素イオン濃度試験 ・行う ・行わない 電気伝導度試験 ・行う ・行わない
  21.2.1 材料 *材種・種類 ・遠心力鉄筋コンクリート管 ・硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・VU　・RS-VU） ・ 硬質ポリ塩化ビニル管継手

*呼び径 （100～200　　　　　）mm 2節 植栽基盤
20 *側塊 形状 （　　U型　　　　） 寸法 （　180～300　　　）  23.2.2 植栽基盤一般 *植栽基盤整備工法（芝及び地被類の植栽以外） ・ 適用する ・ 適用しない

*排水桝 種類 （　コンクリート　　） その他 （　　　　　　　　） *有効土層 整備面積 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 厚さ ※ 表23.2.1による ・ （　　　　　　　　）
章 *排水桝ふた 種類 （　　　　　　　　） 22 *暗きょ、開きょ、排水層、縦穴排水等 ※ 設置しない ・ 設置する（図示による）

鋳鉄製ふた 名称 （　　　　　　　　） 種類 （　　　　　　　　） 適用荷重 （　　　　　　　　） *植栽基盤整備工法の種別 樹木 ※A種 ・B種 ・C種 ・D種 [表23.2.2]
*グレーチング 材質 （　ステンレス　　） 用途 （　　　　　　　　） 適用荷重 （　T=2　　　） メインバーピッチ （　　　　　　　） 章 芝、地被類 ・A種 ※B種 ・C種 ・D種
*地業材料 ※ 21.2.1(g)(1)、(2)による ・ （　　　　　　　） *土壌改良材の適用 ・ 有 （　　　　　　　） ・ 無
*コンクリート ※6章14節[無筋コンクリート] ・ （　　　　　　　） 設計基準強度 ※ 18N/ ・ （　　　　　　　）  23.2.3 材　　料 *植込み用土 ・客土 ※ 現場発生土の良質土
*凍上抑制層の材料 （　　　　　　　　） *客土の材料（１ 当たり） さば土 0.84 雑物を含まない山さば土の良品

排 *砂の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない 人工肥料 150㎏ 有機物（樹木の皮葉等）のものを換気発酵
*埋戻し材料種別 ・Ａ種 ※ Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 [表3.2.1] 固形肥料 1㎏ 窒素、りん酸、カリ肥料を ６ ： ４ ： ３ の割合としたもの

水 21.2.2 施　　工 *遠心力鉄筋コンクリート管 基床の厚さ、種類 （　　　　　　　　　　　　　　） 植
*硬質ポリ塩化ビニル管 基床の厚さ、種類 （　　　　　　　　　　　　　　） 継手 ※ 接着剤 ・ゴム輪 3節 植　　樹

工 栽  23.3.2 材　　料 *樹木の樹種、寸法、株立数、及び刈込みものの適用並びに数量 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
3節 街きょ、縁石及び側溝 *支柱材 ※ 丸太 ・ （　　　　　　　　） 丸太の防腐処理方法 ※ 加圧式防腐処理 ・ （　　　　　　　　）

事 21.3.1 材　　料 * コンクリート縁石 形状、寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）　 工 *幹巻き用材料 ※ 幹巻き用テープ ・ わら、こも
側溝 形状、寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）　  23.3.3 新植の工法 *支柱 ・添え柱形 ・鳥居形 ・八ツ掛け形 ・布掛け形 ・ワイヤ掛け形 ・地下埋設形
* 地業の材料 ※ 4.6.2（ａ）による ・ （　　　　　　　） 事  23.3.4 新植樹木の枯補償 *新植樹木の枯補償期間 ※ 引渡日から1年間 ・ （　　　　　　　　）

 23.3.6 移植樹木の枯損処置 *移植樹木の枯損処置期間 ※ 引渡日から1年間 ・ （　　　　　　　　）
21.3.2 施　　工 *砂利事業の厚さ ・ 100㎜ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 4節 芝張、吹付は種、地被類

 23.4.2 材　　料 *芝の種類 ※ コウライシバの類 ・ノシバの類
21章　舗装工事 *吹付けは種用種子 種類 ※ 洋芝類（23.4.2（c）（1）(ⅱ)による） ・ （　　　　　　　　） 量 ・ （　　　　　　　　）

21 【建築工事標準仕様書　22章による】 *地被類 樹種 ・ （　　　　　　） 芽立数 ・ （　　　　　　） コンテナ径・ （　　　　　　）コンテナ数・ （　　　　）/
2節 路　　床  23.4.3 芝張りの工法 *芝張り工法 平地 ※ 目地張り ・べた張り 法面 ・ 目地張り ※ べた張り

章  22.2.2 路床の構成及び *路床 凍上抑制層 ・有 （厚さ　　　　　　） ※ 無  23.4.7 芝張等の枯補償 *芝張り、吹付けは種及び地被類の枯補償期間 ※ 引渡日から1年間 ・ （　　　　　　　　）
仕上り 透水性舗装に用いるフィルター層 厚さ （　　50　　　　　）　

舗 路床安定処理 ・ 行う ・ 行わない 路床安定処理方法 （　　　　　　　　　）　
 22.2.3 材　　料 *盛土種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 [表3.2.1]

装 *砂の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない
*路床安定処理用材料 ・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・高炉ｾﾒﾝﾄB種 ・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

工 ・生石灰　特号 ・同１号 ・消石灰　特号 ・同１号
*ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ ・適用する（品質　　　　　） ・適用しない

事  22.2.5 試　　験 *路床土支持力比（ＣＢＲ）試験 ・する ・ しない *路床締固め度試験 ・する ・しない
*現場ＣＢＲ試験 ・する ・ しない
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平成30年4月1日改訂

章 章

工事で使用する資材・機材
　本工事に使用する資材・機材は、平成28年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の各標準仕様書、本特記仕様書、並びに
図面で指定された品質、性能を有するもののほか、以下のものとする。
1） (一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」により評価を受けた建築材料・設備機材等（以下「評価
名簿登載品」という）。ただし、評価書の「納入地区及びアフターサービス地区」に当該建築場所が含まれる場合に限る。

2） (一財)ベターリビングが認定した優良住宅部品（ＢＬ部品）。ただし、現場においてＢＬマーク表示が確認できるものに限る。
3） その他、各標準仕様書の仕様規定及び試験方法に適合することが証明書等で確認でき、監督職員の承諾を得られたもの。
（定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要になる機材については、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ）の体制についても監督職員に承諾が得られること。）

　なお「評価名簿登載品」は、(一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」の評価書の写しを提出する
ことにより、その評価を受けたこと及びメンテナンスの体制があることについて証明することができる。

東洋ゴム化工品㈱及び 　受注者は、東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製品等とする。）を用いる場合には、
ニッタ加工品㈱で製造され 同社が製造するゴム製品等に対して請負者が指定した第三者（東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で
た製品・材料を用いる場合 関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督員の確認を得るものとする。

　なお必要な品質証明書は、以下の試験及び検査において、製品に応じて必要な規格について取得するものとする。
試験名 計測項目
通常状態での試験（常態試験） 硬さ、比重、引張強度、伸び
熱老化試験 熱老化前後での変化率（硬さ、比重、

引張強度、伸び）
圧縮永久ひずみ試験 圧縮による残留歪み

そ 製品検査 外観、寸法、性能

　ただし、第三者による品質証明書類を提出し監督職員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明した場合に
受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

 建築札 *・設置する （材種 ※ 石類　　・（　　　　　）　　寸法　・ 標準300×450　　・（　　　　　）） ・設置しない
 視覚障害者誘導ブロック *屋内 ※ 塩化製ビニール製 ・磁器又はせっ器質タイル ・レジンコンクリート製　　 ・ （　　　　　　　　）

*屋外 ※ 磁器又はせっ器質タイル、レジンコンクリート製 ・ （　　　　　　　　）
*突起の形状・寸法及び配列はＪＩＳＴ９２５１による。

化学物質を発散する建築 本工事に使用する資材は、次の建築材料等の適正な選択による対策を講じること。
材料等の使用制限の原則 １）ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレン（以下「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等」という。）を発散する建築材料等の使用制限の原則

対策をとる建築材料等 使用制限の原則
① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材単板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ない
積層材、MDF、パーティクルボード、その他木質建材 JAS又はJISの規格品とする。

② 家具、書架、実験台、その他の什器等 ①⑤⑦に掲げる建築材料等を使用している場合には、ﾎﾙﾑ
ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

③ ユリア樹脂板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
④ 壁紙 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないJAS又は
⑤ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の JISの規格品とする。
施工時に使用する接着剤

⑥ 保温材、緩衝材、断熱材
⑦ 塗料
⑧ 仕上塗材

２）トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等」という。）を含有する塗料及び接着剤の使用制限の原則
の 対策をとる建築材料等 使用制限の原則

① 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の トルエン等の
施工時に使用する接着剤 含有量が少ないＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。

② 塗料
３）クロルピリホス、ダイアジノン及びフェノブカルブ（以下「ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等」という。）を含有する防腐・防蟻剤の使用制限

対策をとる建築材料等 使用制限
木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤 クロルピリホス等を含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻

処理等は工場で行い、十分乾燥した後に現場へ搬入する。
４）可塑剤を使用している建築材料等の使用制限の原則

対策をとる建築材料等 使用制限の原則
① 壁紙用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有

しない難揮発性の可塑剤を使用しているＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。
② 木工用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有

しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。

*特定建設資材の再資源化等

（注） 別表4については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお受注者の提示する施設と異なる場合においても 、設計変更の対象としない。
他

*別表１　建築物に係る解体工事 *別表２　建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）
　　　　　　工　　　　程   作業内容 　　　分別・解体等の方法 　　　　　工　　　程 作業内容 　　　　　分別・解体等の方法

 ・ 建築設備、内装材等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 造成等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

 ・ 屋根ふき材 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 基礎、基礎ぐい ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

 ・ 外装材、上部構造部材 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 上部構造部分、外装 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

 ・ 基礎、基礎ぐい ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 屋根 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

 ・ その他（　　　　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 建築設備、内装等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

 ・ その他（　外構　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

* 別表３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（外構・工作物等）
　　　　　　工　　　　程   作業内容 　　　分別・解体等の方法 * 別表４　再資源化等をする施設の名称及び所在地
 ・ 仮設 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 　　　廃棄物の種類 　　　施設の名称 　　所　     在　     地

 ・ 土工 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ サンケン起工株式会社 愛知郡東郷町大字春木字新地3922番地393

 ・ 基礎 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 鉄及びｺﾝｸﾘｰﾄから成る建設資材 サンケン起工株式会社 愛知郡東郷町大字春木字新地3922番地393

 ・ 本体工事 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ サンケン起工株式会社 愛知郡東郷町大字春木字新地3922番地393

 ・ 本体付属品 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用  ・ 木材 サンケン起工株式会社 愛知郡東郷町大字春木字新地3922番地393

 ・ その他（　　　　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

No.9a No.9b
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項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律{（平成12年法律第104号）以下「建設リサイクル法」という。｝に基づき、特定建設資材の分別解
体等及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。
　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、別表1又は2、及び3の積算条件を設定しているが、工事請負契約書
「7解体工事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別
表の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし、現場条件の変更等、受注者の責によるものではない事項については、この限
りでない。また、受注者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条第１項に基づく報告として、監督
職員に「再資源化等報告書」を提出すること。「再資源化等報告書」は、建設企画課のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikakuから入手
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章 章

６章 軸組構法（軸構造系）工事
2節 材　　料 *釘及び木ねじ
 6.2.2 木　　材 適用箇所 材　　質 寸　　法 形　　状

*集成材 * 構　造　材　の　種　類 適　　用　　箇　　所 6.2.4(b)(1)～(3)以外のコンクリート用釘
構造用集成材 6.2.4(b)(1)～(3)以外のその他の特殊な釘
化粧ばり構造用集成柱 6.2.4(b)(1)～(3)以外のその他の木ねじ

構　造　材　の　種　類 樹　　種 寸　　法 強度等級 材面品質 接着性能 化粧薄板厚さ *ﾎﾞﾙﾄ、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ及び座金 ※ 6.2.4(a)(ⅱ)又は(ⅲ)による ・ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
構造用集成材 ― ・6.2.4（ｃ）(ⅱ)による （ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄの材料 ※表6.2.2 ・ （　　　　　　　　　））
化粧ばり構造用集成柱 ― ― ― （座金の種別 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

* 6.2.4（a）（ⅱ）又は（ⅲ）以外のラグスクリュー
*構造用単板積層材 *単板積層材のJAS 第4条「構造用単板積層材の規格」による製材 形状 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による 寸法等 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による

使　　用　　箇　　所 等　級 接着性能 樹　種 寸　法 厚　さ 曲げﾔﾝｸﾞ係数 *ドリフトピン 形状 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による 寸法等 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による
*木栓及び木だぼ 樹種 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による 形状、長さ等 ・ （　　　　　　　　　） ・ 図示による
*接着剤 床鳴り防止用接着剤 ・ 適用する（種類：　　　　　　　　） ・ 適用しない

接着剤による接合及び接着剤を併用した接合 ・ 適用する（種類：　　　　　　　　） ・ 適用しない
*製　材 * 製　材　の　種　類 適　　用　　箇　　所

目視等級区分構造用製材 4節 木材の加工
機械等級区分構造用製材  6.4.2 現寸図 *床書き現寸図の作成 ・行う ※ 行わない ・ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
大臣指定の基準強度指定製材  6.4.5 孔あけ加工 *ボルト孔の径 ※ 表6.4.1による ・ （　　　　　　　　　）
広葉樹製材 ６ *ドリフトピンの孔径 ※ ピン径と同径 ・ （　　　　　　　）
無等級材  6.4.6 表面の仕上げ *集成材 見え掛り面の仕上げ程度 ・ A種 ※B種 [表6.4.2]

*製材 見え掛り面の表面仕上げ程度 機械加工 ・ A種 ・ B種 ・ C種 [表6.4.3]
製　材　の　種　類 樹　　種 寸　　法 含　水　率 等　 級 (構造材種類、材面品質等) 章 手加工 ・ A種 ・ B種 ・ C種 [表6.4.4]

６ 目視等級区分構造用製材 *木材保護塗料塗り 適用種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 適用しない [建築工事標準仕様書 表18.14.1]
機械等級区分構造用製材 (曲げ）
大臣指定の基準強度指定製材 ― ― 5節 搬入及び建方

章 広葉樹製材  6.5.3 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込み *ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込み深さ ・ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
無等級材 ― *ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法 種別 ・ A種 ・ B種 [表6.5.1]
基準強度測定の対象部材（広葉樹製材、無等級材） （　　　　　　　　） 軸 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込み位置の許容誤差 ※ ±5㎜ ・ （　　　　　　　　　）

 6.5.4 基礎天端 *基礎天端及び柱底均しﾓﾙﾀﾙ 無収縮ﾓﾙﾀﾙ ・ 使用する ・ 使用しない ・ （　　　　　　　　　）
機械等級区分構造用製材 見え掛り部に用いる場合  節、丸身、貫通割れ、曲がりの規定、等級等 均しﾓﾙﾀﾙの仕上げ ﾓﾙﾀﾙの厚さ ・ （　10　　　　　　　　） ・ 図示による

軸 ※ 機械等級区分構造用製材の規格による ・適用しない ・ （　　　　　　　　　） 組 柱底均しﾓﾙﾀﾙの工法 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表6.5.2]

*枠組壁工法 *枠組壁工法構造用製材 ＃JASは「枠組壁工法構造用製材の日本農林規格」  6.5.7 建方精度 *建入れ直し後の建方精度の許容値 ※ 垂直、水平の誤差の範囲 1/1000以下 ・ （　　　　　　　　　）
組 構造用製材 製　材　の　種　類 適　　用　　箇　　所 構  6.5.8 接合部の工法 *構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数、間隔

甲種枠組材 ※ 図示による ・ 適用箇所 本　　数 間　　隔
乙種枠組材 釘

構 MSR枠組材 法 木ねじ
大臣指定の基準強度指定ＭＳＲ枠組材

 6.5.10 釘及び木ねじの工法 *部位ごとの釘の種類及び釘打ちの間隔
法 製　材　の　種　類 樹種又は樹種群 寸　法　型　式 等　級 含　水　率 （ ※ 図示による ・ 部　　位 種　　類 間　　隔

甲種枠組材 ―
乙種枠組材 ―

（ MSR枠組材 ― 軸
大臣指定の基準強度指定ＭＳＲ枠組材 ― ― ―

軸 *枠組壁工法 *枠組壁工法構造用たて継ぎ材 ＃JASは「枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」 構 *構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち方法 ・ 隠し釘打ち ・ 釘頭埋め木 ・ つぶし頭釘打ち ・ 釘頭現し
構造用たて継ぎ材 製　材　の　種　類 適　　用　　箇　　所

甲種たて継ぎ材  6.5.11 各種ﾎﾞﾙﾄの工法 *ﾎﾞﾙﾄの種類、径、本数、間隔及びﾎﾞﾙﾄに応じた座金の大きさ等
構 乙種たて継ぎ材 造 ※ 図示による ・ 箇　　所 ﾎﾞﾙﾄ種類 径 本　　数 間　　隔  座金の大きさ

大臣指定の基準強度指定たて継ぎ材

造 製　材　の　種　類 樹種又は樹種群 寸　法　型　式 等　級 含　水　率 系
甲種たて継ぎ材 ―
乙種たて継ぎ材 ―

系 大臣指定の基準強度指定たて継ぎ材 ― ― ― ） 6.5.12 ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰの工法 *ラグスクリュー 形状 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による 寸法 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による
 6.5.13 ドリフトピンの工法 *ドリフトピン 径 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による

*その他 *木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合ﾊﾟﾈﾙ、木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ  6.5.14 木だぼの工法 *木だぼ 径 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による

） 材　料　名 適　　用　　箇　　所 形　　状 寸　　法 含　水　率 工
木質接着成形軸材料  6.5.15 輪型ジベル接合 * 種　　類 材　　質 形　　状 寸　　法 その他
木質複合軸材料  6.5.16 圧入型ジベル接合 輪型ジベル

工 木質断熱複合ﾊﾟﾈﾙ 事 圧入型ジベル
木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ

6節 軸　　組
事  6.2.3 構造用面材 *構造用面材 * 部材の種類等 * ※ 図示による

面　材　の　種　類 適　　用　　箇　　所 ・ 部材の種類 土　　台 火打土台　（木製）
構造用合板 樹　種
パーティクルボード  断面寸法
構造用パネル 部材の種類 柱 隅　　柱 通　し　柱

樹　種
面　材　の　種　類 等　級 接着の程度 表板の樹種 板面の品質 厚　さ 防虫処理 強度等級  断面寸法

構造用合板
 6.6.1 土　　台 *仕口及び継手の形状並びに位置 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による

面　材　の　種　類 表裏面状態区分 曲げ強さ区分 接着剤区分 難燃性区分 厚　　さ  6.6.2 火打土台 *火打土台の材種 ・ 木材 ・ 鋼製 ・ 図示による
パーティクルボード 木材の場合 土台と仕口の形状 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による

留付け釘の種類及び留付け方法 ・ （　　　　　　　　　） ※ 図示による
面　材　の　種　類 等　　　級 厚　　　さ  6.6.3 柱 *仕口の形状 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

構造用パネル

 6.2.4 接合金物・接合具等 *接合金物 接合金物の種類 適　　用　　箇　　所
6.2.4(a)(ⅰ)によるもの
6.2.4(a)(ⅱ)によるもの
6.2.4(a)(ⅲ)によるもの

6.2.4(a)(ⅰ)による場合 製作接合金物の寸法、形状、鋼材の材質、表面処理 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
直接雨にさらされる接合金物の材質 ※ ステンレス ・ （　　　　　　　　　）

No.10a No.10b
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Ｈ29年3月 愛知県建設部建築局公営住宅課



平成30年4月1日改訂

章 章

7節 小屋組 * ※ 図示による
* 部材の種類等 ・ 部材の種類 小屋梁（平陸梁） 小　屋　束 登り梁（合掌） 斜　  材

樹　種
 断面寸法
部材の種類 棟木・母屋 　桁行筋かい・振止め 垂　　木 火打梁（木製）
樹　種
 断面寸法

 6.7.1 小屋梁（平陸梁） *仕口及び継手の形状、位置並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
*軒桁又は敷桁との仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

 6.7.2 小屋束 *上部・下部の仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.3 登り梁（合掌） *上部・下部の仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.4 斜　　材 *上部・下部の仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.5 棟木・母屋 *継手の形状及び位置並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

*Ｔ字部の仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.6 桁行筋かい・振止め *設置位置、束への留付け釘の種類及び留付け方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.7 垂　　木 *軒先部以外への留付け方法及び留付け釘の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

*軒先部への留付け方法並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.7.8 火打梁 *火打梁の種類 ・ 木製 ・ 鋼製 ※ 図示による

木製の火打梁の場合 梁・胴差・桁等との仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
 6.7.9 屋根野地 *材料 ・ひき板野地板 （ひき板の樹種、厚さ、継手形状、取付方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　））

・構造用合板野地板 （留付け釘の種類、釘打ち間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　））
・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ野地板 （留付け釘の種類、釘打ち間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　））
・構造用パネル野地板 （留付け釘の種類、釘打ち間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　））

６ 8節 床　　組 * ※ 図示による
* 部材の種類等 ・ 部材の種類 大　　引 木製床束 根　太　掛

樹　種
章  断面寸法

部材の種類 根　　太 床　　梁 火打梁（木製）
樹　種
 断面寸法

軸  6.8.1 大　　引 *継手の形状及び留付け釘の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
*大引と土台、柱との仕口の形状及び留付け釘の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

 6.8.2 床　　束 *木製床束 上部仕口の形状、留付け方法並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
組 *鋼製床束 仕様及び設置方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

*樹脂製床束 仕様及び設置方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.8.3 根太掛 *継手の形状、留付け釘の種類及び留付け方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

構 *留付け釘の種類及び留付け方法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.8.4 根　　太 *間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

*継手の形状及び留付け釘の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
法 *梁又は大引との仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

*床組に根太を用いない場合の工法等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
 6.8.5 床　　梁 *仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

（ 6.8.6 火打梁 *火打梁の種類 ・ 木製 ・ 鋼製 ※ 図示による
木製の火打梁の場合 梁・胴差・桁等との仕口の形状並びに接合金物及び接合具の種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

 6.8.7 構造用面材 床組 *構造用面材による床組 ・行う ・行わない ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
軸 床梁 樹種 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　） 断面寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

根太 樹種 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　） 断面寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
根太を設けた床組とし、根太と床梁又は胴差の上端高さが同じ場合

構 根太の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
床梁・胴差との接合部の根太の仕口の形状、留付け方法並びに接合金物及び接合具の種別

※ 図示による ・（　　　　　　　）
造 構造用面材 ・ 構造用合板 ・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 構造用ﾊﾟﾈﾙ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

構造用面材の留付け釘の種類、留付け方法及び釘打ち間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
根太を設けた床組とし、根太と床梁又は胴差の上端高さが異なる場合

系 根太の間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
床梁等に直交する根太の仕口形状、受材・際根太の寸法、留付け釘の種類、留付け方法及び釘打ち間隔

※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

） 根太を設けない床組とし、構造用面材を直接、床梁または胴差に留め付ける場合
構造用面材 ・ 構造用合板 ・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 構造用ﾊﾟﾈﾙ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
構造用面材寸法及び厚さ ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）

工 構造用面材の留付け釘の種類及び釘打ち間隔 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
さね加工の構造用面材（合板）使用の場合の留付け釘の種類、留付け方法及び釘打ち間隔

※ 図示による ・ （　　　　　　　　　）
事

No.11a No.11b

《　選択　》

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

株式会社 黒川建築事務所

検
図

製
図

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

平針住宅集会所建設工事
図面番号

№A11一級建築士　登録第100527号
代表取締役　黒川　喜洋彦

木造工事特記仕様書　１１
縮尺

設　計
Ｈ29年3月 愛知県建設部建築局公営住宅課
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今回新築建物

名古屋市天白区平針南三丁目201の一部

準防火地域

第１種中高層住居専用地域

15ｍ高度地区，宅地造成工事規制区域，砂防指定地内，
平針住宅地区計画，緑化地域，
都市機能誘導区域外，居住誘導区域内

住宅団地内集会所

新築

在来木造平屋建

建築基準法施行令第109条の3第1号［準耐火建築物（ロ－１）］

消防法施行令別表第１(1)ロ

1,890.95㎡

  348.13㎡

  338.70㎡

工事概要

建 築 面 積
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工 事 種 別

構 造

耐火建築物等

防 火 対 象 物

平成29年3月
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A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号
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愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号
平針住宅集会所建設工事

仕上表 ＿

＿

室　名

器具庫

倉　庫

可動間仕切

収納庫

業務所

倉　庫

物　入

男子便所

女子便所

外部倉庫

倉　庫

玄　関

ホール

モルタル下地　ｔ＝30

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100 本実加工

本実加工

本実加工

ビニルクロス貼【Ａ】

Ｈ＝100

防水モルタル金ゴテ仕上

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

Ｈ＝100

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

ビニルクロス貼【Ａ】

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100
目透かし張り

ビニルクロス貼【Ａ】

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100 耐水ＰＢ　ｔ＝12.5下地

タモ集成材　ＣＬ

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

耐水ＰＢ　ｔ＝12.5下地

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

タモ集成材　ＣＬ

Ｈ＝100

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

ビニルクロス貼【Ａ】

化粧ＰＢ　ｔ＝9.5（ジプトーン）

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

　　　　　　　　準不燃(個) ＱＭ-0524号

構造用合板　厚28

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

木製I型手摺　L=600　34φ

天井点検口

天井点検口

天井点検口

下駄箱 W3600×H1800×D400　（消火器（ABC10型）置場付）磁器質タイル 300角（屋外床用），床見切：ステンレス W=40

掲示板：1200×900(ﾏｸﾞﾈｯﾄ，画鋲併用)

室名札，ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ：2100×1200，掲示板：1200×900(ﾏｸﾞﾈｯﾄ，画鋲併用)，ピクチャーレール

木製カーテンボックス（露出）カーテンレール，ＡＣスリーブ・カバープレート（機械）

避難経路図，火気厳禁ｽﾃｯｶｰ，ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ製水切棚 W=900，ｽﾃﾝﾚｽ水切，床下点検口 600角，消火器（フックバンド付）

室名札､木製カーテンボックス(埋込)､カーテンレール(Ｗ)，ＡＣスリーブ・カバープレート(機械)

室名札，流し台(Ｉ型L=1800)，コンロ台(L=600 ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ付)，吊戸棚(I型L=1800)，

ピクトサイン，紙巻器（機械），Ｌ型手摺（700×700），小便器用手摺，鏡（360×900），

ピクトサイン，紙巻器（機械），Ｌ型手摺（700×700），鏡（360×900），

ピクトサイン，紙巻器（機械），Ｌ型手摺（700×700），可動手摺（跳ね上げ式），

トイレブース，面台：メラミン，床下点検口 600角

トイレブース，面台：メラミン，棚板，床下点検口 600角

面台：メラミン，開閉式ベビーベット（機械），呼出ボタン（電気），床下点検口 600角

ミニキッチン L=900（扉タイプ），紙巻器（機械），Ｌ型手摺（700×700），棚板，床下点検口 600角

室内固定換気レジスター（150Φ，ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付，屋外ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ）(機械)，天井点検口

調理実習台（900×2400），ＡＣスリーブ・カバープレート（機械），天井点検口

天井床 巾　木
腰部 腰上

壁
備　考

天井高

Ｈ＝2,500

Ｈ＝2,500

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

Ｈ＝2,700

Ｈ＝2,700

Ｈ＝2,700

Ｈ＝2,700

Ｈ＝2,500

塩ビ見切

Ｈ＝2,500

Ｈ＝2,500

Ｈ＝2,500

Ｈ＝2,500

Ｈ＝2,500

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

Ｈ＝2,500

塩ビ見切

Ｈ＝2,550

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

Ｈ＝2,500

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

Ｈ＝2,500，3,300

廻り縁

軒　裏

巾　木

集会室（２）

吹抜部　杉柾単板合板 ｱ=6　目透し貼

男子便所に面する壁は，PB ｱ=12.5＋耐水PB 12.5 下地

ホールに面する壁は，ＰＢ ｱ=12.5＋12.5 下地

杉集成小巾板張 ｱ=12　ＣＬ

杉集成小巾板張 ｱ=12　ＣＬ

杉集成小巾板張 ｱ=12　ＣＬ

シナ合板 ｱ=5.5

シナ合板 ｱ=5.5

ＰＢ ｱ=12.5 下地

耐水ＰＢ ｱ=12.5　下地

ＰＢ ｱ=12.5下地

無石綿ケイ酸カルシウム板　ｱ=6　ＥＰ塗装

耐水ＰＢ ｱ=12.5　下地

耐水ＰＢ ｱ=12.5　下地

ＰＢ ｱ=12.5下地

ＰＢ ｱ=12.5下地

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

ＰＢ ｱ=12.5 下地

シナ合板 ｱ=5.5

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

ＰＢ ｱ=12.5 下地

ＰＢ ｱ=12.5 下地

ＰＢ ｱ=12.5 下地 ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

岩綿吸音板貼 ｱ=9　一部化粧梁（構造用集成材）

岩綿吸音板貼 ｱ=9

ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

岩綿吸音板貼 ｱ=9　一部化粧梁（構造用集成材）

ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

岩綿吸音板貼 ｱ=9　一部化粧梁（構造用集成材）

岩綿吸音板貼 ｱ=9

ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

岩綿吸音板貼 ｱ=9

ＰＢ ｱ=9.5 捨張下地

無石綿ケイ酸カルシウム板　ｱ=6　目透かし貼　ＥＰ塗装

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

化粧ＰＢ ｱ=9.5（ジプトーン）

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

ビニル床シート貼 ｱ=2.8

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

構造用合板　厚28　耐水合板 ｱ=12 下地

無石綿ケイ酸カルシウム板　ｱ=6　目透かし貼　ＥＰ塗装一部有孔板

モルタル金コテ仕上 ｱ=20 

【外側下地】強化石膏ボードGB-F(V)[ひる石入]防水タイプ　ｱ=21×２［NM-1498］

【内側下地】強化石膏ボードGB-F(V)[ひる石入]　ｱ=21×２［NM-8615］

屋　根

【 構  造 】木造：不燃材料：法第２条第九項，[H12.5.30]建設省告示第1400号

【 仕  上 】防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

【 仕  上 】陶器引掛桟平板瓦葺き 

【 仕  上 】カラーガルバリウム ｱ=0.4 タテ葺き　アスファルトルーフィング940　

【 下　地 】耐火野地板：硬質木片セメント板 ｱ=25　アスファルトルーフィング940　

【 下　地 】耐火野地板：複合板 ｱ=40（木毛ｾﾒﾝﾄ板 ｱ=25＋ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 ｱ=15）

外　壁
（屋根下地まで張上げ）

内部仕上表

外部仕上表 ［準耐火建築物（ロ -１）］

階段下床　：透水性カラーアスファルト舗装

テラス床　：型押しアスファルト舗装（割石模様）

通路床    ：透水性カラーアスファルト舗装

蹴上・踏面：モルタル金ゴテ仕上 ｱ=30　段鼻：ノンスリップ段鼻タイル

ウッドデッキ：擬木（木粉入高密度樹脂）厚46

カーテンは，防炎物品とする．

竪樋養生管(SUS)は，厚2.0　HL　φ76.3　φ89.1　とする．

床下換気：市販品（土台パッキン ｱ=20　＠900以下）

アプローチ
階段

スロープ
西側テラス

その他

SUS管 ）付

開口部

樋

軒樋：塩ビ 角樋Ｗ＝150　竪樋：カラー塩ビ管 VPφ75

Low-E複層ガラス

掴み金物：ステンレス製（＠1200程度ずれ防止共）

平針住宅集会所（７文字　 200×200×15 PL-0.5加工）　西側壁面設置

平針住宅業務所（７文字    80× 80×10 PL-0.5加工）　業務所入口脇壁面設置

ステンレス箱文字（ＨＬ仕上）　ＡＲ隷書体Ｍ

住宅用アルミサッシ（標準色）

北３本，西１本，東１本の計５本は，土間天+1,800まで養生管（

館名文字

玄関ポーチ：ステンレス製細目ノンスリップタイプグレーチング　歩行用（ステンレス製枠共）W=200

集会室（１）

湯沸室（１）

湯沸室（２）

業務所便所

ビニルクロス貼【Ａ】

一部不燃ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ ｱ=3.0 不燃(個) ＮＭ-2183号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

準不燃(個) ＱＭ-0803号

Ｈ＝2,400

　については愛知県産材（愛知県内で伐採された原木又はその原木を加工した製材

・原則として構造材及び内装材（杉，桧他）で扱う無垢材，仕上板等の見掛り部分

・ビニル床シートはワックス１回塗とする．

・小屋裏に用いる合板は全てＦ☆☆☆以上とする．

・化粧鏡は厚5.0ｽﾃﾝﾚｽ枠付とする．

・ビニル床シートは抗菌性発泡層付複層ビニル床シートとする．

・地面から高さが１ｍ以内の外壁の軸組及び土台は防腐・防蟻処理を施すこと．

・特記なき造作材・腰板は集成材とする．

・ビニルクロス下地のＰＢは，テーパーボードとする．

・吊戸棚，トイレ便座蓋等に涙目戸当り取り付けとする．

・特記無き限り，合板はラワン合板Ｉ型とする．

・木部見掛面は，ＣＬ仕上とする．

・木材の工事現場運搬時における含水率は，12.2.1表とする．

・仕上材，塗材，接着材，建具，流し台，吊戸棚は全てＦ☆☆☆☆とする．

・壁下地の胴縁は杉21×42　横＠303，縦＠455程度とする．

・木部見え掛かり面はかんな仕上げとし，仕上げの程度はＡ種(12.1.1表)とする．

・ピクチャーレールはフック（2個/ｍ），チェーン(又はワイヤー)付とする．

　ただし，構造集成材については，この限りでない．

　等の木材）とする．又，愛知県産材であることを証明する書類として，納入業者

・コンクリートに接する木材は防腐剤２回塗とする事． 断熱材

部位

床

壁

天井 グラスウール 24kg/m3

グラスウール 32kg/m3

Ａ種押出法ポリスチレンフォーム３種ｂ

厚さ種類

　３５

１００

１００

・工場処理かつクロルピリホスの添加されていないものを使用する．

・本工事は，国土交通省大臣官房「木造建築工事標準仕様書（平成28年版）」を適用する．

・特に定めない項目については，「木造建築工事標準仕様書 平成28年版」によるか，

ＳＯＰ

ＣＬ

ＯＳ

ＥＰ

ＵＣ

ＣＢ

ＦＰ板

ＰＳ

ＬＧＳ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

＠

ｒ

φ

Ｗ

Ｌ

ｄ・ｔ建具記号

展開図案内

消火器

厚さ

長さ

幅

直径

半径

ピッチ

ＲＤ

ＦＤ

Ｆ

ＳＤ

ＡＷ

ＡＤ

ＡＧ

ＷＤ

ＤＣ

スチール扉

アルミ製窓

アルミ製扉

アルミ製ガラリ

木製扉

襖

ドアクローザー

コンクリートブロック

軽量鉄骨下地

パイプスペース

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

合成樹脂調合ペイント

クリアラッカー

オイルステイン

合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

天井点検口　床下点検口

床高さ（各Ｚラインより）

竪樋

ルーフドレン

フロアードレン・中継ドレン

ボりサルファイド系シーリング

コンクリート

砕石

コンクリートブロック

断熱材（グラスウール）

断熱材（ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ）

木造

木造１時間耐火構造（外壁）

展開方向

特記事項

【 構  造 】木造：耐火構造：法第２条第七号，[H12.5.30]建設省告示第1399号

凡例

耐火仕様
法第２条第七号
[H12.5.30]建設省告示第1399号 透湿防水シート

防湿シート

断熱材（グラスウール）

窯業系サイディング
（通気工法） 強化石こうボード・タイプＶ耐水ＢＫ21mm（GB-F(V)）

強化石こうボード・タイプＶ21mm

メガホン，携帯用電灯を集会室(２)に常備する．（備品，別途工事）

平成29年 3月

多目的便所

構造用合板　厚28　　耐水合板　厚12　下地

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

・建具ＵＣ塗装２回塗りとする．

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0　（木目調）

№　A14

　から建設業者宛の県産材証明書等を監督職員に提出すること．

　監督職員との協議による．

多目的便所に面する壁は，ＰＢ ｱ=12.5＋12.5 下地

21
2
1

1
20

2
12
1 2
11
6

・屋根瓦・磁器質タイルは愛知県産材を使用のこと．



A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号
平針住宅集会所建設工事

1/100

1/200

平面図、屋根伏図

１階　平面図
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庇
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Y1
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Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15

Y16

Y17
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Y19

Y20

Y8

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24

屋根伏図

延焼の恐れのある範囲　３ｍ

道路境界線 53,276

延焼の恐れのある範囲　３ｍ

道路境界線 53,276

隣地境界線　58.336

延焼の恐れのある範囲　３ｍ

隣地境界線　58.336

延焼の恐れのある範囲　３ｍ
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２

ＴＢ
３

ＡＤ
１'

Ｈ

Ｈ

ＡＷ
１

ＡＷ
６

到
達
距
離

≒
15
ｍ

到
達
距
離
 ≒

13
ｍ

Ｈ

Ｈ ：消火器（ABC-10）

倉庫

物入

移動間仕切壁

物入

女子便所

男子便所

倉庫

玄関

器具庫

倉庫

集会室(１)東集会室(１)西

湯沸室
(２)

業務所

業務所便所

湯沸室(１)

外部倉庫

外部倉庫

集会室(２)

軒樋ホール

ＡＤ
３

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き（勾配 2.5/10）

軒樋
標識：「危険物持込み厳禁」

標識：避難経路図

軒樋
瓦葺き（勾配 4/10）

軒樋

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き（勾配 2.5/10）

平成29年 3月

多目的
便所

№　A15
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図面番号

縮尺

愛知県建設部建築局公営住宅課
設 計検

図

製

図

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

平針住宅集会所建設工事

求積図

平成29年3月

求積計算

①：19.11×5.46＝104.341

②：17.29×2.73＝ 47.202

③：19.11×1.82＝ 34.781

④：20.93×7.28＝152.371

⑪： 1.82×2.73＝  4.969

⑫： 0.10×4.70＝  0.470

⑬： 0.10×8.51＝  0.851

⑭：20.93×0.15＝  3.140

延床面積

①＋②＋③＋④＝338.695 → 338.70㎡

建築面積

[延床面積]＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＝348.125 → 348.13㎡

１

２

３

４

11

12

13

14

№　A16

1
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A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号
平針住宅集会所建設工事

1/100

1/200

立面図

設 計製

図

検

図

設計ＧＬ

軒高

養生管（SUS、HL）

10

2.5

10

4

隣
地

境
界

線

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

範
囲

　
３

ｍ

東側立面図

耐震瓦葺き（平板）

幕板　厚27.5　幅145

南側立面図

設計ＧＬ

軒高

養生管（SUS、HL）

10

2.5
4

10

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

範
囲

　
３

ｍ

隣
地

境
界

線

西側立面図

養生管（SUS、HL）

養生管（SUS、HL）養生管（SUS、HL）養生管（SUS、HL）

北側立面図

平成29年 3月

最高高さ

最高高さ

№　A17

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

防火構造用サイディング板（窯業系）ｱ=16　横張(通気工法)塗装品

3
,
6
5
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6
0
0

3
,
0
5
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3
,
6
5
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0
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3
,
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7
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7
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4

7
,
7
6
4



A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号
平針住宅集会所建設工事

1/100

1/200

設 計製

図

検

図

断面図

小屋裏内隔壁（令114条）

準耐火構造

両面ＰＢ t=12.5+12.5

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

隣
地

境
界

線

集会室(2)集会室(1) ホール

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

範
囲

　
３

ｍ
隣
地
斜
線

勾
配

1.
25

立
上
り
 2
0ｍ

4
10 10

2.5

軒高

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y20Y19Y18Y17Y16Y15Y14Y13Y12Y11Y10

南北　断面図

30

▽46.50

▽48.90
設計ＧＬ
▽48.90

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

ホール 3
,
30

0

10

2.5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X11X10 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24

西東　断面図

軒高

設計ＧＬ

道
路

境
界

線

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

範
囲

　
３

ｍ

反
対

側
の

道
路

境
界

線

［北側道路までの最小距離］

［真北方向の前面道路の反対側の道路境界線からの最短距離］

道
路
斜
線

勾
配

1.25　
適
用
距
離

20ｍ

真
北

方
向

の
前

面
道

路
の

反
対

側
の

道
路

境
界

線

▽高層地区高さの最高限度（４）30ｍ ▽
高
層
地
区
高
さ
の
最
高
限
度
（
３
）

当
該
部
分
か
ら
前
面
道
路
の
反
対
側
の
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
に
1.5分

の
1を

乗
じ
て
得
た
も
の
に
7.5ｍ

を
加
え
た
も
の

［北側道路幅員］

3222158市道：平針第36号線
（法第42条第１項第一号）

2
,
32

0

2
,
32

0

耐震瓦葺き

平成29年 3月

最高高さ 最高高さ

○高層地区高さの最高限度(１)(２)については，計画建物高さが10ｍ以下のため，明らか．

№　A18
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A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

1/30

1/60

矩計図　部分詳細図

1/101/101/10 Ｃ部詳細図Ｂ部詳細図Ａ部詳細図 1/10

Ｙ 11

集会室(１) ホール

１ＦＬ

鼻
隠

し
先

設計ＧＬ+3,650

設計ＧＬ

鼻
隠

し
先

Y 1 Y 2 Y 3 Y 4 Y 5 Y 6 Y 7 Y 8 Y 9 Y10 Y11 Y12 Y13 Y14 Y15 Y16 Y17 Y18 Y19 Y20

120*150

120*450

鼻
隠

し
先

120*120

120*120

120*120

120*120

120*120

120*120

120*120

120*120 120*120
120*120

120*120

120*120

120*120

120*120

60*120

Ｂ部

Ａ部

10

4

6
0

垂木 45×120 ＠455

2.5

10
アスファルトルーフィング 940

カラーガルバリウム鋼板
縦葺き

野地板：複合板  t=40

（木毛ｾﾒﾝﾄ板  t=25＋ ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=15）

軒樋：塩ビ 角樋  W=150

樋受金物：ステンレス＠600以下

ケイ酸カルシウム板　 t=6.0

ＥＰ塗　（一部有孔板）

樋受金物：ステンレス＠ 600以下

軒樋：塩ビ 角樋  W=120

ケイ酸カルシウム板　t=6.0

ＥＰ塗　（一部有孔板）

野縁：45× 45

シーリング

SUS見切 100× 25× 1.2

垂木 45×120 ＠
455

アスファルトルーフィング 940

野地板：複合板 t=40

カラーガルバリウム鋼板

縦葺き

（木毛 ｾﾒﾝﾄ板  t=25＋ ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=15）

アスファルトルーフィング 940

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

野地板：複合板  t=40

（木毛ｾﾒﾝﾄ板  t=25＋ ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=15）

面戸周り

シーリング処理

棟面戸

グラスウール

棟桟木

パッキン付
改良スクリュウ釘

防水紙巻込

鼻隠:

野縁 45× 45

ＥＰ塗
ケイ酸カルシウム板　 t=6.0

垂れ付棟瓦

耐震平板瓦葺

アスファルトルーフィング 940

瓦桟  25× 35

母屋  120× 120＠ 1820

設計ＧＬ+7,290

2.5

10

垂
木

45×
120

＠
455

鼻
隠

し
先

設計ＧＬ＋3,650
軒高

4
4

軒高 1
2
0

4
0

4
410

2.5

玄関庇部詳細図

120*120

120*120

120*330

120*120

120*150
120*240

120*240120*450

120*450

2.5

10

鋼製束＠910 鋼製束＠910鋼製束＠910

120*150

24kg／ m3 ｱ100-A

幕板　厚27.5　幅145

Ｃ部

ピクチャーレール

側面：幕板　厚27.5　幅145

ピクチャーレール

1
0
0
以

上

最高高さ

120*150

野縁：45× 45

1
0
0
以

上

シーリング

雨押え

120*270

120*150
120*150

120*300

耐火野地板：硬質木片セメント板  t=25

最高高さ

設計ＧＬ＋7,764

押出成形板　 H=250
厚 23

鼻隠 :押出成形板　H=210　厚 25

鼻隠 :押出成形板　 H=125
　　　厚25

集会室(２)

平成29年 3月

1
,0

0
0

設計ＧＬ+7,290

軒高

設計ＧＬ＋ 3,650

A19

杉柾単板合板 t=6
目透かし貼

巾木：タモ集成材 
ＣＬ 25×100

耐震平板瓦葺

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

アスファルトルーフィング 940

垂木 45×120 ＠455

垂木 45×120 ＠455
(クラ金物固定(垂木全て)

母屋 120×120＠1820

母屋 120×120＠1820

化粧梁　120×450
（構造用集成材）

化粧梁　120×330
（構造用集成材）

ＰＢ t=9.5 捨貼下地
岩綿吸音板　t=9

ＰＢ t=9.5 捨貼下地
岩綿吸音板　t=9

木製カーテンボックス  ＣＬ
ステンレスカーテンレール Ｗ

グラスウール　24K
厚100

グラスウール　24K
厚100

グラスウール　24K
厚100

軒先水切

広小舞　45ｘ90

鼻隠:押出成形板　H=210

ケイ酸カルシウム板　t=6.0
ＥＰ塗　（一部有孔板）

野縁 45×45

引違いアルミサッシ
（バリアフリータイプ）

大引：アルミ型材

束柱：アルミ型材

壁：ＰＢ t=12.5下地　
ビニルクロス【Ａ】貼

壁：ＰＢ t=12.5下地　
ビニルクロス【Ａ】貼

くも筋かい
杉 １等 30×90

くも筋かい
杉 １等 30×90

くも筋かい
杉 １等 30×90

広小舞　40ｘ90

垂木 45×120 ＠455

ウッドデッキ　厚46
（木粉入高密度樹脂）

ＰＢ t=9.5 捨貼下地
岩綿吸音板　t=9

グラスウール　32K
厚100

グラスウール　32K
厚100

グラスウール　32K
厚100

外壁:防火サイディング t=16
透湿防水シート

見切縁47×20(47×45)　CL

瓦桟 25×35

アスファルトルーフィング 940

引違いアルミサッシ

タテドイ：塩ビ管Φ75

見切：杉　45×40　CL

腰壁：杉集成
小巾板張 ＣＬ t=12

腰壁：杉集成
小巾板張 ＣＬ t=12

巾木：タモ集成材 
ＣＬ 25×100

巾木：タモ集成材 
ＣＬ 25×100

巾木：タモ集成材 
ＣＬ 12×100

垂れ付棟瓦

壁：ＰＢ t=12.5下地　
ビニルクロス【Ａ】貼

耐火野地板：複合板 t=40
（木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25＋ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=15）

見切：杉　45(50)×40　CL

小屋裏内隔壁
両面ＰＢ t=12.5＋12.5
準耐火構造

壁：ＰＢ厚12.5+12.5下地　
ビニルクロス【Ａ】貼

壁：ＰＢ t=12.5+12.5下地　
ビニルクロス【Ａ】貼

ビニル床タイルｔ＝3.0
耐水合板　ｔ＝12
構造用合板 t=28
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ３種ｂ t=35
大引 105×105

耐火野地板：硬質木片セメント板 t=25

土台パッキン厚20 土台パッキン厚20土台パッキン厚20
土台パッキン厚20

木製カーテンボックス  ＣＬ
ステンレスカーテンレール Ｗ

ビニル床タイルｔ＝3.0
耐水合板　ｔ＝12
構造用合板 t=28
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ３種ｂ t=35
大引 105×105

ビニル床タイルｔ＝3.0
耐水合板　ｔ＝12
構造用合板 t=28
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ３種ｂ t=35
大引 105×105

底盤 t=200
防湿シートポリエチレンフィルム ァ0.15
砕石 C-40 ランマー転圧

2
,
1
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,
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A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

X13X7 X8 X9 X12X11X10X5 X6X1 X2 X3 X4 X24X22 X23X21X20X19X18X17X16X15X14

床下点検口（アルミ製600*600）

遮音壁（PB12.5+12.5 小屋裏まで

室名札(平付) 便所はピクトサイン

　　　　　　　　PBを貼上げる）

フックバンド付消火器ABC10型 設計GLからの高さ0.60

凡　例

木製カーテンボックス（露出）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

木製カーテンボックス（露出）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

B（C）

B

★ ★天井点検口（アルミ製450*450）

上部 上部
排煙窓 排煙窓

業務所

41.223㎡

CH=2,500

25.5帖

CH=2,700

62.936㎡ 38帖

集会室(１)西

CH=2,450

26.500㎡ 16帖

湯沸室

CH=2,500

11帖18.218㎡

外部倉庫

CH=2,550

器具庫

CH=2,700
物　入

CH=2,500
CH=2,700

倉　庫

湯沸室

CH=2,500

女子便所

CH=2,500

男子便所

CH=2,500

CH=2,550

外部倉庫

倉　庫
CH=2,500

CH=2,500

r=
1,
50
0

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

開閉式

面格子　@100

吹き抜け部分

CH=2,700

38帖62.936㎡

集会室(１)東

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

CH=3,300

ホール

CH=2,500、 3,300

F
I
X

F
I
X

C
H
=
3
,
3
0
0

Y12

Y18

Y19

Y20

Y16

Y17

Y14

Y15

Y13

Y 5

Y 6

Y 7

Y 8

Y 9

Y10

Y11

Y 2

Y 3

Y 4

Y 1

0.60

0.60
0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60 0.60

0.58

0.60

★

★

1/50

1/100

胴縁21*42＠303

腰壁：杉集成
小巾板張 ＣＬ t=12

S=1/10 S=1/10柱廻り詳細図 出隅見切詳細図

柱：120*120

出隅見切　杉55×35　CL

補強胴縁60×60

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

45*45（手摺取付補強）
L=1030

★

B（C） B（C）

B
（

C
）

B
B

B B B B（C） B B（C）

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

ｱﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰｶ

ｯ
ﾄ

CH=2,500
物　入

倉　庫

PB12.5+12.5

床：ビニル床シート貼

床：ビニル床タイル貼
　　（木目調）

床：ビニル床タイル貼
　　（木目調）

床：ビニル床タイル貼
　　（木目調）

平面詳細図

集会室(２)

CH=2,500 0.60
CH=2,500 0.60

床：磁器質 300角 ﾀｲﾙ貼

玄関
玄関ポーチ

平成29年 3月

床：ビニル床タイル貼
　　（木目調）

床：ビニル床タイル貼
　　（木目調）

多目的便所0.55

0.45

0.57

0.57

A20

★

冷ﾐﾆｷｯﾁﾝ L=900

消火器ABC10型
フックバンド付

胴縁21*42

柱：120*120 柱：120*120

ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
換気窓用

小便器用手摺

可動手摺L=700
（跳上ﾀｲﾌﾟ）

上部棚 D=300

Ｌ型ｽﾃﾝﾚｽ手摺
L=600×700

コンロ台
L=700 ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ付

木製手摺 L=600
 I型 34φ

床見切：ステンレス製
W=40 t2.0

消火器ABC10型（床置）

消火器ABC10型
フックバンド付

スライディングウォール
前面パネル

移動間仕切壁

避難経路板 600角
木枠アクリル板 t=3シルク印刷

掲示板　1200×900
マグネット・画鋲併用

ホワイトボード
2,100×1,200

ホワイトボード
2,100×1,200

掲示板　1200×900
マグネット・画鋲併用

ピクチャーレール ピクチャーレール

ピクチャーレール

ピクチャーレール ピクチャーレール
ピクチャーレール

ピクチャーレール

ピクチャーレール
（壁付）

磁器室300角ﾀｲﾙ貼

胴縁21*42＠303胴縁21*42＠303

40*120

40*120

間柱：40*120

40*120

磁器室300角ﾀｲﾙ貼

腰壁位置

腰壁位置

上部棚 D=300
FL＋1,800

流し台L=1,800 ﾄﾗｯﾌﾟ付
吊戸棚・水切棚

消火器ABC10型
フックバンド付

20,930

6,370 1,820 2,730 2,730 3,640 1,820 1,820

455 455

800 1,180

9
70
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,
76

0

1,365 1,820

85
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0
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,
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,
28

0
1
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,
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,
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,
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1
,
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60

3 ,200

8
0
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1,600

1,000
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5
0

1
,
7
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20,930

17,290 3,640

4,
5
0
0

45

45

8
,
4
00

8
0
0

1,200

1
,
0
50

8
5
0

1,574

1,5351,559 1,150

455 455

1
,
5
74

1,559

1,574664664

1
,5

7
4

1
,
5
74

1,574 1,574 1,574 664 664 1,574 1,574

1
,5

7
4

2
,
45

6

2
,
37

6

1,
0
3
8

1
,
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00
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1,559
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1,8202,275
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一級建築士 登録第256338号

1/100

1/50A1：展開図　１

平針住宅集会所建設工事

№

図面番号

縮尺

愛知県建設部建築局公営住宅課
検

図

製

図

設 計

株式会社 ＥＲＣデザイン

代表取締役　池田寛彦

構造設計一級建築士登録番号 第3860号
代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第100527号

株式会社 黒川建築事務所

A3：

Y9

ＤＣＡ

集会室（２）

倉　庫 ＢＡＤＣＢＡ

集会室（１） Ｃ

集会室（１） Ａ

X1 X20

ピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレール可動間仕切壁ピクチャーレールピクチャーレール

ビニルクロス【Ａ】貼

見切：杉

腰壁：杉集成小巾板張り

巾木：タモ集成材

－集会室 (１ )東－－集会室(１ )西－

ＡＣＡＣＡＣ ＡＣ

－集会室(１ )西－－集会室 (１ )東－

－集会室 (１ )東－

－集会室 (１ )東－

Ｂ

Ｄ

ＤＣ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ

X1X20

器具庫

X3 X7 X3X7 X3Y11Y9Y11 X11 X16 X11X16 Y9 Y11

X16 X20 X22 Y20 X16X20X22 Y20 Y16 Y16

ＡＣ

Y14

（構造用集成材）

化粧梁　 120*450 壁：P.B t=12.5

Y9 Y1

Y9Y1

X16 X16

X20 X1

Y9 Y1

Y1Y9

X3 X7 Y11 Y11X7 X3

▽１ＦＬ

X11 X11 Y11Y9

X16 X20 X22 Y14 X16X22 X20 Y14Y16 Y14 Y16

X20 X24 Y1Y9 X20X24 Y9 Y1

145

3,640 1,820 3,640 1,820 4,550 4,550 1,820

3,640 5,4605,460 1,820 1,8201,820 3,6401,820

軒高

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

湯沸室

軒高

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

120 1
0
0

7 ,280

7,2808,6458,645

見切：杉

ホワイトボード

2,100× 1,200

ピクチャーレール

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井露出 )

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

化粧梁　120× 450

（構造用集成材）

可動間仕切壁

腰壁：杉集成小巾板張り

巾木：タモ集成材

ピクチャーレール

腰壁：杉集成小巾板張り

巾木：タモ集成材

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井露出)

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

ピクチャーレール

ビニルクロス【Ａ】貼

見切：杉

巾木：タモ集成材

壁：シナ合板

廻り縁15× 20

巾木：タモ集成材

壁：シナ合板

廻り縁15× 20

巾木：タモ集成材巾木：タモ集成材

木製見切 15× 25

木製見切15× 25

ビニルクロス【Ａ】貼
不燃ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙt=3.0

湯沸器 ｽﾍﾟｰｽ

ビニルクロス【Ａ】貼
ホワイトボード

2,100× 1,200

見切：杉

腰壁：杉集成小巾板張り

巾木：タモ集成材

壁：シナ合板

巾木：タモ集成材

壁：シナ合板

巾木：タモ集成材

給気口 150Φ（機械工事）

エアコンスリーブ 100Φ（機械工事）

ビニルクロス【Ａ】貼

ビニルクロス【Ａ】貼

巾木：タモ集成材

壁： P.B t=12.5

ビニルクロス【Ａ】貼

壁：P.B t=12.5

壁： P.B t=12.5

壁：耐水 P.B t=12.5
壁：耐水P.B t=12.5

ビニルクロス【Ａ】貼

壁：耐水P.B t=12.5

壁：耐水 P.B t=12.5

壁：耐水 P.B t=12.5

不燃 ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙt=3.0

壁：耐水P.B t=12.5

可動間仕切壁取付下地

可動間仕切壁取付下地

前面パネル

掲示板　1200×900

120

1
0
0

Y 9Y11Y11 Y9

1,820

巾木：タモ集成材

ビニルクロス【Ａ】貼

壁：P.B t=12.5

木製 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井埋込 )

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井埋込)
ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

壁：P.B t=12.5
ビニルクロス【Ａ】貼

巾木：タモ集成材

平成29年 3月

A21

ＡＣ

8,6458,645
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消
火
器

W1800× H1800× D400× 2
メラミン化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=20

室名札室名札室名札

ビニルクロス【Ａ】貼

腰壁：杉集成小巾板張り

巾木：タモ集成材

木製手摺 L=600
 I型  34φ

室名札

避難経路ｻｲﾝ

1200× 900
掲示板

ﾏｸﾞﾈｯﾄ･画鋲併用

ビニルクロス【Ａ】貼
ビニルクロス【Ａ】貼

（構造用集成材）

ﾜﾝﾀｯﾁ
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

玄関・ホール

玄関・ホール ＢＡ

Ｃ

業務書看板
80× 80

設計ＧＬ

１ＦＬ

軒高

設計ＧＬ

１ＦＬ

軒高

X1

１ＦＬ

軒高

室名札

ピクチャーレール

化粧梁　120× 330

Y9 Y14

衝突防止 ｼｰﾙ

SUS鏡面30φ

(両面 )

（構造用集成材）

見切：杉

腰壁：杉集成
小巾板張り

巾木：タモ集成材

見切：杉 50× 40CL

A1：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

展開図　２ 1/50

A3： 1/100

「平針住宅業務所」

X3X1 X22

X24 X22 X3 Y14 Y16

Y16 Y14 Y11

Ｄ Ｄ

Ｂ Ｂ

X8

倉庫 Ａ

壁：P.B t=12.5
壁： P.B t=12.5

（構造用集成材）

壁：P.B　 t=12.5

Y9

化粧梁　120× 330

Y9Y14

化粧梁　 120× 330

Y9 Y11

Ｄ

ピクチャーレール

ピクチャーレール（壁付）

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

衝突防止ｼｰﾙ
SUS鏡面30φ
(両面)

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

FIX

下駄箱
下駄箱

FIX

ビニルクロス【Ａ】貼

巾木：タモ集成材

（ジプトーン）

Y17

Ｂ

天井：化粧 P.B　 t=9.5

壁： P.B　 t=12.5+12.5

X8

Ｃ Ｄ

Y14Y14Y15Y16 Y17Y15 Y16

平成29年 3月

A22

1,820
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1 ,3652,730 2,730



ビニルクロス【Ａ】貼

巾木：タモ集成材

（ジプトーン）

小屋裏までボードを貼り上げる

ＡＣ

巾木：タモ集成材

木製 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井埋込 )

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ 100Φ

（機械工事）

ビニルクロス【Ａ】貼

ＡＣ

（機械工事）

給気口 150Φ

木製 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井埋込 )

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

木製 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(天井埋込)

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（Ｗ）

業務所 ＤＢ ＣＡ

身障者用便所

業務所　倉庫 業務所　湯沸室

男子便所

ＤＣＢＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ

X1 X8 Y20 Y14 X1X8 Y20

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

軒高

１ＦＬ

軒高

ビニルクロス【Ａ】貼

L型手摺

紙巻器

棚板:ﾒﾗﾐﾝ合板

（機械工事）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｃ

巾木：タモ集成材

化粧鏡

甲板:メラミン

跳ね上げ式手摺

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

巾木：タモ集成材

L型手摺
開閉式ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

ビニルクロス【Ａ】貼

ビニルクロス【Ａ】貼

巾木：タモ集成材

小便器用手摺

甲板:メラミン

Y14

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

L=900

ＤＣＡ

壁： P.B t=12.5

壁：P.B t=12.5+12.5とし

天井：化粧 P.B t=9.5

壁： P.B t=12.5+12.5

下り壁：耐水P.B t=12.5

天井：化粧P.B t=9.5 壁：耐水P.B t=12.5 天井：化粧P.B t=9.5

壁：耐水P.B t=12.5

小屋裏までボードを貼り上げる

壁： P.B t=12.5+12.5とし

小屋裏までボードを貼り上げる

小屋裏までボードを貼り上げる

小屋裏までボードを貼り上げる

▽１ＦＬ

X8 Y17 Y14 X8

▽１ＦＬ

X9X11X9 X11X8 X10 Y20 Y17 X10 X8 Y17 Y20

X11X10 X11 X10Y17 Y14 Y17Y14 X12 X15 Y20 Y16 X12X15 Y20Y16

Y17Y14

100 100

ビニルクロス【Ａ】貼

壁：P.B t=12.5+12.5

下り壁：耐水 P.B t=12.5
ビニルクロス【Ａ】貼

ビニルクロス【Ａ】貼

壁： P.B t=12.5+耐水 P.B t=12.5

壁： P.B t=12.5+耐水 P.B t=12.5とし

小屋裏までボードを貼り上げる

三方枠　25×200

A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

展開図　３ 1/50

1/100

女子便所 Ａ

１ＦＬ

軒高

ﾒﾗﾐﾝ合板
FL+1800

棚 300× 900

Ｂ

X13 X16 Y20 Y15 X16

巾木：タモ集成材

X13

ビニルクロス【Ａ】貼
壁：耐水 P.B t=12.5

100

Y20

天井：化粧P.B t=9.5

Y16Y15

Ｃ Ｄ Ａ

床:防水モルタル

金ゴテ仕上

X20 X22

外部倉庫 Ｂ

Y20 Y16

Ｃ

X20X22

Ｄ

Y20Y16

天井 :無石綿ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板  t=6

目透かし貼　ＥＰ塗装

床:防水モルタル

外部倉庫 Ａ Ｂ

１ＦＬ

軒高

設計ＧＬ

金ゴテ仕上

Y11X1 X3 Y9

壁：無石綿 ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板

ｔ=6 目透かし貼　ＥＰ塗装

Ｃ Ｄ

Y11X3 X1 Y9

１ＦＬ

軒高

設計ＧＬ

１ＦＬ

軒高

設計ＧＬ

壁：PB　ｔ＝ 21*21（耐火構造）

壁：P.B t=12.5+12.5とし

壁： P.B t=12.5+12.5とし

平成29年 3月

床:防水モルタル
金ゴテ仕上

壁：無石綿ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板

ｔ =6 ＥＰ塗装

金ゴテ仕上

床:防水モルタル

天井 :無石綿 ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板  t=6

目透かし貼　ＥＰ塗装

巾木：タモ集成材H=100
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図面番号

縮尺

愛知県建設部建築局公営住宅課
設 計検

図

製

図

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

平針住宅集会所建設工事

建具表 A1：1/ 50
A3：1/100

特　　　記

姿　　　図

符号・形式

性　　　能

使用　箇所

寸法　数量

枠・見　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・形式

性　　　能

寸法　数量

使用　箇所

姿　　　図

枠・見　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・形式

性　　　能

寸法　数量

使用　箇所

姿　　　図

枠・見　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

段差なし

FIX

木製額縁OP塗

木製額縁OP塗 アルミ額縁

ハンガーレール

ＡＷ -６  2本を

同時開放できる

衝突防止ｼｰﾙ
SUS鏡面 30φ
(両面)

復旧用引手

開放用
引手

ワンタッチオペレーター

１ ２ ２

ホール

２

玄関 ホール

１1,200 × 2,000

業務所

２７ ３1,574 × 2,300 1,574 × 1,300 1,574 × 700 664 × 900 664 × 450 1,574 × 650 2,376 × 2,300　(2,456 × 2,300)’

２

物入

１

業務所

800 × 2,000 １

外部倉庫

850 × 2,000 ２ 1,559 × 2,000 1,180 × 2,0001,559 × 2,0004 21,566 × 2,0001,576 × 2,000　　(1,560 × 2,000)’　　 ２820 × 2,0002

１950 × 2,000１700 × 2,000 １7,093×2,700　　　ドアパネル（1,150×2,700） 下記による

男子便所

１

女子便所

下記による １

女子便所

下記による

集会室(１)

カラーアルミ（標準色） カラーアルミ（標準色） カラーアルミ（標準色） カラーアルミ（標準色）

枠：７０

アルミ押出型材

ドアハンドル（ステンレス､Ｌ=1300）等附属金物一式

防犯ガラス（透明 t=3＋中間膜0.8（30ﾐﾙ）＋透明 t=3）

枠：７０

アルミ押出型材

レバーハンドル､シリンダー錠(内サムターン)､ステンレス丁番

カラーアルミ（標準色）

防犯ガラス（透明 t=3＋中間膜0.8（30ﾐﾙ）＋透明 t=3）

衝突防止シールSUS鏡面30φ(両面)

カラーアルミ（標準色）

Low-E複層ガラス（3+12+3） Low-E複層ガラス（3+12+3） Low-E複層ガラス（3+12+3）Low-E複層ガラス（3+12+網入り6.8） Low-E複層ガラス（3+12+網入り6.8） Low-E複層ガラス（3+12+網入り6.8）

枠：８０ 枠：８０ 枠：８０ 枠：８０ 枠：８０ 枠：８０

扉：３６

型板ガラス　t=4.0

押引棒､ステンレス丁番､ドアチェック､フランス落し､他一式

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

棒状戸当り

型板ガラス　t=4.0

ゴム戸当り

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

扉：３６

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗 タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

扉：３６

型板ガラス　t=4.0

ステンレス丁番､ドアチェック､他一式

棒状戸当り

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

扉：３６

ステンレス丁番､ドアチェック､フランス落し､他一式

棒状戸当り

樹脂ガラス　t=2.0型板ガラス　t=4.0

ゴム戸当り

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

扉：３６ 扉：３６枠：７０

カラーアルミ（標準色）

扉：３６

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

樹脂ガラス　t=2.0

樹脂ガラス　t=2.0

扉：３６

タモ練付合板　t=5.5　ウレタン樹脂ワニス塗

レバーハンドル､ステンレス丁番､木製ガラリ､他一式

樹脂ガラス　t=2.0

ハンガーレール､樹脂製棒取手(L=400)､アルミガラリ

扉：４０ 扉：５０

MDF下地クロス貼り

スライディングウォール50　（NSW-50W-L　同等）

扉：４０

メラミン化粧合板 メラミン化粧合板

扉：４０

メラミン化粧合板

扉：４０

メラミン焼付け塗装仕上げ（SPCC）

男子便所，女子便所

男子便所，女子便所

クレセント，標準付属金物一式

網戸(ステンレス)，面格子

クレセント，附属金物一式 クレセント，附属金物一式

網戸(ステンレス)，面格子

クレセント，附属金物一式

固定網戸(ステンレス)，角度調整付(15°､30°）

手動式ワンタッチオペレーターハンドル，附属金物一式
吊戸車，ロック(シリンダー､サムターン)､ガイドレール

ドアチェック，フランス落し，附属金物一式

固定網戸(ステンレス)，60°開放

手動式開放用引手，復旧用引手，附属金物一式

網戸(ステンレス)，手動式ｼｬｯﾀｰ雨戸，面格子

真鍮製Ｍ型レール，戸車，引手（金属製），他一式

取手，ｽﾃﾝﾚｽ丁番，ﾌﾗﾝｽ落し，上枠ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ，他一式

レバーハンドル，ロック(シリンダー､サムターン)､ レバーハンドル，ロック(シリンダー､サムターン)､
真鍮製Ｍ型レール，戸車，引手（金属製），他一式レバーハンドル，シリンダー錠，附属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ丁番，ﾄﾞｱﾁｪｯｸ，樹脂製引手，木製ガラリ

レバーハンドル，他一式

非常時解錠大型表示錠，他一式 非常時解錠大型表示錠，他一式
ハンガーレール，棒落し，掘り込み引き手，附属品一式

ﾗﾊﾞﾄﾘｰｽﾄﾗｲｸ(表示付)，ｽﾃﾝﾚｽ巾木，ｱﾙﾐ頭ﾂﾅｷﾞ

ラバトリーヒンジ，上部戸当り，他一式

取手，ﾗﾊﾞﾄﾘｰｽﾄﾗｲｸ(表示付)，ｽﾃﾝﾚｽ巾木，ｱﾙﾐ頭ﾂﾅｷﾞ

ラバトリーヒンジ，上部戸当り，他一式

取手，ﾗﾊﾞﾄﾘｰｽﾄﾗｲｸ(表示付)，ｽﾃﾝﾚｽ巾木，ｱﾙﾐ頭ﾂﾅｷﾞ

ラバトリーヒンジ，上部戸当り，他一式

ものとする．

②　アルミサッシはカラーアルミとする．（シルバーは不可）

③　ステンレス丁番は３ヶ所止めとする．

①　建具寸法（Ｗ×Ｈ）は，開口内法有効寸法とする．

アルミ製引違いサッシ

アルミ製片開きドア

片引き額入フラッシュドア

アルミ製引違いサッシ (外付）

片引き額入フラッシュドア

両開きフラッシュドア

アルミ製引違いサッシ (外付）

引違いフラッシュドア

可動間仕切

アルミ製引違いサッシ(外付）

引違いフラッシュドア 両開きフラッシュドア

アルミ製外倒しサッシ(外付）

片開きフラッシュドア

アルミ製２連外倒しサッシ (外付）

トイレブース

親子扉フラッシュドア

アルミ製ハンガー引戸

トイレブース

アルミ製親子開きドア

片開き額入フラッシュドア

トイレブース

１
ＡＷ ＡＷ

２ ３
ＡＷ ＡＷ

４

ＷＤ
８

１
ＷＤ

２
ＷＤ ＷＤ

４
ＷＤ
５

ＷＤ
６

ＷＤ
７

ＡＤ
３

ＡＷ
１

ＡＤ ＡＤ
２５

ＡＷ
６

ＷＤ
２ '

ＡＤ
１’

３
ＷＤ ＷＤ

３’

LSD
１ １

ＳＰ
１

ＴＢ ＴＢ
２

ＴＢ
３

▽ＦＬ

1
5
0

有効寸法

※ AD-1’は(  )’寸法とする。

5,
5
0
0

※ WD-2’は(  )’寸法とする。 ※ WD-3’は(  )’寸法とする。

(1,560)' (1,535)'

▽ＦＬ 20 2
0
0

2
00

2
00

100
有効開口寸法

150
88
0

90

2,560

88
0 88

0

155 900

3,239.5

88
0

155

20
1
,
8
20

6
0

20
1
,
8
20

6
0

20
1
,
8
20

6
0

2,376（2,456）’

集会室(１)西，集会室(１)東，湯沸室(１) 業務所，集会室(２) 湯沸室(１) 集会室(１)東

集会室(１)西，集会室(１)東 集会室(２)内物入,湯沸室(１) 集会室(２)

業務所便所

集会室(1)西内器具庫,集会室(1)東内倉庫,湯沸室(1),業務所内倉庫

網戸(ｽﾃﾝﾚｽ)，手動式軽量ｼｬｯﾀｰ雨戸，バリアフリータイプ

平成29年3月

1

多目的便所

№　A24

掘り込み引き手

棒落し

掘り込み引き手

棒落し
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A1：

A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

1/100

1/200

１

２

３

４

５

化粧ＰＢ  ｔ =9.5（ジプトーン）

杉柾単板合板  ｔ =6　目透かし貼

無石綿ケイ酸カルシウム板　ｔ=6　目透かし貼　ＥＰ塗装

ＰＢ  ｔ =9.5 捨貼下地　岩綿吸音板貼 ｔ =9 ６

７

８

ケイ酸カルシウム板　 t=6.0　ＥＰ塗装

鼻隠：押出成形板　H=210

有孔 ﾎﾞｰﾄﾞ貼  EP塗装を示す

SUS見切 25× 100× 1.2

シナ合板  ｔ =5.5

☆ 1

☆ 2

P.B t=12.5+12.5とし、小屋裏まで張り延ばしとする。（業務所側）

S=1/30　1/5

表面材

表装材

床仕上げ面

シール機構       

L-50*50*4　＠900以内

120*150

120*450
120*450

M12ボルト締め

M12ボルト締め

サイドゴム（黒）

ペーパーコア

召合せゴム

表面材
MDF t=4.0

サイドシール機構

サイドシールゴム(黒)

L-50*50*4　＠900以内

C-100×50×20×2.3   

6mmピアスネジ(六角頭)
P=600(格納部P=300)

ハンガーレール(アルミ)

上部シールゴム     

笠木・アルミ押出形材 
無着色アルマイト仕上

ペーパーコア      

MDF t=4.0

クロス貼り

巾木・アルミ押出形材 
無着色アルマイト仕上

下部シールゴム     

無着色アルマイト仕上      P V C 

アルミ押出形材(A6063S-T5)

商  品  名

商 品 略 号  

シール機構
レール,ランナー

ル
ネ
パ

表  面  板

表　装　材

裏  打  材

パ ネ ル 厚

 重   量

召し合わせ形材
シール 形 材
巾木 形 材
笠木 形 材
シ ー ル ゴ ム

スライディングウォール50

レバー式

クロスタイプ

無着色アルマイト仕上

アルミ押出形材(A6063S-T5)

MDF 4mm

ペーパーコア

48mm(形材を含む厚さ；52mm)

標準パネル(13kg/m )
ドア付、サイドパネル(15kg/m )

2
2

無着色アルマイト仕上

    NSW-50W-L　同等品

ピクチャーレール詳細図 S=1/2 S=1/2

取付ﾈｼﾞﾋﾟｯﾁ 300mm以内

クロス貼

2

φ9筋振れ止め    

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y1

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15

Y16

Y17

Y18

Y19

Y20

Y8

１ １

４

１ １ ３

１
１３

３

３

５

６

６ ６

６

６

６

６

７

７

６
６

８

６

９

９

集会室(１)東集会室(１)西

湯沸室

倉庫

業務所

外部倉庫

湯沸室

玄関
ホール

集会室(２)

女子便所

上部吹抜

男子便所

物入

化粧梁（120×450）
（構造用集成材）

木製カーテンボックス（天井埋込）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

ミニキッチン

化粧梁（120×450）
（構造用集成材）

カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製
木製カーテンボックス

レンジフード

３

５

外部倉庫 器具庫 倉庫

☆2

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

移動間仕切壁

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

木製カーテンボックス（天井埋込）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

木製カーテンボックス（天井埋込）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

☆1

☆
1

９

９

９

９

吊戸棚

木製カーテンボックス（天井埋込）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

木製カーテンボックス（天井埋込）
カーテンレール（Ｗ）：ステンレス製

レンジフード

ピクチャーレール

天井点検口（アルミ製 450*450）

ピクチャーレール（壁付）詳細図

無着色アルマイト仕上
召合せ形材

３３

３

３

９

10

母屋： SOP.３回塗り

見切縁 35× 20(35× 45)　 CL

10

10

３

倉庫

３

物入３

小屋裏内隔壁：両面ＰＢ t=12.5+12.5張り　準耐火構造

平成29年 3月

１階　天井伏図　　　　S=1/100

多目的
便所

凡　例

A25

スライディングウォール詳細図

天井面仕上材

木胴縁21*42

木部深さ
20mm以上

塩ビジョイナー

木部深さ　20mm以上
取付ﾈｼﾞﾋﾟｯﾁ 300mm以内

L-50*50*4　＠900以内

石こうボード厚12.5
ビニルクロス貼

石こうボード厚12.5
ビニルクロス貼

石こうボード厚12.5
ビニルクロス貼

木胴縁21*42

1,820

455 455

2
,7

0
0

500

63 75

10
0

25
10

5
25

3

1
5

10
2
5

SL
W
 
H=

C
H=

5015
65

W=
545

5
2

48

20 5

8,645 8,645 3,640

20,930

7,
2
8
0

1
,
8
20

2,
7
3
0

5
,
46

0

7,
2
8
0

4
,5

5
0

5
,
46

0

1
7
,
29

0

3
5
0

3
5
0

8

1
9.

5

8

19.5

12.5

天井伏図,雑詳細図
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A3：

株式会社 黒川建築事務所

一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

構造用合板 t=28

シナ合板 t=5.5 張り

シナ合板 t=5.5 張り

外部倉庫 器具庫

野縁：45×45

大引 105×105

Ｈ＝100
タモ集成材 ＣＬ

Ｄ－１

屋根

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

野地板：複合板 t=40

石膏ボード捨張 t=9.5

岩綿吸音版 t=9張

吊木受：丸太末口φ80

吊木　：45×45

垂木掛：60×120

玄関
ポーチ

カラーガルバリウム鋼板

野地板：複合板 t=40

縦葺き

（木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25＋ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=15）

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

グラスウール

野縁：45×45

垂木　：45×120 ＠455

母屋　：120×120＠1820

屋外倉庫廻り詳細図 Ｄ－２ 玄関廻り詳細図

土間コンクリートt=150

磁器質タイル 300角貼

モルタル下地　ｔ＝30

土間コンクリートt=150

磁器質タイル 300角貼

モルタル下地　ｔ＝30 構造用合板 t=28

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ３種ｂ t=35

大引 105×105

SUS床見切W=40

瓦葺きケラバ 詳細図  カラーガルバリウム鋼板ケラバ 詳細図  天井下地 詳細図

設計ＧＬ

300角磁器タイル貼

モルタル金ゴテ仕上

業務所

大引掛 桧 60× 105

鋼製束

高基礎 詳細図

Ｄ－３

Ｄ－４

Ｄ－５ Ｄ－６ Ｄ－７

高基礎部分詳細図

基礎部分詳細図

１/３０ １/３０ １/１０

１/１０

１/１０１/１０ １/５

ケイ酸カルシウム板　t=6.0

ＥＰ塗　（一部有孔板）

野縁：45×45

母屋：120×120 SOP.3回塗

母屋：120×120 SOP.3回塗

ステンレスグレーチング  W=200

細目ノンスリップタイプ
ステンレス受枠付

樋受金物：ステンレス＠600以下

軒樋：塩ビ 角樋 W=120

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

40

20

5

ケイ酸カルシウム板　t=6.0

野縁：45×45

捨水切 SUS304 t=0.3

垂木　：45×120 ＠455

屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

野地板：複合板 t=40

母屋　：120×120＠1820

ケイ酸カルシウム板　t=6.0

野縁：45×45

カラーガルバリウム鋼板ケラバ包み

防火構造用サイディング板（窯業系）

透湿防水シート張り

ｔ=16縦張(金具止め工法)塗装品

カラーガルバリウム鋼板 縦葺き

母屋：120×120 SOP.3回塗

母屋：120×120 SOP.3回塗

垂木　：45×120 ＠455

屋根

陶器引掛桟平板瓦葺き 

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

＠ 455 ＠ 455 ＠ 455 ＠ 455

柱又は管柱

杉  45× 45

吊木

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ３種ｂ t=35

雑詳細図（１） 1/30

1/60

鉄筋 縦横D10・D13@200

ステンレス見切
100×25

鉄筋 縦横 D10・D13 @200

スタイロフォームt＝210スタイロフォームt＝190

120×45
外壁部：垂木２本

広子舞：90×40

吊木  杉  30× 36

野縁  杉  45× 45

野縁受  杉  45× 45

（片あり欠込 釘打）

釘打（2本）

ＰＢ  t=9.5捨貼

岩綿吸音板  t=9

120×45

4
4

鼻隠:押出成形板 t=24 H=200

鼻隠:押出成形板 t=24 H=200

設計ＧＬ

均しモルタル

基礎パッキン

土台 120×120（桧）

モルタル金ゴテ仕上

捨てコンクリート t=40

（ 2㎜以下の網入）

基礎 詳細図

鋼製束＠910

砕石 Ｃ-40 ランマー転圧

1
5

20

2
8

2
0

1
0

防湿シート 

ポリエチレンフィルム t=0.15

縦通気胴縁：21×42 @455

防火構造用サイディング板（窯業系）

透湿防水シート張り

ｔ=16横張(金具止め工法)塗装品
縦胴縁：21×42@ 455 通気工法

防火構造用サイディング板（窯業系）

透湿防水シート張り

ｔ=16横張(金具止め工法)塗装品
縦胴縁：21×42@ 455 通気工法

設計ＧＬ

１ＦＬ １ＦＬ

設計ＧＬ

竪樋：塩ビ管φ=65
　　　自在ドレイン

ケイ酸カルシウム板　t=6.0

野縁：45×45

鼻隠:押出成形板　H=240

竪樋：塩ビ管φ=65
　　　自在ドレイン

軒樋：塩ビ 角樋 W=120

ｔ=16横張(金具止め工法)塗装品
縦胴縁：21×42@ 455 通気工法

防火構造用サイディング板（窯業系）

透湿防水シート張り

左袖瓦
登り淀 40x45

瓦桟 30x15
（防腐処理）

流桟

120×45

ＥＰ塗　

防火サイディング t=16

透湿防水シート

（窯業系）

縦胴縁 21×42 ＠ 455
通気工法

水切：ガルバリウム鋼板 t=0.35

巾木：25× 100

屋根

陶器引掛桟平板瓦葺き 

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

垂木　：45×120 ＠455

（防腐処理）
瓦桟 30x15

120×45
外壁部：垂木２本

捨水切 SUS304 t=0.3

登り淀 40x45

10

2.5

120×45

耐火野地板：硬質木片セメント板 t=25

耐火野地板：硬質木片セメント板 t=25

ビニル床タイルｔ＝3.0

耐水合板ｔ＝12

グラスウール 24kg／m3 ｱ100-A 24kg／m3 ｱ100-A

１時間耐火構造１時間耐火構造

１時間耐火構造

１時間耐火構造

巾木：12×100

鼻隠:押出成形板　H=240
　　　厚23

ホール

平成29年 3月

スタイロフォーム

タモ集成材 ＣＬ
Ｈ＝100

無石綿ケイ酸カルシウム板
t=6 ＥＰ塗装

無石綿ケイ酸カルシウム板

t=6 目透かし貼 ＥＰ塗装

グラスウール

野縁：45×45 @455

24kg／m3 ｱ100-A

土間コンクリートt=150

防水モルタル金ゴテ

鉄筋 縦横 D10・D13 @200

49.45
49.50

48.90

48.90

49.10

49.50

A26

スタイロフォームt=190

ビニル床タイル貼　ｔ＝3.0（木目調）

耐水合板　厚12
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代表取締役　池田寛彦
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設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

1/10

1/101/10木製引違い扉

カーテンボックス(埋込) カーテンボックス(露出) カラーアルミ面格子(建具工事)便所内Ｌ型手摺1/5 1/5

木製開き扉

1/20

アルミ押出形材t=1.0

※アルミ形材寸法は参考でありメーカー寸法とする。

ライニング甲板 1/10Ｄ－８ Ｄ－９

Ｄ－12 Ｄ－13 Ｄ－14 Ｄ－15

Ｄ－10 1/10湯沸室調理台詳細図

構造用合板 t=24

複合１種フローリング t=15

45× 120

構造用合板 t=24

複合１種フローリング t=15

ビニルクロス貼

土台120×120

大引105×105

土台120×120

大引105×105

柱　120×120柱　120×120

床見切 40×15　堅木集成材

耐水合板t=12

構造用合板t=24

ビニール床シートt=3.0

ビニルクロス貼

大引105×105

土台120×120

塩ビ見切塩ビ見切

胴縁 21×42＠303 胴縁 21×42＠303

45×120

45×120

25×45

構造用合板 t=24

耐水合板 t=12

ビニル床シート貼　t=3.0

土台

小便器手摺：

軟質塩化ビニル被覆

ビニルクロス貼

@303

胴縁 21×42

耐水合板板 t=12

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼  t=3

構造用合板 t=24

Ｌ型手摺：ステンレス 34Φ

軟質塩化ビニル被覆

紙巻器(機械工事)

ビニルクロス貼

ライニング甲板：

3

H
=
2
,
0
0
0

C
H
=
2
,
5
0
0
、

2
,
7
0
0

H
=
2
,
0
0
0

C
H
=
2
,
5
0
0
、

2
,
7
0
0

ＷＷ

ＦＬ

4

6060

21

12.5

40

14.521

12.5

21

12.5

14.5

40

1
2
.
5

2
1

1
0

2
1

1
0

10

8
15

60

3715
8

60

37

3636

4
5

1
5

8
1
2
2
5

1
2
.
5

2
1

2
1

1
0

1
0

34

4
5

1
5

1
2

8
2
5

4545

12.512.5

12.5

10 21

30

腰壁:耐水ＰＢt=12.5下地

ステンレス34Φ

P.B ア =9.5 捨貼下地

岩綿吸音板 t=9

P.B t=12.5

P.B t=9.5 捨貼下地

P.B t=12.5

岩綿吸音板 t=9

P.B t=9.5 捨貼下地

岩綿吸音板 t=9

P.B t=9.5 捨貼下地

岩綿吸音板 t=9

P.B t=9.5

1/10

1/20

Ｈ

格子
20×35@100

6
5

50 50

Ｗ

男子便所、女子便所

湯沸室

Ｗ Ｈ

1,800

1,800

　900

1,500

1,100

　900

箇所数

3

1

2

業務所・集会室(２）（自治会室）

場所

6
3

3
5

2
0

20 100 100

ヨコ桟

20×40

6
5

20×40
ヨコ桟

調理台　　　：株式会社岡村製作所　93P5CE　同等

2,550

コンロ、オーブンレンジ

12
8

12

Ｄ－11

ポストフォーム

12.5

2
0

15

45*45

45*45＠455

45*45（手摺取付補強）
L=1030

1515
8

ビニルクロス貼

157×25

サ
ッ

シ
Ｈ

P.B t=12.5

グラスウール 10kg／m3 t=100

防火サイディング

45× 45

21
21

21

タモ集成材

ＣＬ塗

吊木

Ｆ
Ｌ

＋
2
,
2
0
0

1
0

タモ集成材

ＣＬ塗

＠600以下
補強金物t=6

ビニルクロス貼

Ｆ
Ｌ

＋
2
,
3
0
0

サ
ッ

シ
Ｈ

25

グラスウール 10kg／m3 t=100

P.B t=12.5

防火サイディング

21

45×45

レンジフード：富士工業株式会社　CBLRF-3R-901　同等

平成29年 3月

雑詳細図　（2） A27
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一級建築士 登録第100527号

代表取締役　黒川 喜洋彦

一級建築士 登録第256338号

構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　池田寛彦

株式会社 ＥＲＣデザイン

設 計製

図

検

図
愛知県建設部建築局公営住宅課

縮尺

図面番号

№

平針住宅集会所建設工事

1/10

ミニキッチン

避難経路図下足箱 室名札 掲示板1/20 1/3

看名板 1/5,1/10ピクトサイン

流し台セット

1/5

1/20 1/20

1/20

取付穴 6φ

枠：アルミ製

設置位置：集会室（１），ホール

合板 厚5.5 2類

排水管穴明け　 110φ

排水管穴明け　 110φ
（底板に現場にて施工）

排水トラップ

(ゴミ収納器付 

配管工事別途)

(電気工事)
一次電源

一次電源直結
(電気工事 )

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

９００Ｌシンク  給水・排水管位置図　 S=1/20 ９００Ｌシンク  天板見下図　 S=1/20

一次電源（電気工事）
給水管立上げ

190φ穴明け （底板に現場にて施工）
250角 ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(ビス止メ )

包丁差し

蛍光灯15Ｗ

単水栓

中仕切り 17ｔ

下り壁：耐水P.B○ア 12.5

ビニルクロス【Ａ】貼

バックガード

流し台

ガス台

側面ステンレス貼り
厚0.6

シーリング

レンジフード

シーリング

不燃化粧板貼

（機械工事）

下り壁：ビニルクロス貼

吊戸棚

ステンレス水切棚

下端、側面：不燃化粧板張り

吊戸棚

換気扇用フードカバー
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ガス台
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アクリル板t=3

※ 表示の詳細は、消防署と要協議のこと

表示／カッテングシート

集会室 集会室 湯沸室

現在地玄関

業務所

避難口 避難口

ホール

集会室
(2)

6
0
0

105･15

表示面：アクリル マット板 3.0t 四方面取り 

表示：塩ビシート(1色)切り文字貼り

集会室

3

アルミ形材アルマイト仕上げ

・男子便所

・女子便所に設置

※ステンレス箱文字　ＨＬ仕上

字体は、ＡＲ隷書体Ｍとし、それぞれ７文字とする

カッティングシート貼

ＦＬ

折り返し付

水切下地及びブラケット

（内装部品）

水切

小口共（水勾配付）

シーリング

SUS304 厚 0.6

8
0
0

雑詳細図（３） 1/20

1/40

垂木：45×120 @455
添え垂木：45×120

間柱受

石膏ボード t=12.5+12.5張り
胴縁：21×42 @303

業務所倉庫

間柱：45×120 @455

野地板：複合板 t=40

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5張り

ＦＬ

3
,0
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,
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00

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5張り

石膏ボード t=12.5+12.5張り
胴縁：21×42 @303

クロス張り

梁天

タモ集成材 ＣＬ

Ｈ＝100 Ｈ＝100

タモ集成材 ＣＬ

胴縁：21×42 @303

耐水石膏ボード t=12.5張り
クロス張り

Ｄ－25 業務所廻り遮音壁 1/20

ビニールレザークロス貼
（マグネット対応）

｢平針住宅集会所｣ ｢平針住宅業務所｣

ビニルクロス貼

集会室(２枚)、湯沸室

業務所、集会室(2)の名称、

平成29年 3月

・多目的便所

多目的便所
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木工事軸組工法　特記仕様書(１)

ｽｸﾘｭｳ釘
六角ﾎﾞﾙﾄ締め

かね折り金物

短冊金物(S) 六角ﾎﾞﾙﾄ締め

ｽｸﾘｭｳ釘

羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

２階梁

胴
差

胴
差

通
し
柱

通
し
柱

通
し
柱

通
し
柱

2階
梁

羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

短冊金物(S)

2階
梁

羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

■

本工事における構造の骨組（架構体）,下地骨組,造作,仕上げの木工事に適用する。

特記事項は ■印の付いたものを適用する。

５．仕口を固める楔，栓は堅木とする。又雇い材は骨組材と同材以上または堅木とする。

６．構造用に用いる集成材は、構造用集成材のＪＡＳに適合若しは化粧ばり集成材のＪＡＳに適合するもの

　　又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

７．各種ボード類

４．目視等級区分の針葉樹構造用製材規格については以下の通りＪＡＳによる。

３．見掛かりの造作用柱,板用製材の品質は、製材のＪＡＳで定める上小節以上のものとし,心持材の場合は背割りを行ったものとする。

２．構造材に用いる製材の品質は、構造用製材のＪＡＳに適合したものまたは製材のＪＡＳで定める１等以上とする。

１．素材及び製材の品質は、日本農林規格（ＪＡＳ）の規定がある場合は、すべてこの規格に適合したものとする。

　（１）合板の品質は、構造用合板若しくは普通合板等のＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

　（２）構造用パネルの品質は、構造用パネルのＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

　（３）ハードボード、硬質木片セメント板、シージングボード、石膏ボード、及びラスシートの品質は

　　　　それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

　（４）パーティクルボード、ＭＤＦ（ミディアム・デンシティ・ファイバーボード）の品質は

　　　　それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

木材の品質

一般事項

乙種構造材

（柱材など）

甲種構造材（構造用Ⅱ）

（短辺が9㎝以上の横物）

甲種構造材（構造用Ⅰ）

（短辺が9㎝未満の横物）

乾 燥 １．木材の工事現場搬入時の含水率は下記による。

２．針葉樹材についてはＪＡＳ区分に準じ、以下の通りとする。

　　※ 特記なき場合は乾燥材Ｄ２５（含水率２５％以下）とする。

３．天然乾燥材については、乾燥材Ｄ２５（含水率２５％）を目標とし、係員の承諾を得る。

１．木材の寸法については、ＪＡＳに準じて、材長の不足は認めない。断面寸法については下記による。指定寸法

ＪＡＳによる乾燥材 未乾燥材

材の短辺及び長辺

表示寸法と許容誤差

９０mm以上 ９０mm未満

±１．５mm ±１．０mm

９０mm以上

＋３．０～０mm

３６mm以上９０mm未満

＋２．０～０mm

３６mm未満

＋１．０～０mm

材料検査 １．構造材については、係員の検査を受けた後施工するものとする。

２．その他の材についてはその都度係員の承諾を得るものとする。

土台と基礎や軸組相互の端部などの構造耐力上主要な部分である継手・仕口などは接合金物等を使用し効率よく緊結する。

接合金物は品質及び耐力等の性能が明らかで良質なものを選択する。（Ｚマーク表示金物）及びＺマーク表示金物同等認定品以上とする。

諸金物

防腐、防虫

処理 ２．外部モルタル塗となる下地板等の面は地盤面より高さ１．０ｍまでと、台所、浴室等、湿気のある場所の軸組

　　及び下地材が木質の場合も防腐剤塗とする。

防蟻処理

部　　位

材　種

　　　　　　ただし、多雪区域内（「建築基準法施行令第８６条第２項ただし書の規定より特定行政庁が指定する区域」以下同じ）においては

　　　　　　１０５mm×１０５mm以上とする。

　　　　２，継手は、柱及び床下換気孔の位置は避ける。

仕   口 □

襟輪小根柄差し 片蟻掛け 大入れ蟻掛け 大入れ柄差し

継  手 □

金輪継ぎ 腰掛鎌継ぎ 腰掛あり継ぎ

□ その他（　　　　　）

□ その他（　　　　　）

火打土台 材　種

　　　　□ 火打金物

工　法　火打土台は次のいずれかによる。

　　　　１．木材の火打土台とする場合は、次による。

　　　　　　イ．断面寸法は45mm×90mm以上とする。

２．鋼製火打とする場合は、特記による。

３．火打土台を省略する場合は、下記による。

　　　　　　イ．床下地板の品質は、構造用合板のＪＡＳに適合するもので種類は1類とし厚さ12mm以上、パ－ティクルボ－ドの

　　　　　　　　ＪＩＳに適合するもので種類は13Ｐまたは13Ｍ以上とし厚さ15mm以上、又は構造用パネルのＪＡＳに適合するものとする。

　　　　　　ロ．床下地板の張り方は、床下地板の長手方向を根太と直交させ、且つ千鳥張りとし土台及び大引に20mm以上のせて釘打ちとする。

　　　　　　　　床下地板は根太等の受け材上で突付継ぎとする。

　　　　　　ハ．床下地材の釘打ちは床下地材の4周辺をＮ50釘を用い釘打ち間隔150mm以下で、根太、大引、土台及び受け材に平打ちして固定する。

仕　口

傾ぎ大入れほぞ差し

□

傾ぎ入れ傾ぎ胴付きホルト締め

□

土　台

床　組

大　引 材　種

　　　　□ 保存処理製材　 □ 土台用加圧式防腐処理木材　 □ その他（　　　　　　　　　　）

　　　　□ その他（　　　　　）

工　法

　　　　２，継手は、床束芯から150mm内外持ち出し、Ｎ75釘2本打ちとする。

□ □

大入れ蟻掛け 腰掛け蟻 乗せ掛け

□ その他（　　　　　）仕　口

　　　　註　上記仕口はいずれもＮ75釘2本斜め打ちとする。

継　手

腰掛あり継ぎ

□ その他（　　　　　）□

相欠き継ぎ

床　束 材　種

工　法　１，断面寸法は90㎜×90mmを標準とする。

　　　　２，継手は、上部仕口は、補強金物にて緊結する。

　　　　３．鋼製・合成樹脂製等の束とする場合は、各製造所の仕様による。

仕　口 □ □

道切りほぞ差し びんた延ばし 突付け 目違いほぞ差し 鋼製束

２階床梁 材　種

胴　差

け　た
　　　　□　　　　　□ 

工　法　１．断面寸法は、荷重の状態、スパン、梁間隔等を勘案して構造計算等により適切なもの特記する。

　　　　２．継手は梁を受ける柱間を避け、柱より150mm内外持ち出した位置に設ける。

　　　　３．横架材の中央部分付近の下側に耐力上支障のある欠込みをしてはならない。

　　　　４．柱又は、横架材との仕口部分は補強金物にて緊結する。

■ 一級　□ 二級　□ 三級 ■ 一級　□ 二級　□ 三級 ■ 一級　□ 二級　□ 三級

　　□ 乾燥材 Ｄ２５　　■ 乾燥材 Ｄ２０　　□ 乾燥材 Ｄ１５

□ 行わない　　■ 行なう（　　　　　　　　　　）

　　　　■ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ ひば　 □ べいひば　 □ こうやまき　 □ くり　 □ けやき　 □ からまつ

■ ■

□ ■

１．防腐剤は、天然防蟻防腐剤とする。

工　法　１，断面寸法は柱と同じ寸法以上とし１２０㎜×１２０mmを標準とする。

■

根　太 材　種

工　法　１，断面寸法は45㎜×45mmを標準とする。

　　　　　　ただし、２階床の床梁間隔が900mm内外の場合は45mm×60mm以上とし、また２階梁間隔又は１階大引間隔がそれぞれ1.800mm内外の

　　　　　　場合は45mm×105mm間隔を標準とする。

　　　　２，根太間隔は、畳床の場合は450mm内外とし、その他の場合は300mm内外とする。

継　　手 □ □

大入れ落しこみ渡あご掛け置き渡し突付け継ぎ

□

根太受け金物

根太掛け 材　種

工　法　１，断面寸法は30㎜×90mmを標準とする。

　　　　２，継手は、柱芯で突付け継ぎとし、Ｎ75釘2本を平打ちとする。

　　　　３，留めつけは、柱,間柱当たりにＮ75釘２本を平打ちする。

柱 材　種（見えがかり）

　　　（見え隠れ）

　　　　２，通し柱の断面寸法は、120㎜×120㎜を標準とする。

　　　　３，横架材との仕口は、特記なき限り上下とも長柄差し込み栓打ちとする。

　　　　４，隅柱の下部は、特記なき限り短ほぞ差しとし、かど金物(CP･L)当て釘打ちとする。

　　　　５，筋かいの下端部が取り付く柱と横架材との仕口は柱の上下とも長ほぞ差しとし、込み栓打ちとする。

　　　　６，隅柱と土台との仕口は特記による。ただし、筋かいの取付隅柱については別に特記する。

間　柱 材 　種

工　法　１，横架材との仕口は、上部ほぞ差し下部突付けとし、下部はＮ75釘2本を斜め打ちする。

　　　　２，筋かい当たりは、間柱を欠き、Ｎ75釘2本を平打ちする。

　　　　３，通し貫当たりは、添付てＮ65釘2本を平打ちする。

仕　口 □ □ □ □

認定仕口金物

　　　　□ すぎ　 ■ ひのき　 □ べいつが　 □ 化粧貼構造用集成材　 □ 　　　　　　 □ 　　　　　　 

　　　　■ ひのき　 □ べいつが　 □ 　　　　　　 □ 　　　　　　 　□ 　　　　　　 □ 　　　　　　 

註.）根がらみ貫の樹種は杉とし、大引きと直角方向の根がらみは束ごと、大引きと平行の根がらみ感覚は２ｍ内外とする。

　　 但し、床高１ｍ以下の場合は大引き平行の根がらみを省略できるものとする。

■

　　　　　　・床梁+間仕切桁、床梁、大梁、敷梁：

 の場合は、渡りあご掛け両面手違いかすがい打ち

　　　　　　・床梁+胴差：すべりあご掛け両面手違いかすがい打ち

 の場合は、大入れ蟻掛け羽子板ボルト φ13締め

仕　口

　　　　□ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ ひば　 □ べいひば　 □ からまつ　 □ べいまつ

□

　　　　□ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ すぎ　 □ べいまつ　 □ あかまつ　 □ くろまつ　 □ からまつ　 □ べいつが

　　　　□ すぎ　 □ ひのき　 □ べいまつ　 □ あかまつ　 □ くろまつ　 □ からまつ　 □ べいつが　 □ その他（　　　　　）

□ □

　　　　□ すぎ　 □ べいまつ　 □ あかまつ　 □ くろまつ　 □ からまつ　 □ べいつが　 □ その他（　　　　　）

　　　　■ すぎ　 □ ひのき　 □ べいまつ　 □ あかまつ　 □ くろまつ　 □ からまつ　 □ べいつが　 □ その他（　　　　　）

小根柄

土台割楔 土台

土台

土台

土台 土台

土台

割楔

柱の柄穴

込栓

土台 土台 土台

土台
火打土台
Ｎ90釘2本打ち

土台
火打土台

土台
火打土台
（90mm×90mm以上） （90mm×90mm以上） （90mm×45mm以上）

大引

土台

大引

土台 土台

大引

大引
柱

添え束

土台

大引大引大引

かすがい

床束 床束

大引

平金物SN-12

床束 床束

大引

平金物SN-12
　　又はかすがい 　　又はかすがい

Ｎ75釘２本斜め打ち Ｎ65釘２本平打ち Ｎ75釘２本斜め打ち

Ｎ75釘２本斜め打ち

Ｎ75釘２本斜め打ち Ｎ75釘２本斜め打ちＮ75釘２本斜め打ちＮ90釘２本平打ち

床束

大引 大引

床束 床束

大引

床束

大引

平 ほ ぞ 短 ほ ぞ 小根ほぞ 扇 ほ ぞ 長 ほ ぞ 

(B)(A)

(かたぎ大入れ短ほぞ差し)Ｔ 字 仕 口

　　　　■ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ すぎ　 □ べいまつ　 □ あかまつ　 □ くろまつ　 □ からまつ　 □ べいつが

■ ■

　　　　１，断面寸法は105㎜×105mmを標準とし、他は設計図による。

■

　　　　■ 鋼製束　 □ 合成樹脂製束

■□ □

工　法　１，柱の断面寸法は120㎜×120㎜を標準とする。

　　　　■ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ あかまつ　 □ くろまつ　　□ からまつ　 □ べいまつ　 □ べいつが

継  手

ｺｰﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ＋CPQﾋﾞｽ
　　（浮上り・移動防止）

2階ばり継手（台持継ぎ）(追掛大せん継ぎ)

(洋　風)

大せん

アンカーボルト φ13

筋かい

耐力壁 材　種

　　　　□ その他（　　　　　）

筋かいによる耐力壁

　　　　　　２．見付け平使いとし、上下端部の仕口は告示１４６０号に適合した方法とする。

　　　　　　３．筋かいが間柱と取り合う部分は、間柱を筋かいの厚さだけ欠きとって筋かいを通す。

大壁造の面材耐力壁

　　　　　　１．面材による耐力壁は、面材の種類により釘の種類・間隔が異なるので、告示1100号に適合していることを確認する。

　　　　　　２．柱と横架材の接合部は、特記なき限り　告示１４６０号による金物等により補強する。

　　　　　　３．構造用面材は横張り又は縦張りとする場合で、やむをえず、梁，柱等以外で継ぐ場合は、断面は４５mmｘ１００mm以上とする。

　　　　　　４．構造用合板については、屋外に面する壁、及び常時湿潤状態になる恐れのある壁には「特類」を使用し、「１類」は室内に使用する。

　　　　　　５．１階及び２階部の上下同位置に構造用面材の耐力壁を設ける場合は、胴差部において、構造用面材相互間に６mm以上のあきを設ける。

筋かいによる耐力壁

　　　　■ すぎ　 □ べいつが　 □ 構造用合板7.5mm以上　 □ 構造用パネルパーティクルボード12mm以上　 □ ハードボード5mm以上

火打梁 材　種

　　　　□ 火打金物

　　　　１．木材の火打梁とする場合は、次による。

　　　　　　イ．断面寸法は90mm×90mm以上とする。

　　　　　　ロ．梁・胴差・桁等との仕口は、傾ぎ大入れとし、六角ボルト閉めとする。

　　　　　　　　但し、梁・胴差・桁等の上端又は下端に取付ける場合は、渡りあご又はすべりあごとし

　　　　　　　　いずれも六角ボルト締めとする。

　　　　２．鋼製火打とする場合は、特記による。

　　　　３．火打梁を省略する場合は、火打土台の項に準じる。

工　法　火打梁は次のいずれかによる。

告示1460号１項の金物

告示1460号2項の金物

告示1460号2項の金物

告示1460号１項の金物

告示1460号１項の金物

アンカーボルト

たすき掛け筋かい交差部

間柱

筋かい

N75釘両面打ち

柱

角根平頭ボルト

ホールダウン金物筋かい45ｘ90

筋かいプレート
　　BP-2 M12

　　　（S-HD20）
ホールダウン金物
　　　（S-HD20）

筋かい45ｘ90

筋かいプレート
　　BP-2

200mm以内

　　　　■ ひのき　 □ べいひのき　 □ たいわんひのき　 □ ひば　 □ べいひば　 □ からまつ　 □ べいまつ

木造筋かい　１．断面寸法は30mmｘ90mm以上とする。（本計画は45㎜×90㎜を使用）

株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事

A1：

A3：

N,S

N,S
S01

平成29年 3月

木工事標準仕様書１



柱

土台 土台 土台 土台

基礎基礎基礎基礎

柱 柱 柱
９φ

筋かい
Ｎ６５を５本以上

Ｎ６５を５本以上

Ｎ65を3本以上

Ｎ65を4本以上

鋼板1.6mm

筋かい

径12mm以上のボルト締め

Ｎ５０を５本以上

Ｎ５０を５本以上

鋼板2.2mm

筋かい

径12mm以上のボルト
ＺＳ５０を７本以上

筋かい

径12mmのボルト

柱

土台

基礎

Ｎ50＠150mm

釘の増し打ちN50

かど金物(CP･L)
ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

かど金物
土台

けた

筋かい

土台

胴差 胴差

柱

ひら金物(SM-12)込み栓(18×18程度)
堅木　(楢、樫)

かど金物(CP・T)山形ﾌﾟﾚｰﾄ(VP)

かど金物(CP･L) 込み栓(18×18程度)
堅木　(楢、樫)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

かど金物
土台

筋かい

胴差

土台

けた

胴差

柱

山形ﾌﾟﾚｰﾄ(VP) かど金物(CP・T) 込み栓(18×18程度)
堅木　(楢、樫)

ひら金物(SM-12)

山形ﾌﾟﾚｰﾄ(VP) かど金物(CP・T) 込み栓(18×18程度)
堅木　(楢、樫)

横架材

胴つなぎ

こみ栓

構造用合板等

柱

受材

土台

こみ栓

受材

横架材
こみ栓

貫

柱

貫

構造用合板等

こみ栓

柱 釘N75＠300mm

受材

受材

くさび

貫

土台

こみ栓

土台

こみ栓

釘N75＠300mm

受材

受材

間柱

受材

柱

間柱

貫

CP・Tかど金物
CP・T

構造用合板等

釘間隔Ｎ50＠150mm

アンカーボルト

間柱

横架材

胴つなぎ

告示1460号2項の金物

200mm以内

木工事軸組工法　特記仕様書(２)

6mm以上

6
10
m
m

以
内

以
内

6
1
0m
m

以
内

6
1
0m
m

以
内

3
0
0
mm

以
内

以
内

3
0
0
m
m

6
10
m
m

かど金物
ひら金物(SM-12)

横架材

柱

かすがい

柱

横架材 横架材

柱

横架材

柱

羽子板ボルト　SB-F2.SB-E2 羽子板ボルト　SB-F2.SB-E2

横架材

柱

山型 プレート　ＶＰ

太め釘　ＺＮ90　8本

かど金物　ＣＰ・Ｌ

太め釘　ＺＮ65　10本

梁・・・角座付ボルト　Ｍ１２

柱・・・六角ボルト　Ｍ１２　
　　　六角ナット　Ｍ１２
　　　角座金　Ｗ 4.5×40

　　　六角ナット　Ｍ１２
　　　角座金　Ｗ 4.5×40

梁・・・角座付ボルト　Ｍ１２

柱・・・六角ボルト　Ｍ１２　
　　　六角ナット　Ｍ１２
　　　角座金　Ｗ 4.5×40

　　　　　スクリュー釘　ＺＳ５０

　　　六角ナット　Ｍ１２
　　　角座金　Ｗ 4.5×40

羽子板ボルト　SB-F2 ホールダウン金物　S-HD10

横架材 横架材

柱 柱

柱・・・六角ボルト　Ｍ12

梁・・・六角ナット　Ｍ12

角座金付ボルト　Ｍ16
六角ナット　Ｍ16*2個

六角ナット　Ｍ12*2個

　　　　六角ナット　Ｍ12
　　　　　角座金　Ｗ 4.5×40

　　　　　角座金　Ｗ 4.5×40

　　　　フラット角根ボルト　Ｍ12*2本

　　バネ付丸座金　Ｗ 4.5*2枚

かすがい
かど金物　ＣＰ・Ｌ

太めくぎ　ＺＮ65（10本）
山型 プレート　ＶＰ

太めくぎ　ＺＮ90（8本）

六角ボルト　Ｍ12

羽子板ボルト　Ｍ12

六角ボルト　Ｍ12

ホールダウン金物

耐力10Ｋｎ
引寄せボルト　Ｍ16

柱 柱 柱

横架材 横架材 横架材

柱柱柱

かど金物　ＣＰ・Ｌ 短ざく金物 Ｓ　短ざく金物　FS-360/82220

柱

横架材

柱

バネ付座金　Ｗ4.5 フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力10Ｋｎ

引寄せボルト　Ｍ16

フラット角ボルト　Ｍ12

リングネイル　ＦＲＮ55
フラット型 短ざく金物

山型 プレート　ＶＰ

太めくぎ　ＺＮ90（8本）

かど金物　ＣＰ・Ｌ

太めくぎ　ＺＮ65（10本）

柱

基礎

柱

基礎

柱

基礎

山型 プレート　ＶＰ

太め釘　ＺＮ90　8本

柱

基礎

かど金物　ＣＰ・Ｌ

太め釘　ＺＮ65　10本

かすがい

柱

土台

基礎

かど金物　ＣＰ・Ｌ

太めくぎ　ＺＮ65（10本）
かすがい

Ｚ山型 プレート　ＶＰ

太めくぎ　ＺＮ90（8本）

両引き羽子板金物　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力10Ｋｎ

フラットボルト　Ｍ12

角座付引寄せボルト　Ｍ16

アンカーボルト　M12　L=450

150㎜以内

両引き羽子板金物(Ｌ型 羽子板金物)

土台・・丸座金付ボルト　Ｍ12 土台・・角座金付ボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　S-HD10

　　六角ナット　Ｍ16
　　　 バネ付丸座金　Ｗ4.5

　　六角ナット　Ｍ12

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12×2本
　　　　六角ナット　Ｍ12×2個

　　　 バネ付丸座金　Ｗ4.5 　　　　フラット丸座金　×2枚

　　六角ナット　Ｍ12
柱・・・六角ボルト　Ｍ12　　

土台土台土台土台

ホールダウン金物　S-HD10×2

両引きボルト　Ｍ16　

六角ナット　Ｍ16×2個

フラット角根ボルト　Ｍ12×2本×2

六角ナット　Ｍ12×2個×2

バネ付丸座金　Ｗ 4.5×2枚×2

柱・・・六角ボルト　Ｍ12×2

 　　　 バネ座金　Ｗ4.5×2

梁・・・リングネイル　ＦＲＮ55×2

山型 プレート　ＶＰ

太め釘　ＺＮ90　8本

角座金　Ｗ 4.5×40×2

梁・・・スクリュー釘　ＺＳ50

六角ナット　Ｍ12×23本

柱・・・六角ボルト　Ｍ12×2

太め釘　ＺＮ65　10本

隅柱と土台の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱）

外周部の主要な隅角部の柱及び構造計算による引き抜き応力が大きい２階の柱は、１階の管柱と接合金物（ホールドダウン金物）で緊結する。

柱と横架材 仕口の分類（筋かいが取り付かない柱の場合）

柱の端部と横架材の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱は除く）

隅柱と土台の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱は除く）

仕口の分類（筋かいが取り付く柱の場合）

１階管柱と２階の柱の緊結

柱の両端部と横架材の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱）

接合金物使用条件

　　　　接合金物の取付・施工は、平成１２年建設省告示代１４６０号を順守し施工する。

　　　　接合金物は、Ｚマーク表示金物、又はＺマーク表示金物同等認定品とする。

　　　　筋かい接合金物は、建設省告示１４６０号対応金物の内より筋かい寸法に合わせ、

　　　　納まりを考慮し最良のものを使用する。

接合金物

接合金物 筋かい端部の接合（告示　１４６０号１項）

　　　　イ．径９mmの鉄筋

柱又は横架材にＪＩＳ規定鉄丸釘ＣＮ９０を８本以上打ち付けたもの。

柱又は、横架材（柱や土台）貫通し、三角座金を介してナット締め、鋼板添え板を用い

　　　　ロ．１.５cm×９cmの木材の筋かい 柱及び横架材を欠き込み、柱及び横架材の双方にＪＩＳ規定鉄丸釘Ｎ６５を５本以上

平打ちしたもの。

　　　　ハ．３cm×９cmの木材の筋かい

釘３本平打ち、柱に対して釘３本平打ち、横架材に対して釘４本平打ちしたもの。

　　　　二．４.５cm×９cmの木材の筋かい 厚さ２.２mm以上の鋼板添え板を用い、筋かいに対して径１２mm以上のボルト及び

長さ５０mm以上のスクリュー釘７本平打ち、柱及び横架材に対してそれぞれ長さ５０mm以上の

スクリュー釘５本平打ちしたもの。

　　　　ホ．９cm×９cmの木材の筋かい 柱又は横架材に、ＪＩＳ強度区分４.６の径１２mmのボルトを用いて一面せん断接合とすること。

大壁造の面材耐力壁

耐力壁 真壁造の面材耐力壁

　　　　１．面材による耐力壁は、面材の種類により釘の種類・間隔が異なるので、告示1100号に適合していることを確認する。

　　　　２．柱と横架材の接合部は、特記なき限り　告示１４６０号による金物等により補強する。

（受材タイプ）

　　　　２．受材は、柱及び梁、桁、土台、その他の横架材にN75以上の釘を30ｃｍ以下の間隔で平打ちとする。

　　　　３．構造用面材は、受け材並びに間柱及び胴つなぎ等に留めつける。

　　　　４．構造用面材を受材以外で継ぐ場合は、間柱又は胴つなぎ等の断面は45mmｘ65mm以上とする。

（貫タイプ）

　　　　２．貫は5本以上設ける。

　　　　３．最上段の貫とその直上の横架材との間隔及び最下段の貫とその直下の横架材との間隔は、おおむね30cm以下とし、

　　　　　　その他の貫の間隔は61cm以下とする。

　　　　４．貫を柱に差し通す場合は、両面からくさび締め又は釘打ちとする。

　　　　５．貫の継手は、おおむね柱心で突付けとする。

　　　　６．柱との仕口は、柱の径の1/2程度差し込みくさび締め又は釘打ちとする。

　　　　７．構造用面材は、貫に確実に留めつける。

　　　　８．構造用面材を継ぐ場合は、貫上で行なう。

　　　　１．受材は30mm×40mm以上とする。

　　　　１．貫は15mm×90mm以上とする。

厚さ１.６mm以上の鋼板添え板を用い、筋かいに対して径１２mm以上のボルト及び

接合金物 柱頭・柱脚の仕口の接合 (告示 １４６０号２項)

金　物 上端箇所金物施工箇所標準図

２階隅柱緊結金物施工箇所標準図

中間箇所金物施工箇所標準図

基礎・土台部分金物施工箇所標準図

イ．短ほぞ差しかど金物

２枚当て釘打ち

ロ．ﾎｰﾙﾄﾞﾀﾞｳﾝ金物による緊結 ハ．落としありかど金物２枚

当て釘打ち　　　　

胴差

柱 柱 柱 柱

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ

（VP）当て釘打ち　　

ロ．短柱ほぞ差しかど金物 ハ．長ほぞ差し込みせん打ち ニ．短柱ほぞ差しひら金物

当て釘打ち　　　 当て釘打ち　　　

イ．短ほぞ差しかど金物

２枚当て釘打ち

ロ．長ほぞ差し込み

せん釘打ち

ハ．ﾎｰﾙﾄﾞﾀﾞｳﾝ金物による緊結 ニ．落としありかど金物２枚

当て釘打ち　　　　

：筋かいの取り付かない柱と横架材の仕口位置

：筋かいの取り付かない隅柱と横架材の仕口位置

：筋かいの下端部が取り付く柱と横架材の仕口位置

：筋かいの上端部が取り付く柱と横架材の仕口位置

：筋かいの取り付く隅柱と土台の仕口位置

胴差

柱 柱 柱 柱

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ

（VP)当て釘打ち　　

ロ．短柱ほぞ差しかど金物

当て釘打ち　　　

ハ．長ほぞ差し込みせん打ち ニ．短柱ほぞ差しひら金物

当て釘打ち　　　

柱 柱 柱 柱

ニ．短柱ほぞ差しひら金物ハ．長ほぞ差し込みせん打ちロ．短柱ほぞ差しかど金物

当て釘打ち　　　

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ

（VP)当て釘打ち　　

イ ロ ハ ニ

ホ

（受材タイプ） （貫タイプ）

アンカーボルト

大壁造の面材耐力壁において、面材の四隅を切り欠いて

山形プレートを柱と横架材に直接釘打ちする場合は

下図のように近傍に釘の増し打ちをする。

100程度

当て釘打ち　　　

胴差 胴差胴差

胴差 胴差 胴差

ろ ろ
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と
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構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №
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木工事軸組工法　特記仕様書(３)

２階隅通し柱・胴差緊結金物施工箇所標準図 通し柱・胴差緊結金物施工箇所標準図

金　物 種類・記号

火打金物

ＨＢ

接　　合　　金　　物

【寸法・形状】

　平くぎZF55

◎使用接合具

　小型角座金W2.3×30

　六角ボルトM12

　六角ナットM12

　角座金W4.5×40

◎用途

　床組及び小屋組の隅角部の補強

ひら金物

ＳＭ-12

【寸法・形状】

◎使用接合具

　太めくぎZN65

◎用途

　かすがいと同様の用途

金　物 種類・記号 接　　合　　金　　物

垂　木 たる木とひねり金物の施工例

棟木・母屋

小屋梁 材 種

工　法　１，末口135mm以上の丸太の継手は、受材上で台持継ぎとし、下木に太柄2本を植え込み．

　　　　２，六角ボルト(M12)2本締めとする。受け材当たりは渡りあごとし、手違いかすがい打ちとする。

　　　　３，末口135mm以下の丸太の継手は、受け材上でやりちがいとし、六角ボルト(M12)2本締めとする。

　　　　４，受け材当たりは渡りあごとし、手違いかすがい打ちとする。

　　　　５，軒桁又は敷桁との仕口は、かぶと蟻掛け又は渡りあごとし、羽子板ボルト締めとする。

小屋束 材 種

棟木・母屋 材 種

材 種

工　法　束に添えつけ、N50釘2本打ちとする。

　　　　振れ止めの断面寸法は貫程度とする。

垂　木 材 種

　　　　２，受け材当たりN75釘で両面を斜め打ちとする。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、N100釘を脳天打ちとすることができる。

　　　　３，軒先部の留め付けは、桁へひねり金物(ST)、折曲げ金物(SF)、又はくら金物(SS)を当て釘打ちとする。

　　　　４，瓦棒葺き屋根の場合の垂木間隔は、瓦棒の留め付け幅と同一とする。

小屋組 継手及び仕口の参考例

小屋ばりの継手

（台持継ぎ）

小屋ばりと軒げたとの仕口

（かぶとあり） （渡たりあご）

　　　考えて、軒げたとはり、軒げたと柱

　　　を一定間隔ごとに交互に緊結する。

（注）羽子板ボルトについては、施工性を

工　法　垂木当たりの欠き込みを考慮して適切な断面寸法とし、継手は束の位置を避け、持ち出し腰掛け蟻継ぎとする。

　　　　■ すぎ　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが　　□ その他（　　　　　）

　　　　■ すぎ　　□ひのき　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが　　□ その他（　　　　　）

工　法　１，継手は乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘2本打ちとする。

　太めくぎ　ＺＮ６５

◎使用接合部

　引張りをうける柱と土台・横架材の接合

◎用途【寸法・形状】

ＣＰ・Ｔ

ＣＰ・Ｌ

かど金物

　太めくぎ　ＺＮ４０

◎使用接合部

【使い方】

　ひねり金物と同様の用途

◎用途【寸法・形状】

ＳＳ

くら金物

　太めくぎ　ＺＮ４０

◎使用接合部

【使い方】

　ひねり金物と同様の用途

◎用途【寸法・形状】

　　　左ひねり）

（右ひねり及び　

ＳＦ

折曲げ金物

【使い方】

◎使用接合部

　六角ボルトM12　L=210・240・270・300・345

　小屋ばりと軒桁、軒桁と柱、胴差と通し柱の連結

　たるきと軒げた、または、もやとの接合

　角座金W4.5×40

　太めくぎ　ＺＮ４０

◎用途【寸法・形状】

（右ひねりのみ）

ＳＴ

ひねり金物

　スクリューくぎ　ZS50

　スクリューくぎZS50

　六角ナットM12

◎使用接合具

　通し柱と胴差の取合

◎用途【寸法・形状】

ＳＡ

かね折り金物

◎用途

　角座金W4.5×40

　六角ナットM12　370・400・430

　六角ボルトM12　L=280・310・340

◎使用接合具

【寸法・形状】羽子板ボルト

SB・E

桁行すじかい

　・振れ止め

横架材横架材

隅通し柱

スクリュー釘　ＺＳ50
六角ボルト　Ｍ12

通し柱

スクリュー釘　ＺＳ50

六角ボルト　Ｍ12

横架材

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力15Ｋｎ

柱 柱 柱

柱

柱

ホールダウン金物　耐力20Ｋｎ

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力25Ｋｎ

引寄せボルト　Ｍ16

フラットボルト　Ｍ12

ユニアンカーボルト　Ｍ16

ユニアンカーボルト　Ｍ16

ユニアンカーボルト　Ｍ１６

フラットボルト　Ｍ12 フラットボルト　Ｍ12

柱 柱 柱

基礎

基礎

基礎

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ20ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ15

　　　　六角ナット　Ｍ16

と ち り

と ち り

t2.3

振れ止めの断面寸法は貫程度とする。

ひねり金物

たる木

横架材

むな木

小屋づか

振れ止め

小屋ばり

小屋ばり

小屋束

小屋ばり

母屋

小屋ばり
柱

野地板

軒げた

タルキ

はり

けた

小屋ばり

軒げた

柱

小屋ばり

けた

軒げた
はり

敷げた
羽子板ボルト

はり

軒げた

t2.3

t2.3

ＣＰ・ＴＣＰ・Ｌ

CP･L
かど金物

隅柱

土台

ＳＳ

ＳＳ
くら金物

 軒桁

 垂木

くら金物

 軒桁

 垂木

t1.2

ＳＳ 棟側の取付け例ＳＳ 軒先側の取付け例

ＳＦ（左ひねり）ＳＦ（右ひねり）

折曲げ金物
ＳＦ

（左ひねり）（右ひねり）

 軒桁

 垂木

ＳＦ
折曲げ金物

 軒桁

 垂木

左ひねり右ひねり

t1.6

勾配５/１０以上

 桁

ひねり金物

垂木

ST-9,ST-12
ひねり金物

 軒桁

 垂木

ＳＴ－１５ＳＴ－９,ＳＴ－１２

t1.6

t1.6

t3.2

軒げた

はり

羽子板ボルト

t3.2

M12

40

L

40
13
0

L

L

20

90
,12

0

15
0

20

80

40
20

18
75

10
0

17
5

50

25

20
0

150

25

20
0

25

25

150

99
0

65

横架材

横架材

フラットボルト　Ｍ12

引寄せボルト　Ｍ16

引寄せボルト　Ｍ16

柱

横架材

両引きボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ20×2

バネ付丸座金　Ｗ4.5×4枚×2
六角ナット　Ｍ12×4個×2
フラット角根ボルト　Ｍ12×4本×2
六角ナット　Ｍ16×2個

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ15×2

両引きボルト　Ｍ16
六角ナット　Ｍ16×2個
フラット角根ボルト　Ｍ12×3本×2
六角ナット　Ｍ12×3個×2
バネ付丸座金　Ｗ4.5×3枚×2

かね折り金物　ＳＡ

六角ナット　Ｍ12×2個

六角ボルト　Ｍ12×2本

角座金　Ｗ4.5×40×2枚
スクリュー釘　ＺＳ50×2本

短ざく金物　Ｓ

六角ボルト　Ｍ12×2本
六角ナット　Ｍ12×2個
角座金　Ｗ4.5×40×2枚

スクリュー釘　ＺＳ50×3本

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12×3本
　　　　六角ナット　Ｍ12×3個

土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16
　　　　六角ナット　Ｍ16

　　　　六角ナット　Ｍ12×4個
　　　　フラット丸座金　×4枚

土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16

隅通し柱

横架材横架材

小屋貫＠1,820以内

(くも筋かい)

　　　　□ すぎ　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが　　■ その他（　ひのき　）

　　　　□ すぎ　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが　　■ その他（　ひのき　）

工　法　上部の仕口は長柄・下部の仕口は短柄差しとし、かど金物留めもしくはかすがい両面打ちとする。

ＢＰ

筋かいプレート 【寸法・形状】

◎使用接合具

　角根平頭ボルトM12

　小型角座金W2.3×30

　六角ナットM12

　太めくぎZN65

◎用途

　筋かいを柱と横架材に

　同時に接合

　角根平頭ボルトM12

ひら金物

ＳＭ-40

【寸法・形状】

◎使用接合具

　太めくぎZN65

◎用途

　管柱の連結等

t2.3
横架材

柱

25

12
0

t1.6

柱

130

160

19
0

40

65 3

柱

t2.3

40
0

25

　耐力25Ｋｎ
ホールダウン金物

ホールダウン金物
　耐力20Ｋｎ

ホールダウン金物

　耐力15Ｋｎ

両引きボルト　Ｍ16
六角ナット　Ｍ16×2個
フラット角根ボルト　Ｍ12×5本×2

バネ付丸座金　Ｗ4.5×5枚×2
六角ナット　Ｍ12×5個×2

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ25×2

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ25

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12×5本
　　　　六角ナット　Ｍ12×5個
　　　　フラット丸座金　×5枚

　　　　六角ナット　Ｍ16
土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12×4本

　　　　フラット丸座金　×3枚

土台

土台

土台

【使い方】

筋かい

横架材

かど金物
CP･T

柱

アンカ－ボルトＡ

ＣＰ・ＬＣＰ・Ｔ

CP･L

かど金物
CP･T

かど金物

土台

柱柱

ｅ１ ｅ１
ｅ２ｅ２

ｅ１≒ｅ２

土台
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　　　　はり（丸太）　　　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　■ その他（　ひのき　）

　　　　はり（その他）　　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　■ その他（　ひのき　）
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3-D16

タテヨコ共

D13-@200

水セメント比　50％以下水セメント比　50％以下Fc=　24N/mm2躯体

土間

捨てコン Fc=　18N/mm2

スランプ　18ｃｍ以下

空気量　4～6％
D16以下 SD295A

RC-40

重ね継ぎ手

基礎、基礎梁下

土間下

Fc=　18N/mm2

コンクリート1.

使用材料

2.鉄筋

地耐力3.

4.砕石

単位セメント量　270kg/m3  以上

単位水量　185kg/m3　以下

凡　　例

べた基礎コンクリート FS1

束(鋼製)

特記なき限り、柱芯より120ずらしとする

土台上部端部（オス）側にアンカーを設けること

特記なき限り、柱芯より200ずらしとし、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの出は、ねじ3山以上とする

A･BOLT M12 L=450 ＠2000以内　角座金 4.5×40×40

A･BOLT A90 M 16 ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物及び基礎に緊結

ピット範囲 べた基礎天端：GL-150

t=200　D13@200ﾀﾃ･ﾖｺ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)　天端：GL+200(特記なき限り)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16X9 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24

基礎伏図

上部土間コンクリートt=150

t=150

(D10･D13@200,シングルクロス)

ＦＧ１ ＦＧ１Ａ(高基礎GL+630)

ＦＧ１Ｂ（高基礎GL+550) ＦＧ１Ｃ(ピット周り)

ＦＧ１Ｄ(高基礎ピット周り) ＦＧ２

ＦＧ２Ａ(高基礎ＧＬ+630)

ＦＧ２Ｂ（高基礎ＧＬ+550） ＦＧ２Ｃ(ピット周り)

ＦＧ３

1-D16

1-D16 D10-@200

1-D16 1-D16 1-D131-D13
捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50

1-D16
1-D16

D10-@200

1-D16 1-D13
1-D16 1-D13

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50
捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50

1-D16

D10-@200

1-D16

1-D16

1-D16

1-D16

1-D13

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50

1-D16

1-D161-D16

1-D16

1-D16

STP D10-@200

▽ＦＬ
△ＦＬ

▽ＧＬ ▽ＧＬ

▽ＦＬ

40
7

F
L
ま

で
6
0
0

▽ＧＬ▽ＧＬ
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0
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▽ＧＬ▽ＧＬ

▽ＦＬ
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▽ＧＬ

△ＦＬ

6
3
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▽ＧＬ
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0

△ＦＬ

▽ＧＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＧＬ55
0
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0

▽ＧＬ

300 200

▽ＦＬ

▽ＦＬ

6
0
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▽ＧＬ

▽ＧＬ
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基礎伏図 A1：1/20,1/50
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大引掛け

株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事
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土台伏図

X16X13 X14 X15

(上側) (下側)

間柱（杉 １等）４５×１２０

筋かいプレートBP同等取付
筋かい　４５×９０（杉１等）

JAS構造用製材（檜　ＫＤ）
大引掛　６０ｘ１０５

Ｎ５０＠１５０以内

９０×９０ （檜１等）
JAS構造用製材

設置位置は平面詳細図参照

床下地　構造用合板　t=２８

凡　　　例

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ１０(同等品)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ１５(同等品)

羽子板ボルトまたは短冊金物(同等品)

羽子板ボルト+スクリュー釘(同等品)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ２０(同等品)

山形プレート(同等品)

基礎緊結　1-M 16

基礎緊結　1-M 16

基礎緊結　1-M 16
へ

は

に

ほ

と

ち

　ボルト締めM12(見掛部は亜鉛ﾒｯｷ）とする

・筋かい（小屋共）は筋かいプレートBP同等又は

・特記なき柱仕口部はかど金物（Ｔ型）同等金物

防腐・防蟻処理を施すこと。

床下換気は、土台ﾊﾟｯｷﾝ20による。

敷き込み間隔は、＠900以内とする。

地面から高さが１ｍ以内の外壁の軸組及び土台は

（防腐処理）

大引　１０５ｘ１０５　＠９１０

JAS構造用製材

JAS構造用製材（檜　ＫＤ）

土　台（檜　ＫＤ） １２０×１２０

管　柱（檜　ＫＤ） １２０×１２０
　JAS構造用製材

に に ほ へ

に

大引掛け

大引掛け

大引掛け

大引掛け
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(上側) (下側)

は

に

ほ

へ

と

ち

・特記なき柱仕口部はかど金物（Ｔ型）同等金物

基礎緊結　1-M16

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ１５(同等品)
基礎緊結　1-M16

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ２０(同等品)
基礎緊結　1-M16

かど金物ＣＰ－Ｔ(同等品)

羽子板ボルトまたは短冊金物(同等品)

羽子板ボルト+スクリュー釘(同等品)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 Ｓ－ＨＤ１０(同等品)

・筋かい（小屋共）は筋かいプレートBP同等又は

　ボルト締めM12(見掛部は亜鉛ﾒｯｷ）とする

方づえ　４５×９０（杉１等）
仕口金物はＢＰ同等品以上とする

株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事
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株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事

A1：

A3：

1/50

1/100

№ S07

平成29年 3月

下階束を示す
小屋束（檜　ＫＤ）１２０×１２０

梁、桁（檜　ＫＤ）梁幅１２０
JAS構造用製材

構造用集成材（E105-F300）仕上用
※数字は梁せいを示す

束（檜　ＫＤ）１２０×１２０

下階柱を示す

火打梁（檜　ＫＤ）１０５×１０５

凡　　　例

特記なき限り　１２０×１２０

　＠1,820　一部＠910
　　　　　　JAS構造用製材

母屋（檜　ＫＤ）

垂木（杉　特１等）
　　　　　　４５×１２０＠455

クラ金物（ＳＳ）によるタル木固定
を示し、表示のないタル木は、
ひねり金物（ＳＴ）固定とする。

150

小屋伏図（設計ＧＬ＋5834）

屋根伏図
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株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事

A1：

A3：

屋根伏図 1/50

1/100

凡　　　例

特記なき限り　１２０×１２０

　＠1,820　一部＠910
　　　　　　JAS構造用製材

母屋（檜　ＫＤ）

垂木（杉　特１等）
　　　　　　４５×１２０＠455

下階束を示す
小屋束（檜　ＫＤ）１２０×１２０

クラ金物（ＳＳ）によるタル木固定
を示し、表示のないタル木は、
ひねり金物（ＳＴ）固定とする。

S08

平成29年 3月
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株式会社 ＥＲＣデザイン 株式会社 黒川建築事務所
図面番号

縮尺一級建築士 登録第256338号 一級建築士 登録第100527号
構造設計一級建築士登録番号 第3860号 №

代表取締役　黒川 喜洋彦代表取締役　池田寛彦

検

図

製

図

設 計
愛知県建設部建築局公営住宅課

平針住宅集会所建設工事
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凡　　　例

梁、桁（檜　ＫＤ）梁幅１２０

※数字は梁せいを示す

JAS構造用製材

構造用集成材（E105-F300）仕上用

間柱（杉 １等）４５×１２０

筋かいプレートBP同等取付
筋かい　４５×９０（杉１等）

タル木 ４５×１２０＠４５５（杉１等）

上記以外は、ひねり金物（ＳＴ）固定とする

棟・軒先部は、クラ金物（ＳＳ）による固定、

　ボルト締めM12(見掛部は亜鉛ﾒｯｷ）とする

・筋かい（小屋共）は筋かいプレートBP同等又は

・特記なき柱及び小屋束の仕口部は、

　かど金物（Ｔ型）同等金物とする。

方づえ（杉 １等）４５×９０
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　ボルト締めM12(見掛部は亜鉛ﾒｯｷ）とする

・筋かい（小屋共）は筋かいプレートBP同等又は

・特記なき柱及び小屋束の仕口部は、

　かど金物（Ｔ型）同等金物とする。

凡　　　例

梁、桁（檜　ＫＤ）梁幅１２０

※数字は梁せいを示す

JAS構造用製材

構造用集成材（E105-F300）仕上用

間柱（杉 １等）４５×１２０

筋かいプレートBP同等取付
筋かい　４５×９０（杉１等）

タル木 ４５×１２０＠４５５（杉１等）

上記以外は、ひねり金物（ＳＴ）固定とする

棟・軒先部は、クラ金物（ＳＳ）による固定、

方づえ（杉 １等）４５×９０
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凡　　　例

梁、桁（檜　ＫＤ）梁幅１２０

※数字は梁せいを示す

JAS構造用製材

構造用集成材（E105-F300）仕上用

間柱（杉 １等）４５×１２０

筋かいプレートBP同等取付
筋かい　４５×９０（杉１等）

タル木 ４５×１２０＠４５５（杉１等）

上記以外は、ひねり金物（ＳＴ）固定とする

　ボルト締めM12(見掛部は亜鉛ﾒｯｷ）とする

・筋かい（小屋共）は筋かいプレートBP同等又は

・特記なき柱及び小屋束の仕口部は、

　かど金物（Ｔ型）同等金物とする。

棟・軒先部は、クラ金物（ＳＳ）による固定
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